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　本学は、建学以来の「学理と実際の調和」の理念の下、
昨年度４月１日に神戸大学の学長となられた武田　廣新学長
のビジョンで「文理融合、分野融合の力を最大限に発揮する
世界最高水準の教育研究拠点の構築」、「現代及び未来社
会の課題を解決するための新たな価値の創造」により、「先
端研究・文理融合研究で輝く卓越研究大学」を目標としてお
ります。そのビジョンを達成するために、平成�7年度の海洋
底探査センターの設立、平成�8年度の先端融合研究環の設
立や科学技術イノベーション研究科（博士課程前期課程）
の設置と、卓越研究大学を目指す研究体制整備を着 と々進め
ております。
　本稿では、激動の変革期とも言える国立大学法人の置か
れている状況を簡単にご説明し、その中で神戸大学の目指す
方向と取り組んでいる大学改革・機能強化のうち主に研究に
関連した先端融合研究環と研究大学の方向性についてご説
明したいと思います。

失われた25億円・82人

　御存知の通り平成�6年度に国立大学が法人化して��年が
経過し、１期６年スパンの中期目標・中期計画期間の第２期
目が昨年度終了しました。従来、例えば、学科名を変えるに
も省令の改正が必要とされたり、ポストの付け替えも文部科
学省に要求して、総務省や財務省と調整する必要性に縛られ、
自由が利かなかった状態から、法人化することにより、各国
立大学において自由な運営ができる範囲を広げ、優れた教育
や特色ある研究に各大学が工夫を凝らせるようにして、より個
性豊かな魅力のある大学を生み出してゆくことを可能とするこ
とが、国立大学を法人化することの理念でした�),�)。しかし、
実際には、皆様が実感されている通り、事態は理想通りには
進んでおらず国立大学法人の置かれている現在の立場は極
めて苦しいものです。
　毎年配分される運営費交付金から機能強化促進係数と呼
ばれる一定率 （平成�3～�7年度は�.3％）に相当する額が
毎年削減される状態がこの��年間続き、年約�億円、総額
で�5億円程度の運営費削減を受けているとともに、総人件費
抑制のために8�名の定員削減が行われました。このため、本
学においては教員の年齢層が日本の人口と同様に逆ピラミッド

構造になってしまった部局も多く、実際の教育・研究の中心
となるべき中堅層の人数の減少や、将来の戦力となる若手研
究者のポストが枯渇しつつあるのが現状です。

世界に挑み苦境突破を

　さらに、昨年6月には国立大学は3分類、すなわち
重点支援1［地域］主として、地域に貢献する取組とともに、
専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色のある分野で世
界･全国的な教育研究を推進する取組を中核とする国立大学
を支援
重点支援2［強み・特色］主として、専門分野の特性に配慮
しつつ、強み・特色のある分野で地域というより世界･全国的
な教育研究を推進する取組を中核とする国立大学を支援
重点支援3［世界］主として、卓越した成果を創出している
海外大学と伍して、全学的に卓越した教育研究、社会実装
を推進する取組を中核とする国立大学を支援
の中から�つを選択し、それぞれの機能強化を検討せよとの
指示が出3）、大学で検討の結果、第3分類の�6大学の中に入っ
て戦うことを�0月に決めました。この分類に属する大学の機
能強化促進係数は、�.6％となることも文部科学省からアナウ
ンスされました。

文理融合による相乗効果を生み出す素地が強み

　このような背景の中で、武田ビジョンを推進すべく、武田
学長は、リーダーシップを発揮しつつ、戦略企画本部を立ち
上げ、平成�8年度の概算要求にて機能強化第�弾、第�弾
策を打ち出しました。
　旧七帝大は、理系の研究力が強い大学であり、文系の研
究力や評判は高くなく、一橋大学や東京工業大学はそれぞれ
社系、自然系の大学であり、文系研究と理系研究が独立に
行われている大学です。一方、本学は経済学、経営学、法
学の社会科学系分野が母体となって発展し、今や自然系や
生命・医学系、人文系も強さを発揮している状態で、文理
が一体となって強みを発揮し、文理融合、文理協働ができ、
それによって相乗効果を期待できる素地を持った大学です。
その強みを生かし、本学の機能強化策において「先端研究・
文理融合研究」を進め、研究大学として重点分野の「選抜-
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育成-交代」プロセスを構築し、常に新たな学術領域を開拓
し続ける体制を整備しました（図�）。本年4月には、先端研
究及び文理の枠を越えた分野融合研究を重点的に創成する

「先端融合研究環」を従来の「自然科学系先端融合研究環」、
「社会科学系教育研究府」、「統合研究拠点」の3つの組織
を統合することにより整備しました。ここでは、プロジェクトベー
スの研究を行い、全学の先端・融合研究をさらに推進します。
各部局や基幹研究組織から提案されたプロジェクト（人文・
社会科学系融合研究、文理融合研究、自然科学医学生命
系融合研究）を新領域開拓研究ユニットとして選抜し、育成
した後、さらに本学のフラグシッププロジェクトとなる先端融
合研究プロジェクトを選抜し、その成果や研究シーズを学術
研究・産学連携推進本部（仮称）4）や㈱科学技術アントレプ
レナーシップ5）を介してベンチャー企業を設立するなどの社会
実装及び大学の研究成果の事業化を推進することにより、大
学に利益を還元できるようなシステムに結び付ける機能や、
新たな学問分野を研究する研究科を生み出す機能を持たせて
います。先端融合研究環の下では、現在、「未来都市」、「社
会システムイノベーション」、「シグナル伝達」などの文理融
合研究プロジェクトが進行しています。

運営費交付金110％以上を獲得

　新研究科創出の一例としては、4月に設置された科学技術
イノベーション研究科（博士課程前期課程）がそれに相当し、
ここでは、フラグシッププロジェクトであるバイオプロダクショ
ン、先端膜工学、先端IT、iPS技術等を用いた先端医療と
経営分野との分野融合が行われ、文理融合先端研究の深化
と最終的な社会実装を目指したアントレプレナー教育が行わ
れています。イノベーションにつながる質の高い研究シーズを
作り上げるとともに、学術上の知見を優れたビジネスモデルに
結び付ける新しい大学院と言うことができます。
　また、既存のセンター群を整理統合し、本学の基幹となる

個別分野の研究を推進する「基幹研究推進組織」を整備し
ました。この中には「海洋底探査センター」や将来的に全国
共同利用施設への発展を視野に入れた「バイオシグナル総
合研究センター」等のセンターが含まれており、概算要求事
項の提案や先端融合研究環へのプロジェクト提案、研究成
果の教育還元等、教育・研究上重要な役割を担っています。
因みに、お蔭様で、このような機能強化策をとりつつ申請し
た平成�8年度の概算要求では、重点支援第3分類の�6大学
中、運営費交付金��0%以上を獲得した上位3校のうちの�校
に選ばれています6）。

クォーター制など教育改革も推進

　教育面では、学士課程教育における幅広い教養と基本的
な専門能力の修得を目指す教育改革を開始しました。教養教
育改革によるカリキュラムの再編に加え、クォーター制の導入
により、ギャップタームを利用した海外留学を促進する予定で
す。平成�9年度には、持続可能なグローバル共生社会の実
現を目指し、地球的諸課題を解決できる人材を養成するため、
人文系の既存学部を再編統合し「国際人間科学部（仮称）」
を新たに設置する予定です。同時に、自然科学系分野におい
ても、国の「理工系人材育成戦略」を踏まえ、研究力強化
や国際化を促進する「理工系人材育成プログラム」を、自然
科学系4学部に導入する予定です。
　上記のように、先端研究及び文理の枠を越えた分野融合
研究を重点的に創成する「先端融合研究環」、本学の基幹と
なる個別分野の研究を推進する「基幹研究推進組織」を整
備し、社会実装を行いつつ武田ビジョンを実現してゆく予定
です。
　神戸大学は「先端研究・文理融合研究で輝く卓越研究大
学」への長く、多くの困難が予想される船出の緒に就いたば
かりです。神戸大学の教職員の皆様、学生諸君、卒業生、
保護者の皆様方の神戸大学に対する絶大なるご支援と叱咤
激励をお願いして筆を擱きます。
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図1 神戸大学における研究・教育における機能強化概念図
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特集　「神戸大学　武田　廣学長インタビュー」

聞き手：本日はお忙しいところお時間をいただきありがとうご
ざいます。神戸大学工学振興会の機関誌の特集として、「“文
理融合” で世界と戦う」として、“グローバル：100位、国内：
�位” と目標・ビジョンを掲げておられますので、そのあたり
に関して、その目標設定の背景や意図さらに方針や具体的な
施策・テーマ等に関して、今の武田学長の想いやお考えをお
聞きしたいと思っています。
武田学長：いろいろな面でその方向を目指して動いています。
ご存知のように日本の国立大学の方向性に関して�つのコー
スを選択することになり、神戸大学は “卓越研究大学”「世
界をリードする先端研究を行い、その方向での人材育成を行
う」を選択し、（文科省に）その申請をしました。神戸大学は
バランスの取れた文・理系学部を持つ総合大学です。経済、
経営、法学があり、文学、理学、さらに工学、農学、医学、
海事科学まであります。それらの特徴を生かして “社会に役
立つ” という意味で、各学部の枠を超えて “文理融合” した
動きが必要だと考え、あらためて “文理融合” を掲げています。
残念ながら、ご存知のようにスーパーグローバル（トップ1�）
には入れませんでしたが…。
聞き手：はい、ですが、今年度の概算要求で�つのテーマが
全部採択されましたね。
武田学長：はい。文科省にはそのあたりも配慮いただけたも
のと感じています。“国内：�位” と言った時、（旧帝大が）�
大学あるので、少なくとも�大学は抜かないと�位には入れな
い。“本気か” との空気が強かったですが、“棒ほど願えば、
針ほどかなう” という言葉もありますので、この目標を掲げて
降ろしていません。
聞き手：確かに何か（大きなことを）やるときはメンバー全
員が “現状認識を一つにして、共通の目標” を掲げると “ベ
クトルが一つ” になります。プロジェクトの成功要因と言われ
ていますね。
武田学長：はい、その通りです…。しかし、この目標を達成
する上で根本的な課題があります。運営交付金の問題です。
財政状況は本当に厳しい。科研費以外にも共同研究等でも
資金の確保の努力はしていますが、まだ充分ではありません。
◆厳しい大学運営

聞き手：運営交付金が、国立大学法人化以降、� 年間、毎
年 1％ずつ削減されました。
武田学長：はい、運営交付金の削減は、それ以後も “削減
係数・効率化係数” の名のもとに（12年間、1％ずつ削減は）
続いており、人件費にも手を付けざるを得ない。そうすると研
究力が落ちる、教育力も落ちる。そうすると論文数も減る、引
用数も減る…、悪循環です。文科省もその辺はよく分かって
いて、全体を底上げしつつ特徴ある尖がり部分をみつけてい
かないと、大学自体が駄目になると考えています。しかし現実
問題としては、世界ランキングは右肩下がりです。手を替え
品を替えやっているのですが…。これには根本的な問題があ
り、繰り返しになりますが、運営交付金の問題で、現実とし
てゆとりがない。
　また、国際化（スーパーグローバル）を測る一番大きな指
標の一つは外国人教員の数です。それでいうとシンガポール
などはほとんどが丸抱えです。外国の研究室単位で持ってく
るわけです。そうすると、本国の研究員などはほとんどいない
わけですから外国人教員の比率は非常に高い。日本は島国で
あることもあって、言葉の壁もあり、人件費の問題があります。
具体的には、外国の教員は倍かかります。海外からの優秀な
研究者を招聘し本人もその気になってくれたが、処遇面で日
本で出せる金額と彼の処遇で、“2倍分” が足りなかった。“私
の人生設計が変わるから行けない” とのことで、招聘できな
かった。
聞き手：その方の処遇が “�倍だった” ということですね。
武田学長：はい、そうです。逆に言うと日本人研究者の給与
が安すぎるということです。給与面での国際競争力がないとい
うことです。社会的な壁が大きい。これは神戸大学だけでど
うなるものでもありません。だがその中で何らかのパフォーマ
ンスを示さないといけない。国の中での選別が必ず起きる。
そこで生き残っていくためには、それができる体制にしておく
など、何らかの対応をする必要がある、ということです。
聞き手：いまのお話をお聞きして、筑波大学が10周年を迎え
られる�年前に、村上和雄先生（筑波大学名誉教授）が当
時の学長に、研究と教育が大学のミッションなので “世界に
冠たる研究成果を出す” ことを自らコミットされ、�年間で “ヒ
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─“文理融合”イノベーションで世界と戦う─

聞き手　機関誌編集委員長　宮　康弘
機関誌編集委員　　山岡高士

同　　　　　江口　隆

　全学一丸となって進めておられる神戸大学の挑戦を先頭に立ってリードしておられる武田　廣学長に、その意図や方向性、

目標と具体的なテーマについてお聞きした
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トレニン” の研究で、パスツール研究所とMITに競争して勝っ
て、コミットした目標を達成されたお話を、直接お聞きしてい
ます。今の武田先生のお話を伺って “そうか神戸もそこへ行
くのだな” と感じた次第です。
武田学長：そうですか、なるほど…。筑波大学はよくやって
いて、伸びています。もっとも、筑波は国が力をいれている
大学です。昔から優秀な人材がいて、運営交付金は神戸の
2倍です。最初にそれを見たときはびっくりしました。研究者
の数もそんなに変わらない。旧帝（旧帝国大学）系と比べて
も遜色のないくらいの運営交付金をもらっている。筑波大学
は元は教育大学で、付属（小・中・高校）が多い、付属を
�校ぐらい持っている。それらへの運営交付金の手当の問題
など、いろいろな所で財源の構造が見えてきます。
◆国際化のススメ

武田学長：工学系の卒業生や在校生へのメッセージですが、
最初に国際化のススメということで、これは神戸大学全体の
テーマです。若い時に世界を見ておくことの大切さ、モチベー
ションもあるし、自分の立ち位置などがそれなりに分かってく
る。何らかのモチベーションと合わせて、ということです。学
部の1、2年で行くのか、大学院で行くのか、若い助教の時
に行くのか、それは人によってぞれぞれ違うでしょう。何らか
のモチベーションが得られるのは確かだと思います。私自身も
博士号を取ってから海外に出ました。やはり刺激を受けまし
た。本当に優秀な研究者がいる、だけど中には勝てそうな人
もいる（笑い）。外国の研究室が全部素晴らしいというわけで
もない。もちろん日本の中にも素晴らしい研究室がある。その
辺の見極めがきちんとでき、正しい判断をして研究に励める。
それがモチベーションになる。ある程度長く海外にいると、そ
れなりに向こうの文化などがわかるようになり、外から見た日
本の良さもわかるようになる。それが一つのモチベ―ションで
すね。それと人脈です、人のネットワークというか…。今から
��～�年前にドイツで実験していたのですが、その時に一緒
に研究を行ったメンバーがもうそろそろ引退をする時期です
が、ジュネーブのCERNやドイツの研究所、マックプランクな
どのトップになっているのを見ると、それなりに優秀な研究者
がいたなあ…、と後で思える。その分野のエリートたちがいた。
その当時は “こんな（程度な）のか…” と思ったりもしました
が（笑い）…、やはりその分野のエリートたちが集まっていた。
そんな研究施設で切磋琢磨できたことはそれなりの自信にな
り、私の財産だと思っています。若い時期にそのような経験を
してもらいたい。だが、我々の時代がある意味で境目なのか、
だんだんと若い人が海外へ出ていかなくなった。昔は外国に
出ていかないと実験ができない（機器・装置がない）という、
止むに止まれぬ理由があったが、近年は日本も豊かになって、
外国へ出ていかなくても実験できる。機器・装置もあるし、（通
信）ネットワークの発達もあり、外国へ行くことが必須ではな

くなってきました。これはやはり大きい要因です。人間は保守
的ですから、今の状態で済むものなら済ませたい。外国へ行
くと辛い思いをする。言葉の問題や諸 ス々トレスにも晒される。
一番の問題は食べ物のことが大きいと思います。日本ほど美
味しいものがあるところはない…。私は帰ってきて本当にそう
思った。いろいろなものが手軽に食べられる。また向こうの本
場よりも美味しい、日本人の味覚に合わせているのですね。
まあ（日本は）そういう裕福な環境です。また生活環境も、
親の世代が頑張って経済力があるということで、遮二無二頑
張るという気風がなくなっている。そのことが神戸大学あたり
で顕著に表れていて、ある程度偏差値で輪切りにされた弊害
だと思いますが、“まあこんなものか” と落ち着いてしまってい
る。そこからは何というか “サプライズ” は出てこない。チョッ
トしたショック療法というわけではないが、外を見てモチベー
ションを上げてチャレンジしてもらいたい。そう考えて大学とし
てもいろいろ支援プログラムも準備している。
◆重点4分野

聞き手：重点分野として�分野と言われましたが…。
武田学長：はい、以下の�分野で、具体的に進めています。
1．バイオプロダクション分野
2．膜工学分野
�．iPS関連等の先端医療分野
�．スーパーコンピューター関連
これらの�分野で “稼ぐ” ことを念頭に具体的テーマを進めて
います。“先端膜工学研究拠点” の設立や “統合研究拠点
アネックス棟” を竣工させ、経済産業省が所管する “次世代
バイオ医薬品製造技術研究組合のGMP施設” の活動などが
スタートしています。また “事業化” のためのアントレプレナ
―シップの涵養も重要と考え、今年の�月に “科学技術イノ
ベーション研究科” を設置しました。事業化シーズとしての
テーマを “事業化する” ことに視点を置き、それを推進でき
る人材を育成する研究科で、まさに “文理融合” を狙ってい
ます。これらのテーマの中から、早い段階で一つでも “花火
を上げて” くれれば、と願っています。何か具体的に始まれ
ば勢いがつきます。（人も金も集まり、加速度がつく）
◆神戸大学のチャレンジ

武田学長：“スーパーグローバル” には落ちましたが、反っ
てそれはよかったかなと思っています。それはそれで一つの
チャレンジをするチャンスだと考えている。（落ちたので）大学
独自で好きなようにできる。（スーパーグローバルに）通った
大学はそれなりに背伸び（無理）をしている。“酸っぱい葡萄”
のたとえではないが、採択された大学では達成できそうもない
ノルマで申請を出したわけです。例えば受入留学生の数で言
えば、神戸大学は現在が1,100人ぐらいで、申請では1,�00
人ぐらいを出したところ「“生ぬるい”、神戸大学はできること
しかしないのか」と（文科省に）言われた。こちらは「それ



−�−

特集　「神戸大学　武田　廣学長インタビュー」

はそうでしょう」と言いましたが、�,000人ぐらいと書けと言わ
れたのです。ある大学では（現状の）10倍を書いて出したと
ころがあると言う。「そういう意気込みのあるところが通りまし
た」というので、「それは大変でしょう、後が」と言うと、「きちっ
と評価する」と言うので「それは見ものですね」と言っておき
ましたが…。実際のところ�,000人を受け入れるには宿舎の
問題とか教室の問題もかかわってくる。一番大きいのは宿舎
です。留学生や研究者が来日したときのゲストハウスがほとん
どない。我々が研究者として（�0年以上前にドイツへ）行っ
た時には、きちんとしたゲストハウスがあって、外国人研究者
の家族のための宿舎があり、関連事務手続き等もワンストッ
プでやってくれる。詳しい人がついてビザの問題とか、ゲスト
ハウスから民間の住宅に移る場合の手続きや保証人のことな
ども全部やってくれる。日本だと招聘した教授が全部走り回る
必要がある、これでは絶対負けますよ。（神戸大学は）インフ
ラが足りない状況では�,000人とは言えません。まあ、そうい
うことでスーパーグローバルには “落ちるべくして落ちた” の
だと思っています。でも地道に努力しています。これらの留学
生等の寮の問題は大学の努力だけでは難しく、自治体等とも
連携していかなくてはいけません。
武田学長：インターネットが盛んになって便利になりましたが、
逆に言うとかえって忙しくなりました。世界を見ておくというこ
とが形の上ではできるわけです。YouTubeなんかでちょっと
入ってみて、あるいはどこかのホームページに入って色んなこ
とが見られるけれど、“生身の体験”、例えば “マチュピチュ”
を見るにしても写真／映像で見るのと自分が行って感じるもの
とではちょっと違う。だから旅行をするわけで。山に登る時も
飛行機で写真を撮影して見るのと、自分が足で登るのとでは
違う。そういう体験をしてもらいたい、ということですね…。
聞き手：そうですね。よく “空気をシェアする” と言ったりし
ますが、連絡事はTV会議でもいいが、本当に何かを生み出す

〈討論等〉には、直接会ってまさに “空気をシェアする” こと
が重要だということですね。
武田学長：工学系に限りませんが、在校生へのメッセージと
して、国際化のススメ、インターネットでは得られない経験が
絶対あるはずということです。「世界を見ろ、世界を見ろ」と、
ある意味で私から見れば「過保護」と言っても良いと思います。
一生懸命 “外国へ行ってください” という準備を整えてあげ
ているわけです。いろいろ世界の不穏な状況はありますが、
それも加味して自分の経験を積んでもらいたいと思っていま
す。本当は「ここに行きたいから、金を出してくれ。」と言っ
てくるぐらいの学生がいると頼もしいのですが…。
聞き手：そうですね。（以前に自分がいた会社で）若い時に
休学して世界を半年間、ユーラシアですが、バックパックで
歩いてきた男がいて、人間関係とかもうまく、明るく前向きに
仕事をしていたのがいました。

武田学長：そうです。基本は “問題解決能力” だと思います。
何かあった時の情報処理と、入ってくる様 な々情報をどう処理
して対応するかという問題解決能力ですよ。ありとあらゆるこ
とが起きますからね。
◆分野を超えた協働（文理融合）：

武田学長：��校ある国立大学が“似たような申請を持ってくる”
と文科省では言われます。神戸大学は東大、京大とどこが違
うのですか。特徴を出してくださいと言うのです。
　神戸大学の大きな特徴は2つある。まず一つは出自が社系
だということ。それなりにブランド力がある。本当に強いかどう
かは別ですが。理系もそれなりに強い。��大学の中でもこう
いう大学はユニーク。一橋／神戸という比較のされ方をする
が、一橋は単科大学ですから理系の人材を抱えることはでき
ていない。東工大と組むという話はありますが、では一緒の
大学になりますかというとそれは一筋縄ではいかないです。幸
か不幸か神戸大学は社系からスタートして総合大学に発展し
てきました。これはユニークなポジションです。文系、理系、
この分け方が正しいかは別として、一つのキャンパスの中で共
同（協働）作業ができる。これは大きいです。大学が違うと
結構壁は厚い。神戸大学にも医学部、深江（海事科学部）、
名谷とあるが、一緒の大学だけれども離れているとちょっと壁
がある。それはできるだけ解消しようとしています。
聞き手：早稲田（大学）は医学部がないので、神戸と協働
しようと働きかけてきて、共同研究が始まっていますね。
武田学長：はい、そうです。こういう事業（協働事業、共同
研究）は、普段に顔を合わせていないとなかなか難しいです。
終わった後にお酒を飲むとか…。神戸はそれができるのです。
特に “文理融合” という言葉は、最初、使うにはちょっと危
ないかなという思いがありました。使い古されていて、失敗事
例が多いのです。文理融合という言葉自体に。融合というと“文
系も理系も一緒くた” というニュアンスがあるのですが、どち
らかというと私の気持ちとしては“文理協働”ぐらいの意味だっ
たのです。ところが昨年でしたか、文科省から “人文社会系
の見直し云 ”々 という話があって、“人文社会系の軽視だ” と
言って大騒ぎになりました。あれから潮目が変わってきて “文
理融合” という言葉がなにか流行（はやり）言葉みたいになっ
てきた。つまり文系を否定してはいけないと。じゃあ（文系を）
どう使うのか…。そのときに、一つの答えとしてやはり、いろ
んな大学が（文理融合を）言い出したのです。で、神戸は
前から（文理融合と）言っていると。大学の立ち位置もその
ようなところです。関東の某国立大学ではこの前、「文理融合」
と新聞に出ていましたが。突然出てきて違和感があります…。
　それで、神戸大学で実際にできるのです。今度（�月に）
新しくできた科学技術イノベーション研究科が、正に文理融
合の研究科です。対象は理系人材ですが、そこへ経営系の
企業マインドをきちんと教え込む。企業としてはこんなに “お
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いしい” 話はないと思うのですが、成果はやはり時間がかか
りますから、どんな人材が出て行くかというのを見ていただくこ
とになる。
◆アントレプレナ―シップ（企業家精神）

聞き手：経営学部には、以前から社会人大学院がありますね。
著名な経営者を先生にして、生きたビジネス・レッスンをして
いますね。
武田学長：はい、MBAですね。そこに来るのは理系の人が
多い。いったん会社に入ってある程度経験を積んで、もう一
度ビジネスを勉強したいと。だったら新卒でもいいだろう、と
いうことで（科学技術イノベーション研究科を）創りました。
現在は修士課程ですが、将来はドクター（博士課程）もでき、
そこには社会人も受け入れようとしています。ドクターコース
は需要としては社会人が多いのかもしれない。ここ（科学技
術イノベーション研究科）もある意味で「賭け」でしたが、
それなりの評価をいただいています。しかし、学内的には大き
な投資をしました。マンパワーとしての投資です。人的資源
の再配分です。もう一つ、あまり露骨には言わないですが、「金
儲け」のことがあります。ここで本当の意味での利潤追求を
目指してくれと言っています。今まで産学連携とか知財とかい
ろいろやってきていますが、全部赤字です。数千万円出して
いますが、神戸大学に入ってくるのは1,200～1,�00万円程
度で、それ（出超）が十何年間続いています。実際、経営
学部の先生方が外へ出て講演されて、一講演何十万円、
百万円の先生もいらっしゃるということも聞きますが、ノウハウ
を教えている。それを学外でされるのであれば神戸大学の中
でシーズを見つけて、ここ（神戸大学）でやってくれと申し
上げている。謝礼はないかもしれないが、神戸大学の教員だっ
たら取り組むべきだと。先程も話しましたが、“本当にあなた
方は偉いのか（儲けられるのか）” と言っています（笑い）。
科学技術イノベーション研究科でアントレプレナーシップとい
うのであれば、そこでやってみて欲しいと言っています。そこ
で株式会社も作りました。そこでの利益は大学の基金に入れ
てもらうように言っています。
◆大学基金

武田学長：理学部、文学部は儲けることは難しいが、大学と
して必要だと思っている。コストだけではなく、大学としてど
の分野を手がけるのか。経費がかかるが大学としての見識と
して必要なところにリソースをかけることが必要です。科研費
や共同研究で資金をどう持ってくるか。
　大学の中では儲けられるところと儲けられないところがある。
法人化の時にそれが明らかになるはずだったのですが、少し
時間がかかりました。これからもっと運営交付金は締め上げ
られます。あの当時（国立大学法人化の際）に言われたの
は “理学部と文学部はつぶれるのではないか” と。外部資金
が取れないのです。ところが理学部は逆に気合が入って、科

研費等の文科省系の資金を取ってきてくれるようになった。
工学部は共同研究とかがあるので、相対量は大きいのですが、
科研費から見ると理学部の方が多い。「工学部は何をやって
いるのだ」ということになるのです。それだけ理学部に危機感
があった。文学部も結構頑張りましたが、科研費等では文学
部には限界がある。ここは大学としてどのような分野を残すべ
きかと。予算だけの問題ではない。哲学とか、理学部でいう
と私の専門分野・素粒子物理学などは、何時役に立つか分
からない、100年、200年、1,000年先になっても分からな
いかもしれない。ニュートリノといっても、幾らになるかと言わ
れても…。そういう分野は大学でしかできない。経費がかか
るけれども文化的に意味がある分野を大学で守るためには、
資金を稼げる分野から大学へ入れて、それを再配分しないと
いけない。それが大学の見識だと思う。企業ではなかなか難
しい。寄付という形でできるが、実際の活動として取り組むべ
きは大学しかないと思っています。だから資金を稼ぐことも重
要視しています。
聞き手：経営学部でワールドワイドに意味がある（評価され
ている）のは、谷先生（元経営学部長、名誉教授）のチー
ムが、メルセデス・ベンツを支援されていた。20数年前メル
セデスのCクラスやEクラスが、アメリカ車や日本車の高級車
に押されて厳しい時期でしたが、（原価企画：リーン・マニュ
ファクチュアリングをテーマとして）支援され成功した。私も
その頃ご一緒しましたが、谷先生は工場でも本社でも“神さま”
でした。Ph-Dクラスが昼食の時間も先生を離さない。ただそ
の後回復したメルセデス・ベンツが親会社のダイムラーベンツ
に吸収されたので、（メルセデスの）経営者にとって良かった
かどうかですが（笑い）。
武田学長：そうですか。経営だと三品さん（教授）が結構も
てはやされていますが…。看板教授がいるということはいいこ
とです。そういった人が神戸大学にどう貢献できるのか、とい
うことです。
聞き手：そうですね、それが最も重要なことですね。
武田学長：それと、後は学際的な分野ですよね。これはどこ
の大学も言っていますが、例えば、ポートアイランドに統合研
究拠点という建物を建てましたが、最初は�階建てで、隣にコ
ンベンションホールを建て、次はその南側に経済産業省の関
連の “抗体医薬”（関連プロジェクト用）のパイロットプラン
トを造りました。いろいろな分野の人が集まっている。宇宙を
研究している先生もいるし、バイオをやっている先生もいるし、
スパコンをやっている先生もいる。できればそこに社系（の人
材）が乗り込んでいって欲しいのです。いろんな意味で、そ
こにアイデアを入れる。例えば、ビッグデータからどうやって
価値ある情報を引き出すかという作業は、発想としてはやはり
社会系あるいは心理学等の発想が必要です。テクニカルは理
系の分野なのだが、そこをどう解析していくかという方向付け
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は人文社会系の知恵が要る。そこは上手くコラボレーションし
ていきたいと思っています。そういうときに、理系だとか文系
だとか “泣き言を言うな” ということです。文系だから数学が
できないということはない訳です。経済（学部）は、数学は
バリバリですよ、一線級の。理系だから…英語はもう（文系、
理系）両方共通ですからね。どちらかというと、理系の人間
は文系の分野に流れ込んで行く気はあります。文系の人は数
学などがトラウマとなって…（笑い）。その辺の垣根はもう取
り払いたい。日本だけです、文系、理系の分け方をしている
のは。文系という言葉はあまりないですよ。ヒューマニティー
とソーシャルサイエンスぐらいで、文系を一括りにしたような
言葉は基本的にはない。分野というのはありますが。
聞き手：もともとギリシャの（体系では）哲学や数学、医学
や…。
武田学長：そうです。ようするに神様の話から派生しています
から。テオロジーから全てが始まっているわけで、昔の研究
者は聖職者であったし、科学者であったし、占星術師であっ
たし、医者でもあった。ですから人間の一生を考えてみた時に、
自分が文系人間か、理系人間かという問いにこだわる必要は
ないと思う。ただ、文科省の壁は厚いです。理系の学生定員
と文系の学生定員ではいろいろと言われます。それだけ予算
のかかり方が違うのです。
　次は科学技術イノベーション研究科についてです。「バイオ
プロダクション」は近藤昭彦教授のグループ、これは、前の
福田学長が始めたプロジェクトですが、これはうまくいってい
ます。統合研究拠点で経済産業省の補助を受けて研究棟を
建てたとき、�階部分は全部、“ここで一塊になって、企業も
一緒になってやれ” ということで、それなりに優遇しています。
ですから、あそこで“何とか花火を上げてくれ”と言っています。
有名だが、まだ花火が上がっていない。
聞き手：事業の方は花火も上がると思いますが、事業を通じ
て人を育てる、ここで花火を上げるのは10年サイクルですか
ら厳しいですよね。
◆先端膜工学研究拠点の設立

武田学長：それから「膜工学」です。これはやはりユニーク
です。先端膜工学研究拠点の建物が建ちましたが、あれも勢
いですから。一生懸命概算要求して建ったものではなく、トッ
プダウンです。政府の方から「この金を付けるからやれ」とい
うことを受けて「やります」と、松山秀人先端膜工学センター
長にも覚悟はあるな、と。
聞き手：その件はテレビで放映していましたね。水の問題も、
バッテリーのセパレータの問題も、基本的には「膜」ですか
ら…。本当にあらゆるエリアでの活用が考えられますね。
武田学長：はい、それに医学部も乗ろうと考えており、膜と
いう発想はある。細胞膜ですが、それはちょっと分野が違うだ
ろうと思っています。そこは大きさのレベル感が違うから、ど

うかなと思っています。
聞き手：そうですね。（再生医療用の膜は）山中先生（京都
大学教授：iPS研究所長）のところがやっておられますが、（工
業系の膜）とはちょっと違いますね…。山中先生のところでは、
iPS細胞の中間材を準備して、そこから個々の患者用を作成
する試みが行われています。（昨年までの）実証では、当人
の細胞から準備すると1年間の時間と直接原価だけで1億円
の費用が掛かったとのことですが、抗体反応のないドナー

（2�,000分の１の確率）の血液細胞から中間材を作ることが
始まっています。（中略）
武田学長：はい、（科学技術イノベーション研究科における）
�つのプロジェクトの中の一つが「先端医療」です。ですから
iPSは入っています。山中さんの一番弟子で、元々神戸大学
出身の青井教授が研究している。ただ、京大などと比べると
陣容としてはまだ弱い。
　京大のiPS研究所：CiRA：にもあれだけの人を入れている
のですが、人件費が自転車操業と言うわけですよ。��0人か
�00人と言っていましたが、国の時代から持っていたパーマネ
ントの承継ポストは20～�0人程度だと。あとの200何人は外
部資金を取ってこないといけないのです。それはあまりにも過
酷だと思います。国（文科省）の施策がそうなのですが、パー
マネントポストはどんどん減らしている。（パーマネントポスト
以外は）いわゆる非常勤とか人材派遣会社からの人材でやれ
と言っている。あれだけの成果を挙げてノーベル賞までもらっ
て、それでもこんな苦労をしないといけないのか、という状況
ではかわいそうになります。
　予算の付け方が日本と外国では違うのです。全ての分野で
共通することですが、日本では研究者が成果を上げるとそこ
には人を付けます。研究者としての予算も付ける、装置にも
付ける。ですが、その装置を維持して研究者をサポートする
サポーティングスタッフに予算を付けない。ところが外国は、
むしろ研究者は少なくていい、周りをサポートする人間に経費
とポストを付ける。これを徹底しています。そこは研究したこと
のある人間にしかわからない。外国では政治家や行政官など
でもPh-Dをもっている人が多く、その辺がきちんと分かってい
る。ジュネーブの研究所で研究をしていましたが、例えば半
田ゴテを持って作業をするのはご法度で、物理屋がそんなこ
とをしてはいけない、そういうことを手助けする人はちゃんとい
るのだからそこに頼め、と言われます。クレーンなども一切触
らせてくれない。ところが、東大の原子核研究所では学生が
それをやらないと動かない。結局、外国ではサポートスタッフ
が周りを固めているわけです。研究者は「研究」のことだけ
を考えてくれ、という体制です。山中さんは外国へ行くとホッ
とすると言われています。鼠の面倒を見る必要がないというわ
けです。ところが日本に帰ってくると、餌への気配りなどをし
なければいけない。外国の研究所では全部、技官などが面
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倒をみてくれる、そういう仕組みができている。そうした補助
作業員に対して社会がリスペクトしていますし、それなりの給
料をもらっています。ジュネーブでお酒を飲んでいた時、私な
んかも技術屋のおじさんに「物理屋は給料が低くてかわいそ
うだな」と言われた（笑い）。組織を率いている技術屋さんは、
本来の物理屋よりずっと高い給料をもらっている。りっぱな家
に住んでいます。そうした社会的・文化的な素地があるのです。
ただ、研究者は研究者という意味で尊敬されています。
◆先端IT分野（スーパーコンピューター）

武田学長：次は「スパコン」ですが、先端ITの分野です。
これが�つ目です。これは神戸に“京”があるし、次世代の“京”
も同じ場所（神戸）にできます。そうすると神戸大学がコラボ
レーションしないわけにはいかないので、さらなる研究ができ
る。
　あそこ（理研）も、スパコンの “京” が動き出して叩かれ
ているのは、大きな花火がない。自動車や宇宙のシミュレー
ション、それに材料のシミュレーションや薬（創薬）も量子
力学を使ってやっています。進歩はあったのですが、ドーンと
いうような、皆が歓声を上げるような成果がない。観客を唸
らせるような花火がない。これがあると、「仕分け」でも簡単
に突破できるわけです。“やったぞ” というのがなくて理研自
体も苦労しています。“11�番目の元素” の発見がありました
が、あんなものは理学的には面白みがあまりない。ただマスコ
ミ受けはしますが…。
聞き手：過去に�回だけ発現させた “ニホニウム” ですね…。
武田学長：そうですね。ああいう “花火” を見つけないとい
けない。学術が学術として閉じ籠っていられる状況ではない
です。財政の問題もあるし、格差の問題もあるし、いろんな
紛争も起きているところで、“サイエンスをやりますからお金を
出してください” という一本道ではなかなか通りません。いろ
んな付加価値をつけてやらないといけない。
◆その他学長の今後の重点課題等

武田学長：ここまででだいたい言い尽くしましたが…。あとは、
学生とのインタビューで何か書いてくれと言われて “志” と書
いた。“世界100位、国内�位” というスローガンもある意味
で “志” です。最初は笑われるかもしれないが、これを狙っ
ていくということが学内へ浸透すれば、それなりに力になるの
ではないかと思っています。
聞き手：チームで現状認識が一致し、目標が合意されると、
チーム内のベクトルが一つになりますね。
聞き手：それと、株式会社を作られて…。事業は成功させな
いといけないわけですが、そこにはマネージメントとセクレタリ
ワークとそのサブジェクトを真にドライブする力が、その�つの
要素が必要ということですね。
武田学長：はい、そこには人を張り付けました。まずベンチャー
経営をした経験のある人を呼んできました。大学の先生が自

分で立ち上げたベンチャーはだいたい失敗している。だから
実績のある人を呼んできて、経営のアントレプレナ―シップの
理念、学問的なこともやります。利益追求だけで走っている
わけではなく、経営のものの考え方とか、どういうことに取り
組むべきかという理念も必要です。それと、やはり実績ある人
が必要です。
聞き手：事業の成功のためには有限のリソース、特に時間、金、
そして人、それを実証されるということですね。
武田学長：はい、そういうことです。花火が上がって欲しい（笑
い）。ですので、工学部の卒業生・在校生の皆さんも打ち上
げる花火に協力してもらいたい、少しでもいいからコントリ
ビューションをしていただきたい、というのが今日の話の“落ち”
です。
聞き手：先程の話の “会社” というのは “イノベーション研
究科” で？
武田学長：いや、別です。株式会社 科学技術アントレプレナー
シップ（STE社）です。それをマネージメントする “基金” が
あります。基金は、工学研究科の小川副学長が理事になって
います。その基金を通じて株式会社が動きます。文科省的に
見た “利益相反” の問題がいろいろあって、それをクリアす
るためにそういう運営にしなければいけないそうです。日本で
“初” だと言っていました。
聞き手：上手く行って欲しいですね。卒業生が“何ができるか”
ですね。
武田学長：それはもう、卒業生には少額でも結構ですから基
金に思いを入れていただくことです。提言はもう十分にいただ
いていますので（笑い）。私立大学はすごいですね。三田会（慶
應）、稲門会（早稲田）などの同窓会組織がすごく強いです。
神戸大学も（同窓会組織を）一つにまとめようとしていますが、
歴史的認識（背景）の問題があります。これは外からの見え
方もありますが、一度、大学の大きな基金に入れていただいて、
外から見て必要となればそれぞれの同窓会組織に寄付金を再
配分できればと思います。大学として一つのまとまりである以
上、例えば修学支援事業基金ができますが、そこで税額控
除が受けられる仕組みのところに入れていただくことを考えて
います。
聞き手：（寄付の集め方の）グランドルールを作って運営す
る形がいいのでしょうね。
武田学長：そうです。大学基金のあり方自体も文科省から問
われています。（基金が）どれだけ活用されているか、下世
話な言葉で言えば幾ら「稼いでいる」か、それをどのように使っ
ているか…。神戸大学は結構成績が良い方で、基金の支援
のための人件費をそれなりにもらっています。
聞き手：基金の規模はどれぐらいですか。
武田学長：はい、だいたい�億円ぐらいですか。年間�千万
円ほど支出超過状態で、あと10年たてばなくなります。
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聞き手：STE社への出資ということもあるのですか。
武田学長：神戸大学基金とSTE社は全く別に動いています。
まずは、小さく生んで大きく育てたい、と思っています。現時
点ではそれほど資金は要らないようです。2社から1千万円ず
ついただいて、学内から�百万円集めて、2,�00万円でスター
トしました。これは地道に始めます。
聞き手：事業化には�つのフェーズがあります。今の時期（企
画・計画時：事業開始前）、スタートアップ時、そしてIPOを
目指すエクスプロージョン（爆発）期とです。事業化テーマ
のそれぞれのフェーズとどの程度の資金が必要かを明示すれ
ば協力する人（卒業生）はいると思いますが…。特に成功者
では、自分のお金をそういったところに使いたいと思う人は多
いと思います。
武田学長：そうですね。東大とか京大は、国の予算を使って
事業化に取り組んでいます。ベンチャー立ち上げの資金が何
十億円もあるわけです。
聞き手：大学基金を大きく集めたいですね。
武田学長：はい。“花火”が上がるとすればそこですね。東大、
京大は国費で事業を行っていますが、神戸は伝統を生かして
やります。そうなれば、文科省に対しても大きな顔ができます。
聞き手：�つの事業分野のテーマ毎のフェーズをカレンダー
にして、“このテーマが、このフェーズで、これくらいお金が
要る” を明示すると協力者が出てくると思います。
武田学長：企業の社内留保が数10兆円とか数100兆円とか
言われていますが…。
聞き手：企業は、エクスプロージョン時には金を出しますが、
その前のフェーズでは出さないと思います。出すのはやはり個
人だと思います。
武田学長：これは本音ですが、�つの内の1つでもいいから成
功して欲しい、花火が上がって欲しいと願っています。
聞き手：「膜工学」、「IPS」、「スパコン」、そして「バイオプ
ロダクション」ですね。
武田学長：学長になってこんなに予算のことで苦しむとは思
わなかったですね。学部長の時は、�割方は予算で解決でき
るという感じでいました。理事になるとこれがだいたい�割方
です。学長になると９割�分。あとは、外的な条件を見て決
断すればいい。ところが、予算がないと何もできない。とくに
最近は運営交付金が絞られていて、競争的な制度で年1.�%
の上納金を出さされ、それを捕り合いするわけです。昨年、
競争の結果、京大と神大と九大がトップだったわけです。だ
がそれは、いったん自分たちが拠出した資金です。それも人
件費には使えません。これは厳しいです。
聞き手：プロが中にいらっしゃると思いますが、「アーリース
テージ」、「スタートアップ」、「エクスプロージョン」のフェー
ズ毎に�つのテーマがどのフェーズにあるのか、もしくは、�つ
のテーマの中のサブテーマのカレンダーを明示し、この段階

で資金が要るというのを同窓会誌で発信されると、2万人いる
中の1人でも2人でもド～ンと出してくれれば、もしくは2万人
からすこしずつ集める方法もありますね。
聞き手：これに使われるのかというと、それは具体的に出そう
かということになるでしょうね。
聞き手：工学部では、レーシングカーとかレスキューロボット
をやっていますが、自分が飲む代わりに簡単に出しやすいで
すよね。自分達が勝手に決めてやれないので…。
武田学長：そうですね。「神戸大学のため」というとまず、各
部局で温度差があります。「研究のため」といってもどの研究
か分からない。「教育のため」といっても何かよく分からない。
ですから、焦点を絞って「このために」と言えば迫力がありま
すね。
聞き手：グランドゴールは研究開発のピカピカですよね。世
界100位、国内�位のメルクマールに対して�つの大きなテー
マで道を創られました。その道の途中にサブテーマがあり、そ
れぞれにプロジェクトマネージャがいます。今、どのフェーズ
だったらこれ位の金が欲しい、ということになるとお金を出す
人が出てくると思います。
武田学長：なるほど…。
聞き手：ベンチャーキャピタルもそれ（投資先）を探してい
ます。それと同じ視点で、人間はそういうところがあると思い
ます。上手く行くと嬉しい。神戸大学が、今言われた方向に
行くことがあれば、「お爺ちゃんは…」と言えますから。1月の
お話を伺ってそのように思いました。
武田学長：これ自体、意味のあることですが、大学として多
様性を保ちながらどうやって伸ばしていくか。基礎研究も大切
です。分野として残しておかないと日本の文化がおかしくなる。
聞き手：本日はお忙しいところありがとうございました。

以上

注：◆武田学長の神戸大学の位置付け：
　・目標： 大学世界ランキング100位以内、国内ランキング�

位以内
　・関連施策等：（神戸大学ホームページから引用）
1．Quarter制の導入
2．学部の統合
�．国際化のススメ
�．教育と研究、大事なのは
�．厳しい財政環境
�．分野の枠を超えた協働
�．学長の自己採点
�．神戸大学のここに注目
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【1】総 会　17:00～18:00　司会：岩田修三理事
1．故人に対し黙祷
　平成27年度物故者（132名）に対し、故人のご冥福を祈り、
黙祷を捧げる
2．社員総会の成立
　本日の社員出席者24名、委任状による有効出席者9名、
合計33名
　定款第20条の規定に基づく定足数―社員総数（40名）の
2分の1（21名）―を上回っており、当総会が成立しているこ
とを宣言
3．鴻池一季理事長の挨拶

　理事長の鴻池でございます。本日はご多用にも拘わりませ
ず、総会にご出席を賜り、有難うございます。昨年5月に理
事長就任以来1年が経過いたしました。大禍なく過ごすことが
出来ましたことはひとえに皆様方のご協力の賜と心から御礼申
し上げます。
　神戸大学では、武田　廣新学長の元、昨年４月に「神戸
大学を先端研究・文理融合研究で輝く卓越研究大学へ」と
いう神戸大学ビジョンが発表され、
・（先端膜工学研究拠点棟の竣工などの）施設整備、
・（神戸大学海洋底探査センターや、3Ｄスマートものづくり
研究センターなどの）研究センターの設置、
・（地方自治体、大学、研究機関との連携など）地域との連携、
・（海外での神戸大学ポーランド拠点、ハノイ神戸大学連絡
拠点の設置など）国際化への取り組みなどと併せて、
・国立大学法人運営交付金確保のため国に対する働きかけな
ど、様々な取り組みが行われてきました。また、神戸大学内
に神戸大学学友会を含む「神戸大学支援協議会」が設置さ
れ、委員の選任や今後の運営については今後議論されること
となっている。
　こういった背景のなかで、昨年度、工学研究科からＫＴＣ

に対して、学生・教員を対象とした外国大学の学生受け入れ
や、海外の大学への短期留学に対する援助の要請があり、
従来から行ってきた各種援助金とのバランスについて議論し
ているところです。
　一方、同窓会関係の話題として西代にある震災復興共同
ビル「アルス御屋敷通」の公開空地に設置されていた、旧
神戸高等工業学校土木棟入口のアーチモニュメントの説明版
が設置からの時間の経過によりその文字が読めなくなってい
たため、会員の皆さんの寄付金により、修復されました。また、
震災後、水笠通のポケットパークに移設されていた「開学記
念碑」の汚れ防止のコーティング処理を行いました。機会が
あれば、現地で確認をしていただきたいと思います。
　さて本日の総会では27年度の事業報告・決算報告ならび
に28年度の事業計画・予算案についてご審議をいただきま
す。
　又講演会では、神戸大学海洋底探査センター長　巽　好
幸先生より「地震・火山列島に暮らすということ」というテー
マでご講演いただきます。
　今年度もＫＴＣの発展のため、理事会として努力してまいる
所存でございますので、今後とも会員の皆様方のご支援、ご
協力をお願いしまして簡単ですが、開会のご挨拶とさせてい
ただきます。
4．大学の挨拶

冨山明男　神戸大学大学院工学研究科長　大学院工学
研究科機械工学科教授

　本日は昼迄、長野で全国工学部長会議が開催されており
まして今帰って参りました所です。
　工学部長会議での話を申し上げますと日本の人口は減少傾
向にあり、昨年末現在日本の人口は1億2700万人ですが日
本は30年先には1億人を切り、65歳以上の人口と労働者人
口が同じくらいになります。その社会を支える人材を育てなく
てはなりません。人材育成は我々の使命と考えています。特
に日本は資源がない国ですので、ものづくりや社会システム
全体の構築に努め、世界にものを売っていかなければ成り立

K T C 定 時 社 員 総 会 報 告

一般社団法人神戸大学工学振興会（KTC）　平成28年度　定時社員総会　議事録
KTC事務局

日 時：H28年5月20日（金）17:00～18:00
場 所：楠公会館
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ちません。理工系人材の強化が叫ばれている中で、文科省
は今、理工系人材の強化に取り組んでいますがその中で特に
数理・情報関係をいかに学ばせるか重視しています。数学を
いかに学ばせるか理工系には大事なことですがインターネット
オブシングス（IOT.）、インフォメーションコミュニケーション
テクノロジー（ICT.）等情報系だけではまずい世の中になる
という危機感を持っています。ものづくりがなければ社会は成
り立ちません。その中で神戸大学は科学技術イノベーション
研究科を設置し42名が入学し、いかにものづくりを実現しビ
ジネスにいかせるか学んでいます。学生にはかなり好感を持っ
て受け入れられています。工学研究科も応援しています。
　同時に理事長のお話に有りましたようにグローバル化は大
事な視点であるという観点からＫＴＣの援助もいただき外国の
学術協定大学からの学生の受け入れや有名外国大学との定
期的なワークショップを開催し、教員、学生が参加して世界
に知られる研究科として頑張っていきたいと思っていますので
今後ともご支援を宜しくお願い申し上げます。
5．議事
5－1．議長の選出と開会の宣言
　定款第18条の規定に基づき、鴻池理事長が議長となり、 
議長席へ（全員の拍手）。議長が開会を宣言
5－2．議事録署名人の指名
　議長より、議事録署名人として、議長の他に社員の中から
２名、坂井洋毅・梶谷義昭氏を指名。社員全員の拍手によ
り承認。

5－3．議事
　第1号議案　平成27年度事業及び決算報告。水池由博常
務理事が資料により説明。

Ⅰ．平成27年度事業報告 … 主な一般経過報告・会務
報告
Ⅱ．平成27年度決算報告 …  
貸借対照表・正味財産増減計算書・財産目録
監査報告 … 2名の監事を代表して、前田良昭監事より
平成27年度　事業年度の業務及び財産の状況について

「適正」との監査報告。満場一致承認、可決。
　第2号議案　役員交替　理事の辞任、監事の死去に伴う
選出の件についての審議。

辞任理事
　山本和弘（Ch③）
　吉本雅彦（システム情報学研究科　教授）
理事就任
　藤村保夫（Ch㉔）
　玉置　久（システム情報学研究科長）
監事辞任（逝去：親族からの届けによる）
　小笠原哲太（Ch③）
監事就任
　山本和弘（Ch③）
満場一致承認、可決。

　第3号議案　平成28年度事業計画及び予算案に関する件
Ⅰ．�平成28年度事業計画 … 平成28年度事業、行事予

定について説明　　　　　　　　　
Ⅱ．�平成28年度予算案 …上記事業計画に伴う、平成

28年度案を説明
満場一致承認、可決。

6．閉会の宣言
　本日の議案はすべて審議され可決された旨、議長が閉会を
宣言した。

【2】講演会　18:15～19:15（18頁に記載）

【3】懇親会　19:15～20:15
　水池常務理事の司会で開会
　挨拶：鴻池理事長　乾杯：島　一雄顧問
　閉会の挨拶：伊藤浩一副理事長

総会の懇親会においてご出席者各位より熊本地震被災者
の方々への募金を行いました。
皆様から頂いた90,000円を熊本県へ義援金としてお送り申
し上げました。ご協力頂きました各位に心から御礼申し上
げます。

� ＝以 上＝

水池常務理事
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　海洋底探査センターの巽でございま
す。どうぞよろしくお願いいたします。ま
ず熊本地震についてお話ししたいと思い
ます。それから日本というのは世界で最
も地震と火山が密集しているというお
話。3.11以降日本列島は活動期に入っ

たのかと言われていますが、それについてもお話しします。ま
た国の地震推進本部から地震発生確率というのが出ています
が、その受け止め方についてもお話しします。
　さて私たちは1.17という忘れることができない地震を経験
し、忘れてはいけない備えをするべきであったのですが、3.11
が起こり、またあざ笑うかのように熊本地震が起こってしまい
ました。この地震は1.17や3.11と違って震度3以上の地震が
600回を超えています。現時点でのデータからこの地震の原
因について考えてみます。

　今回の地震が起こってすぐに言われたのが、地震安全地
域であるはずの九州で震度7の地震が起こるのは異常事態で
あるということです。しかし実は全くそうではなくて、地図で
見ますと活断層があり、地震活動がいつ起こってもおかしくあ
りません。活断層の密集域と言ってもよいくらいです。今回
の地震の原因は2つあります。一つは中央構造線で、これは
日本列島の中でも最大級の断層です。おそらく最古の断層の
1つで、少なくとも5千万年の歴史をもっていると思われます。
右横ずれ断層ですが、なぜこの断層が発達しているかと言い
ますと、南海トラフから沈み込んでいるフィリピン海プレート
が、少し西に向かって斜めに沈み込んでいるからです。もう
一つの原因は別府―島原地溝帯です。地溝帯というのは窪
地が帯状につながっているところで、九州島を南北に分断し
ています。年間2cmほどのスピードで離れているので、もう
すぐ九州は2つの島に分かれます。私たちのもうすぐというの
は大体1千万年ですが図中の矢印の方向に引っ張られていま
す。当然引っ張ると物が割れて落ち込みができますから、そ
こで地震が発生します。この割れ目が沖縄の方まで続いて、
沖縄トラフまでつながっているのではないかと言われています。
　この熊本地震が南海トラフ地震の前兆ではないかと言われ

ていますが、結論から言いますとその可能性は小さいと思い
ます。その根拠は南海トラフの地震と熊本地震は歪を貯める
プロセスが違うからです。熊本地震は上述の2つの断層帯が
重なった場所で起こりましたが、南海トラフ地震はフィリピン
海プレートが日本海溝に沈み込んで歪がたまる場所で起こり
ます。たまたま起こったとしても、それは時間軸上での偶然
であって片方が他方を引きおこす因果関係はありません。
　3.11以降日本列島が大地動乱期に入ったと煽る人がいま
すが、そういうことを言って何になるのかよくわかりません。
20世紀になってからマグニチュード9を超える地震は6回起
こっていますが、3.11を除けばいずれの地震でも2年以内に
近隣で火山活動が起こっています。ですから確かに今は火山
活動に警戒しなければいけないというのは事実です。では火
山活動というのは、そもそもどうして起きるのでしょうか。

　多くの場合、火山の下にはマグマ溜りができもっと深いとこ
ろから高温のマグマが入ってきます。それによって高圧にな
り温度が上がることで発泡現象が起こり、割れ目ができます。
割れ目ができると減圧しますからさらに発泡して、割れ目が
地表に到達しで噴火に至ります。では地震の場合はどうでしょ
う。ご存知と思いますがプレートが沈み込んで力がかかり、
境界に歪が蓄積されます。摩擦（固着）もしくは岩盤の力で
それを保持していますが、耐え切れなくなると歪が開放され
て地震が起こります。解放されると圧力が下がりますから、
先ほどの発泡現象が始まって噴火に至ると考えられます。
　それでは3.11で日本列島の地盤はどのように変わったかを
考えてみます。東北地方はユーラシアプレートと太平洋プレー
トに挟まれて地盤には圧縮がかかっていましたが、3.11でそ
れが解消されて今は引っ張りを受けています。劇的に変わり
ました。ただ、その影響はフォッサマグナというプレートの境
界の北側までです。南海トラフは相変わらず圧縮を受け続け
ています。ですから3.11が南海トラフ地震のきっかけになる
とは、今は考えておりません。年表で見ると確かに平安時代
は発生回数が多く、その後減って江戸幕府が成立してからま
た増えていますが、平安時代は中央集権制により京都に全
国の情報が入りやすく、記録もきちんと残されていました。そ
れが崩壊して江戸幕府の成立によって、また全国の記録が

KTC定時社員総会講演会
ＫＴＣ総会講演会

『地震・火山列島に暮らすということ』
講師　神戸大学海洋底探査センター長　巽　好幸氏
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残されるようになったのではないかと推察できます。したがっ
て千年ぶりに活動期に入ったのではなくて、元々日本列島は
地震や噴火が常に多かったと考えるのが妥当だと思います。
　ではなぜ日本は地球上で最も地震や火山活動が活発なの
かということですが、日本列島の周辺には4つのプレートがあ
ります。ユーラシアプレート、北米プレート、太平洋プレート、
フィリピン海プレートがひしめき合っており、そのうちの2つは
沈み込んでいますから海溝型の地震や火山活動が活発に起こ
ります。しかしそうであるのならアメリカの西海岸も、南アメリ
カ大陸の西海岸もフィリピン、インドネシアなどもプレートが
沈み込んでいるのですから、もっと起こりそうなものだと思い
ますが、なぜ日本が世界一多いのかということです。プレート
の沈み込みだけではないのです。太平洋プレートというのは
地球上にあるプレートの中では最も古いもので、約2億年の年
齢です。古いということは冷えているということで、別の言い
方をすれば最も密度が高く、重いということです。重いプレー
トが沈み込めば引っ張る力も強いので、沈み込む速度が速く
なります。年間8～10cm沈み込んでいますが、これは地球上
で最も高速で移動していることになりますから火山活動も盛ん
なのです。一方フィリピン海プレートは逆に地球上で最も若い
プレートなので熱く、動きも遅いのです。1500万年ほどの年
齢です。熱くて軽いものですからあまり高角度では潜り込まず
に列島を押してしまいます。南海トラフもこのプレートで、浮
力を持っているためにまともに日本にぶつかってきて地震を起
こしています。
　つぎに火山を見てみますと第四紀（260万年前から）に形
成されたものが約450あり、活火山（1万年前以降に形成）
が110あります。これは全世界の7％に当たり世界一の火山大
国です。沈み込んでいくプレートの中にある水が絞り出され、
岩石を溶かしてマグマを作り出します。火山密度は沈み込み
速度に比例するので、世界一の密度になるのです。このよう
に世界で最も古くて重いプレートと、最も若くて軽いプレート
に同時に押されているので、地震も火山も世界で最も多いと
いうのが日本列島なのです。
　それではその対応を考えたいと思います。横軸に地震発生
までの時間、縦軸に信頼度（発生確率）をとります。どれく
らい前に予知ができるかということです。グラフ上では大きく
わけると3つのグループがあります。一つ目は直前予報で、例
えば携帯電話で知ることができ、第1波を検知して大きな第2
波の到着時間を予測するものです。二つ目は短期予知で、
数時間から数週間です。通常、地震予知というのはこの短期
予知のことです。何らかの地震の前兆現象を捉えて、過去の
データを基にいつ起こるか、どこで起こるか、どのくらいの規
模かを予知します。時間誤差は±数日、位置誤差は±50km、
規模誤差は±Ｍ0.2、信頼性は90％以上は必要でしょう。とこ
ろがこれは現状では我々には不可能なのです。その最大の理
由は、地震の前兆現象を科学的に捉えることができないから
です。時 テ々レビで前兆現象であるという番組があり、私も見
ますが論理的に理解できるものはありません。ですから現状で
はこの短期予知はできません。では我々地球科学者は何をす

るのかということですが、3つ目の中長期予測はある程度可能
です。活断層が地震の震源であるならば、これまでの活動周
期やその時の規模などを知ることで、確率論的にある程度予
測することができます。勿論、周期的には長いものになります
が、阪神淡路大震災までは地震予知に膨大な予算が投入さ
れていましたが、まったく予知できませんでした。前兆現象も
まったくありませんでした。その反省のもとに中長期予測に重
点が移されたのです。ただ将来的にも短期予知は無理なのか
どうかは、私にもわかりません。
　さて、つぎの日本列島の図は、3.11以降の今後30年間に
震度6弱の揺れが起きる確率を色で表したものです。

　白いところが0～0.1％、ピンクのところが0.1～3％、濃い
ピンクは3％～26％、赤いところがそれ以上です。例えば首
都圏直下や南海トラフ周辺は非常に高いです。南海トラフは
70％、首都圏も同じく70％もしくは90％と言われています。
70でも90でも高い確率です。これが今の現状ですが、これを
もっと高精度化するために周囲の調査を行い、改訂版を出し
ているところです。この図を見るときに注意しておかなければ
ならないことがあります。白とか薄いピンクのところは3％以下
なので、多くの方は大丈夫かなと思われるでしょうが九州は
数％でした。この確率の受け止め方ですが、もし今日地震が
起こらなければ明日は確率が上がります。日々発生確率が上
がっていって、そのうちに起こります。どんどん100％に近づ
いていることをお忘れにならない方がいいと思います。もっと
覚えておかなければならないことがあります。阪神淡路大震
災のあと野島断層系を調査して周期がよくわかってきました。
そのデータを基にして発生した前日（1995年1月16日）の確
率を算出しました。多くの方にどれくらいの確率だったかわか
りますか？と質問しますと、「0％でないのはわかる、50％より
はすくないかな」と言われおおむね10％～20％と言われまし
た。結果は範囲を丸めて約1％でした。ということは日本列島
のどこで地震が起こっても不思議ではないということで、1％
の確率だから99％大丈夫という受け止め方は、絶対にしては
ならないということです。
　こういうお話をしていると暗くなってしまいますが、私たちは
火山・地震列島からたくさんの恩恵も受けています。例えば
温泉や鉱山がありますがお酒や料理、明石の鯛が美味しいと
いうことも火山の恩恵です。
　考古学でよく知られていることですが、九州縄文人絶滅事
件というのがあります。今から7300年前を境に、南九州と本
州の縄文土器の形状に現れています。
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　南九州の土器が円筒形平底土器であったのが尖底土器に
なっていますが、一旦消滅して本州から伝わったと考えられ
ています。アカホヤ火山灰の地層の上と下で土器が違ってい
ました。この火山活動は九州の南海上の鬼界カルデラで起こ
りました。島の名前で言いますと薩摩硫黄島で、鹿児島市に
属しています。噴煙は40kmに及び100km以上に渡って火砕
流があったという非常に大きな噴火です。このように大きなカ
ルデラは日本にもそれほど多くはありません。先ほど活火山は
110個と申し上げましたが、その内の7個がカルデラで北海道
と九州に集中しており、本州と四国にはありません。巨大カル
デラ火山は地殻歪（変形）速度の低い地域にあり、高地殻
歪速度地域には存在しないのです。巨大カルデラ噴火は過去
約12万年に10回起こっています。平均で1万2200年±1万
3300年になりますがこれでは危機感は持てませんし、異なっ
た火山で平均周期をとるのは統計的に間違いです。そこで我々
はメカニズムを含めて考えました。縦軸に1000年あたりの累
積頻度をとり、横軸に噴火マグニチュードをとるとマグニチュー
ド5.7以下の噴火と7以上の噴火を別の関数で記述できること
がわかります。小さな噴火は山体噴火といいまして、例えば
富士山の頂上から噴火するもので、いわゆる火山です。大き
い噴火はまったく何も無い広い場所にいきなり火口が開いて起
こるものです。よく阿蘇の外輪山を上に伸ばして大きな山が
あったという話を聞きますが、そうではありません。この2つの
タイプの噴火はまったくメカニズムが違うもので、カルデラ噴
火では溶岩はいわゆる軽石ですが、山体噴火ではもう少し
黒っぽい溶岩を出します。この方法で巨大カルデラ噴火を予
測すると、今後100年間に約1％の確率で発生します。これ
は非常に高い切迫度で、いつおこっても不思議ではないこと
を知っておく必要があります。でもこれでお役人さんが動くか
と言いますと、なかなか手ごわい。「気を付けないといけない
ですね」、で終わるのでどれくらいのハザードがあるかお話し
します。一番データが残っている直径20kmの姶良カルデラ
で説明しますと、高さ30kmの噴煙柱、シラス台地と言ってい
ますが数ｍの軽石層、230km離れた高知県宿毛市で80cm
の火山灰、さらに数百℃で時速100kmの火砕流が100km流
走します。ハザードは偏西風の影響などが最悪の事態を想定
しなければなりませんので最悪の場合、火山灰は大阪で
50cm、首都圏で20cm、北海道でも5cmつもり、九州では
2時間以内に700万人瞬殺、1日以内に4000万人埋没、2日
で本州ライフライン停止、1億2000万人が生活不能、救援

活動は現状ではほぼ不可能になります。富士山で噴火が起
こっても東京で2cmの火山灰ですから規模が違います。これ
は大げさに煽っているのではなくて、過去におきたことが今お
きればどうなるかということです。縦軸に死者数、横軸に年間
発生率をとりますと、例えば交通事故は年間1000人程度の
危険度を持っていますが、首都圏直下地震で1万人、南海ト
ラフの巨大地震では数十万人に対して巨大カルデラ噴火は1
億人です。

　確率は小さいと言われますが我々はこれに被害の大きさを
かけ合わせて判断しないといけないと考えています。地震の
予測は難しいですが、火山現象には前兆があるのである程度
予測可能です。具体例では桜島ではブザーが鳴って２秒後
に噴煙が上がります。巨大カルデラ噴火は規模が大きいので
原発は大丈夫かということに対して、九州電力は「監視をす
れば事前に予測できる。地殻変動など地盤の変化が出てくる
ので、モニタリングすれば相当前の段階で兆候を検知できる
と考えています」と主張していますが、我々は現状では科学
的予測は不可能と見ています。前兆現象が不明で、自然地
震ではマグマ挙動のモニタリングは不可能ですし、人口密集地
（＝陸域）では人工地震探査が不可能と考えています。それ
に対して田中原子力規制委員会委員長は「火山学会挙げて
夜も寝ないで観測をし、国民の為に頑張ってもらわないと困る」
と言われています。人工地震を使えばマグマ溜りの位置や形
を決定できますが、陸上でできなければ海底でやればいいと
いうことで、日本で唯一の海底巨大カルデラである鬼界カルデ
ラでやってみて、ある程度把握することができれば陸上で応用
してもよいと思っています。ということで神戸大学海洋底探査
センターとしては深江丸による海洋底構造探査を行い、巨大
カルデラの構造解明や大規模マグマ発生や巨大噴火メカニズ
ムの解明に取り組んでいます。火山・地震列島に住んでいる
からにはその試練をよく知って共生していくことが必要ですが、
覚悟することと諦めることは違うので、何か打つ手がないのか
を考えることが必要だと思います。どうもありがとうございまし
た。

────────────────────
　この記録は下記の日時に行われました神戸大学工学振興
会主催の総会講演会を記録したものです。
　日　時：平成28年5月20日（金）18：00～19：00
　場　所：楠公会館
　記　録：宮　康弘　ＫＴＣ機関誌編集委員長
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博士課程後期課程奨学生報告
神戸大学での研究成果報告と素晴らしい学生生活

工学研究科　応用化学専攻　平成28年3月修了　増田 勇人

　私は、平成28年3月に博士（工学）を取得し、9年間過ご

した神戸大学を巣立ちました。博士課程後期課程在学中の
約2年半、神戸大学工学振興会より「博士課程後期課程奨
学金」のご支援を頂き、研究に取り組んで参りました。ここ
に厚く御礼申し上げます。
　学部4年生から、5年間、応用化学専攻移動現象工学研
究室に所属し、大村直人先生の指導の下、「テイラー・クエッ
ト流反応装置を用いた複雑流体プロセスの強化に関する研
究」について、研究を行いました。テイラー・クエット流は固
定式外円筒と回転式内円筒の円管内に現れる特殊な流れで、
内円筒の回転速度がある臨海値を超えると、互いに逆方向に
回転するドーナツリング状の渦が軸方向に連なる “テイラー
渦流” が形成されます。この渦流動により、混合・伝熱性能
が強化され、さらに、小さな軸流を与えると、各渦セル対が
崩壊することなく押し出されることから、連続操作が可能とな
ります。これらの特徴を利用して、複雑な粘度特性をもつ非
ニュートン流体や、気泡流れを伴う気液二相流のプロセスに
適用することで、プロセスの効率化・強化を行えました。
　これらの研究成果は、在学中に、国際学会にて5件、国内
学会にて10件の発表を行いました。平成27年9月に北海道
大学に開催された化学工学会第47回秋季大会では、粒子・

流体プロセス部会シンポジウム賞を受賞することができました。
さらに、国際学術誌に3本の論文を投稿しました。
　私にとって大きな経験となっているのは、博士課程後期課
程2年次に、神戸大学工学研究科プレミアムプログラム制度
を利用して、ポーランドのワルシャワ工科大学に留学したこと
です。周りに日本人がおらず、大学も夏休み期間中であった
ため、学生も少なく、一人で静かな環境で研究に打ち込みま
した。また、研究だけでなく、異国の人々や文化に触れるなど、
たくさんの貴重な経験をすることができました。このような素
晴らしい経験は、研究室の先生方や、神戸大学工学部関係
者の皆様のご協力あってこそ、得られたものです。改めて感
謝とお礼を申し上げます。
　私は大学時代、体育会ソフトテニス部に所属して、神戸大
学の名前を背負って、戦ってきました。大学院生になり、研
究の世界でも神戸大学の名前を背負えることに大きな誇りと
喜びを持っていました。周りの友人に言わせれば、私の母校
への愛着心は人一倍強いようですが、これからも神戸大学魂
を持って、世界で活躍できる研究者になれるよう、努力を重
ねて参ります。
　最後となりましたが、いつも厚くご指導くださいました、大
村直人先生、堀江孝史先生、熊谷宜久技術職員、乾燥プロ
セス工学研究室の今駒博信先生をはじめ、たくさんの先生方、
移動現象工学研究室・乾燥プロセス工学研究室で、ともに
楽しい時を過ごした皆様に心よりお礼申し上げます。

博士後期課程奨学金受給３年間の研究

システム情報研究科 情報科学専攻 平成28年3月修了　陳 金輝

　私は、留学生として、中国から来日して平成23年より神

戸大学に入学し、博士前期課程及び後期課程の5年間、
知能メディアグCS17（旧有木研究室）の有木先生（今年
3月ご退官）のご指導を頂き、「画像局所特徴と識別器に
関する研究」という人工知能分野のパータン認識研究テー
マを行って来ました。博士後期課程1年生から3年間、神
戸大学工学振興会からの「博士後期課程奨学金」御支援
を賜り、神戸大学で勉学を続けさせて頂けることを、大変
幸せに感じるとともに、工学振興会会員の皆様に深く御礼
申し上げます。皆様の築きあげてこられた神大の素晴らしい
伝統と先端自然科学技術の課題壁を乗り越える挑戦精神を
私もしっかりと承継させて頂きたく存じます。
　私の研究は、画像に注目します。画像は、最も重要なマ

ルチメディアデータであり、この点から、インターネットやディ
ジタル画像処理技術の発展とともに、多様で大量の画像が
日々生成されています。現在、画像のカテゴリ数は数万種
類にのぼり、何十億という画像の処理が期待されています。
従って、コンピュータによる画像の認識、解析、理解、索
引付け、分類とセグメンテーションといった多様な応用技術
は不可欠であり、これらに対してコンピュータビジョンは、
基礎的で重要な役割を果たしていきます。ドクター3年間の
研究は、上述の課題に当てていました。具体的には、顔表
情認識、物体認識、画像検索と画像分類において、新し
い2つの分類器と2つの特徴量を用いる分類枠組みを提案し
ました。分類器の1つは、学習データを仮想的に増加させ
る摂動部分空間法により、サポートベクター・マシーンを学
習させるものであり、もう1つは複数クラスの分類を同時に
精度よく実行することができるマルチスレッディング・カス
ケードです。新しい特徴量の1つは、輝度勾配方向ヒストグ
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Pacifichem 2015 に参加して

工学研究科 応用化学専攻　LEE SUNGLIN

　神戸大学工学振興会より援助を頂き、2015年12月15日か

ら12月21日まで7日間、ハワイ・ホノルルで開催されたThe 
International Chemical Congress of Pacific Basin 
Societies 2015 (Pacifichem 2015)に参加し、学術研究発
表を行ってきました。
　私の発表題目は ‘Elastic modulus of the crystalline 
regions of biobased polyesters’ でした。私は、植物由来
の高分子材料を用い、X線回折法を利用した結晶弾性率測
定より高分子材料の結晶構造と力学物性の関係についての
発表を行ってきました。従来の石油由来高分子材料は環境
への負担が大きいため、植物由来高分子材料に注目が集まっ
ています。植物由来高分子を使用目的に応じて材料設計を行
い、実用化するためには、材料の構造と物性について知見を

得ることが重要であります。そこで、それらに関して研究を進
めてきましたので、今回の国際学会で発表を行いました。
　Pacifichem2015は環太平洋国際化学会議であって、日
本や韓国、中国、オーストラリア、カナダ、アメリカなど各国、
数万人以上の参加者がいました。また、会場はワイキキ海浜
のホテルを含め8箇所で学会が行われました。各会場間シャ
トルバスで移動するほど、今まで参加した学会の中で最も規
模が大きかったので、一つの経験になったと思います。　
　今回ハワイでは、学会だけでなく、ビーチや山にも訪ねまし
たし、ロコモコやコナコーヒー、ナッツなども食べました。ど
れも美味しく、是非もう一度観光に訪ねたいと思いました。
　最後に、神戸大学工学振興会の援助により、世界のさまざ
まな研究者とのコミュニケーションができ、貴重な経験を得る
機会を与えて頂いたことを心より感謝いたします。さらに、こ
れからの研究活動、学生生活にもこの経験を活かしていきた
いと考えています。

ラムHOG（Histogram of Oriented Gradient）を回転
に対して不変にした特徴であり、もう１つは、スケール不変
特徴変換SIFTを反転に関して不変にした特徴になります。
　本研究により得られた主な業績と成果は、査読付きの国
際ジャナールもしくは国際学会論文が13件掲載されました。
産学連携プロジェクトを始めとした社会に役立つ応用にも積
極的に展開して来ました。今後とも、研究者として本研究

領域において、既存研究課題の進歩及び新たなテーマの挑
戦に努力させて頂きたく存じます。
　終わりに、この3年間及びマスター2年間、システム情報
学研究科において、本研究を始めるきっかけや、有益なご
指導、ご教示、研究及び日本での生活の上での知識・教
訓などを多数頂いた、恩師有木先生ならびに滝口先生に深
く感謝いたします。

海 外 派 遣 援 助 金 報 告
Pacifichem2015に参加して

工学研究科 応用化学専攻　中西 佑太

　この度、神戸大学工学振興会より援助を頂き、2015年12

月15日～20日の6日間、ホノルルで行われた、2015環太平
洋国際科学会議(Pacifichem2015)に参加し、発表を行って
きました。この学会は日本、アメリカ、カナダ、ニュージーランド、
オーストラリア、韓国、中国の7つの化学会が主催し、5年に
一度世界から化学の研究者が集う非常に大規模な学会です。
　私が専攻している高分子化学のセッションが行われたハワ
イコンベンションセンターはワイキキビーチから徒歩で約20分
のところにあり、ガラス張りの壁や吹き抜けなど開放的な空間
が多く、映画のロケ地にもなるほど綺麗で巨大な会場でした。
1Fのポスター会場は約2万平米の広さで、サッカーコート3つ
分と、今まで経験した事のない広さの会場だったので、足を
踏み入れた時思わず声をあげて驚きました。そこの会場で私は

「Primer effect on adhesion and microstructure of 
isotactic polypropylene / cyanoacrylate interface」とい

う題目で発表を行いました。本研究は、高分子表面・界面
の構造と物性の相関をさまざまな分析装置を駆使して明らか
にしていくものです。発表時間は2時間でしたが、その間ほぼ
絶えず質問に来て頂き、喉がカラカラになるまでディスカッショ
ンを行いました。たくさんの方に自分の研究内容に興味を持っ
ていただき光栄に思うとともに、今後研究を進めていくにあたっ
て参考となる意見も多く頂き、非常に充実した時間を過ごすこ
とができました。また、学会の参加者には日本人もいましたが、
基本的には英語を使ってコミュニケーションを取らなければな
らなかったので、自分が伝えたい事をなかなか表現できずに困
ることもありました。今回の学会を通して英語でディスカッショ
ンすることの難しさと自分の英語力の非力さを痛感したので、
今後は日常的にものごとを英語に翻訳するなどの努力をして、
英語力の強化に励んでいきたいと思います。さらに、自分の発
表だけでなく世界中の著名な学者や技術者の講演も聞く機会
があり、関連分野の最先端の研究内容を知ることができました。
この度頂けた貴重な経験を通じて学んだことをこれからの研究
のみならず、自分の将来にも役立てていきたいと思います。
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第10回世界バイオマテリアル学会（WBC10）に参加して

工学研究科 応用化学専攻　原口 いずみ

　この度、神戸大学工学振興会よりご援助を頂き、2016年

5月17日から22日にかけてカナダのモントリオールで開催され
た「第10回世界バイオマテリアル学会（WBC10）」に参加し、
研究発表を行いました。
　私は、「Catechin-Albumin Conjugates: Potentials as 
an Antioxidant-Functionalized Drug Carrier （抗酸化能
を付与させた薬物キャリアとしてのカテキン ‐ アルブミン結合
体）」という題目でポスター発表を行いました。本研究では、
抗酸化物質であるカテキンを薬物キャリアであるアルブミンに
結合させた結合体を作製しています。本学会では、結合体の
物性評価と、結合体に担持させた抗がん剤の活性変化をが
ん細胞で観察した結果について報告しました。
　本学会は、私にとって初めての海外での研究発表でした。
英語での研究内容説
明や質疑応答対策は
行っていたものの、す
べての質問に対して端
的に返答することがで
きませんでした。しか
し、拙いながらも分か
る単語をつなげて話す
ことで、何とか質問者
に理解してもらうこと
ができました。英会話
では英語の流暢さや
正しい文構造で話すこ

とを意識してしまいがちですが、拙い英語でも聞き手はしっか
り私の言葉に耳を傾け理解してくれました。英語が苦手だか
らと国際学会参加を敬遠せず、ぜひ参加してほしいと思いま
す。
　また本学会は四年に一度開催される、バイオマテリアルの
第一線の研究者が集う学会です。60カ国以上の国々から
4000人以上の人々が参加し、967件の口頭発表、1880件
のポスター発表が行われました。この学会に参加したことに
よって、普段から目にしている論文の著者の発表を聞き理解
を深めることや、バイオマテリアルにおける様々な最先端の研
究について学ぶことができました。今後、自身の研究を進め
る上で非常に有用な知見を得ることができました。
　最後に、今回の海外渡航で私は慣れない文化の中で体調
を崩してしまいました。国際学会は長期に渡るものも多く、そ
こで活発な議論を行うためにも元気であることは必須です。
現地での体調管理、特に食事は無理をせず、国際学会で多
くの収穫を得てほしいと思います。

発表の様子 学会会場

第7回日中米ライフライン地震工学シンポジウム
（TSLEE2016）に参加して

工学研究科 市民工学専攻　平山 智章

　この度、神戸大学工学振興会より援助を頂き、2016年

6月1日から3日までの3日間、中国・上海の同済大学で開
催された、日本・中国・アメリカの三ヵ国によるライフライン
地震工学の国際学会、7th China-Japan-US Trilateral 
Symposium on Lifeline Earthquake Engineering 

（TSLEE2016） に参加し、発表を行いました。
　私の発表題目は「Experimental Study on Dynamic 
Soil Friction along a Buried Pipe」で、現在の指針等で
は考慮されていない、埋設管と地盤の間に働く摩擦力の速度
依存性について振動台実験による検討を行ったものです。速
度依存のメカニズムを解明することで、より精度よく埋設管の

耐震検討を行うことができると考えられ、研究の意義を感じて
取り組んでおります。
　発表では慣れない英語のために、質問に上手く応えられな
いなど悔しい思いもしましたが、活発な議論の中で研究の手
応えを感じることができました。また、海外でもライフラインの
耐震検討に関して様々な研究がされていることに強い刺激を
受けました。今回の学会を通して、海外の研究者の方や同済
大学の学生、普段は会うことのできない日本の先生方や技術
者の方と交流を深めることができ、とても貴重な経験となりま
した。
　最後になりますが、今回の学会では日本の参加者のうち、
学生は私を含め二人だけと日本、海外問わず若手研究者の
方が少ないと感じました。後輩達には、国内だけでなく、海
外の学会にも積極的に参加してもらいたいと思います。そのた
めには、普段から研究に取り組むことや、発表スキルを磨くこ
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国際学会参加報告

工学研究科 応用化学専攻　堀江 泰弘

　この度、神戸大学工学振興会より援助を頂き、2016年

7月10日から7月13日までの4日間、オーストラリアのニュー
キャッスルで開催された「9th International Conference 
on Environmental Catalysis 2016」に参加し、発表を
行いました。この学会では、持続可能でクリーンなエネル
ギー、グリーンケミストリー、排気ガス規制といった環境に
関する触媒の研究について世界中から集まった研究者たち
が討論を行いました。
　 私 は “Formation process of the precursor of 
Cu-ZnO-Al2O3 catalysts for water gas shift reaction”
というタイトルで口頭発表を行いました。この研究では、近
年燃料電池システムへの利用等により注目を集めているエ
ネルギー源である水素をより効率的に製造することを目的と
しています。現在、水素は主に化石燃料の改質反応により
製造されています。改質反応後、ガス中には燃料電池の電
極を被毒する一酸化炭素が含まれています。私が研究を

行っている水性ガスシフト反応は一酸化炭素を取り除き、
水素を製造する反応です。本反応には主にCu-ZnO-Al2O3

三元系触媒が工業的に利用されており、私はこの触媒の高
活性化および高活性を実現するための要因検討を行ってい
ます。
　海外での研究発表は初めてであり、発表前日まで原稿・
スライドを何度も推敲し、発音やアクセントを入念に確認し
ました。発表を通じて私が実感したのは、英語での議論の
難しさです。事前に準備している発表と違い、英語を聞き
取り、考えたことを英語で発言しなくてはいけません。英語
の発表を多く経験することで、英語の議論をできるようにな
ると感じました。
　今回国際学会に参加することで、英語で議論を行う機会
が得られ、自分の将来および研究に非常に役立つ経験とな
りました。また、世界各国の方々の研究に対する姿勢を知
ることは、とても新鮮で刺激的であるとともに、自分の研究
に対する取り組み方をもう一度考えさせられる機会にもなり
ました。この経験を無駄にすることなく、自らの糧として今
後も生かしていきたいです。

発表会場入口と
発表中の写真

となど、日々の努力が必要になると思いますが、
是非とも頑張ってもらいたいです。そして、私
たちの研究が少なからず社会に寄与し、海外
でも同分野で活躍する多くの研究者がいること
を肌で触れて感じてもらいたいと思います。私
たちは一学生であると同時に、一研究者でもあ
ります。そのことを忘れずに、これからも多くの
ことに挑戦してもらいたいです。

会場の様子
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­­­1．はじめに

　建築学専攻は、構造系、環境系、計画系の基礎研究に
立脚し、建築と都市の課題の解決に取り組んでいます。最近
の建築学専攻の研究体制のイメージを図１に示します。これ
は確定的なものではなく、常に研究の重要性と社会の期待に
応じて柔軟に対応できる可変的なもので、専攻として地域・
空間創生に関する研究を行っていこうというものです。その要
素となるハブプロジェクトには、上記の３分野の研究者に加え、
寄附講座「持続的住環境創成（積水ハウス）」も参画し、い
ずれかが主体でありながら融合的に取り組む課題を設けてい
ます。現状では「都市レジリエンス」「快適健康空間創生」「地
域資源保全活用」「リバブルシティ」が活動の芽を出していま
す。そして学内の大規模プロジェクトである「未来世紀都市」
などにも貢献していこうとしています。このとき、多くの学問分
野と融合することや、関連機関・団体やコミュニティと積極的
に連携していくことが必要だと認識しています。
　今回は、この中でも構造系の研究の１つの動きとして、振

動台を導入して動的実験研究が可能になったことを中心に、
災害に対する都市のレジリエンス（回復力）向上に関する新
しい展開をご紹介したいと思います。
2．振動台の導入

　平成25年度に、文部科学省の教育研究力強化基盤整備
費で、振動台を設置いたしました。導入に際しましては、木
南会からもご支援をいただきました。振動台の仕様を表１に、
振動台に４層の振動模型を設置した様子を写真１に示しま
す。申請時に文部科学省に説明に行ったときには、なぜ今頃
振動台が必要なのかという質問も受けました。当然のことです
が構造物等の地震時挙動を実時間で分析するには必ず必要
なもので、これによって研究の幅が大きく広がります。特に筆
者らの研究室では構造制御工学と名乗っているとおり、地震
時の構造物の揺れを制御する研究に取り組んでいます。導入
後早速、コンピュータで構造物の振動を制御するセミアクティ
ブ制御の実験研究に取り組み、その成果を平成26年度の工
学サミット（東京と神戸）とホームカミングデーでご紹介しま
した。当然、神戸での工学サミットとホームカミングデーでは、
実験を実際に見ていただき、セミアクティブ制御の効果を実
感していただきました。このような振動制御構造の研究こそ、
リアルタイムで性能を検証する必要があり、振動台を最大限
に活用し得る研究であるといえます。

 専攻紹介 

振動台の導入とリアルタイム・ハイブリッド
シミュレーション

建築学専攻　教　授　藤谷　秀雄（A�）
准教授　向井　洋一　　　

連載

図1　建築学専攻による「（仮称）地域・空間創生研究プロジェクト・ネットワーク構想」（作成：三輪教授）

母校の窓母校の窓母校の窓
神戸大学大学院工学研究科・システム情報学研究科の様々な取り組みや研究活動のレポート！

神戸大学の“今”を発信していきます。
神戸大学大学院工学研究科・システム情報学研究科の様々な取り組みや研究活動のレポート！

神戸大学の“今”を発信していきます。
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3．リアルタイム・ハイブリッドシミュレーション

　この振動台は、構造物を揺らすだけの振動台ではありませ
ん。平成26年度に施設整備費補助金の一部で、振動台を用
いてリアルタイム・ハイブリッドシミュレーションを実施できる
ように増強しました。ハイブリッドシミュレーションというのは、
計算と実験を組み合わせたシミュレーションという意味で、構
造物の研究対象としている部分の試験体を試験器（今回の
場合は振動台）で加力（加振）実験し、構造物全体の地震
時挙動はコンピュータ（DSP）で計算します。とは言っても別々
に動いているわけではなく、試験体の復元力や制御力を計測
しコンピュータに送り、地震時挙動を計算する運動方程式に
加えます。そして計算の結果得られた変形を試験器で試験体
に加えるというものです。これを、振動台を用いてリアルタイ
ムで行います。
　まず特徴的な例として、免震構造のセミアクティブ制御のリ
アルタイム・ハイブリッドシミュレーションの概念を図２に示し
ます。免震構造の上部構造はすべてモデル化され、振動台と
反力壁の間にセミアクティブ制御ダンパーのみが設置され、
1/500秒毎に応答計算と振動台制御が行われ、同時にダン
パーの制御も行い、その制御効果を検証することができます。
すべてモデル化した解析では考慮することが難しいダンパー
のモデル化の際の不確定性や時間遅れの影響を実機で評価
することができます。
　さらに最近は、振動模型を有効に活かして、図３にあるよ
うな中間階免震構造のセミアクティブ制御のリアルタイム・ハ
イブリッドシミュレーションを実施し、免震層より下部の構造
のモデル化と応答解析の精度を確認し、リアルタイム・ハイブ
リッドシミュレーションの完成度を確認して論文発表している
ところです。
　また現在、進めています研究では、建物が立地する地盤を
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図3　中間階免震構造のリアルタイム・ハイブリッドシミュレーション

写真１　振動台と４層振動模型

図２　免震構造のセミアクティブ制御のリアルタイム・ハイブリッドシ
ミュレーション

（a） 中間階免震構造のモデル化 （b）リアルタイム・ハイブリッドシミュレーションの概念図

表１　振動台の仕様
加振力 正弦波：70 kN 地震波：140 kN peak

最大加速度（5,000kg 搭載時） 正弦波：10 m/s2 地震波：20 m/s2

最大速度 正弦波：1.0 m/s 地震波：1.5 m/s

最大変位 ± 275 mm（550 mm p-p）

振動数範囲 0.1 〜 20 Hz

振動台⼨法 3.0（加振⽅向）× 2.0（加振直交⽅向）m

最大搭載質量 10,000 kg
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モデル化して、地盤震動および地盤と建物の相互作用を考慮
した解析をオンラインで行い、様々な地盤条件を考慮した震
動を振動台に再現させ、地盤と構造物との連成挙動をリアル
タイム・ハイブリッドシミュレーションにより検証することを試
みています。

4．�レジリエント構造研究センターをベースにした防災科研、

米国・中国の大学との交流

　ここまで述べました振動制御構造が一般の耐震構造と異な
る点は、建築構造に期待される性能（人命保護、損傷制御、
機能維持）のうち、損傷制御や機能維持まで達成するための
技術であるということです。耐震構造でも人命保護は達成で
きますが、阪神・淡路大震災の被害の中には、人命は保護
できたが建物が損傷し、改修するのに時間も費用もかかった、
あるいは設備機器・配管や什器・家具が損傷し、建物の機
能が必要な時に発揮できなかったということがありました。ど
の建物にも必要であるわけではありませんが、緊急対応時や
災害後の復旧期に役割を果たすべき建物においては、損傷
制御や機能維持という性能が重要であることが明らかになりま
した。
　そこで、今後予想しなければならない、巨大地震等のハザー
ドに対するレジリエント構造研究を組織的に推進するべく、レ
ジリエント構造研究センター（図４）を部局内バーチャルセン
ターとして設置しました。シビアなハザードに対して、都市の
被害低減にとどまらず回復力（レジリエンス）の高さが求めら
れています。都市を構成する個々の構造物の課題だけではな
く、各種の構造の技術が適材適所に役割を果たすことで、都
市インフラ全体としてのレジリエンスを向上させることが可能と
なります。それらの研究を総合して、多様なハザードに対し

て求められるレジリエント構造の提案を、センターベースで組
織的に実施します。上記の振動台の他、平成26年度に施設
整備費補助金では高速アクチュエータも設備されていますの
で、これらの設備を最大限に活用してレジリエント構造の研
究を推進しようとしています。
　この研究を行う際には、国内外の機関との協力も欠かせま
せん。三木市には防災科学技術研究所の兵庫耐震工学研究
センターがあり、実大三次元震動破壊実験施設（愛称：Ｅ
－ディフェンス）を保有しています。このＥ－ディフェンスで
行われる実大実験に対して、神戸大学では要素研究・基礎
研究を担当するなど、役割分担がすでに行われています。ま
た同じように大災害を経験している米国や中国の大学と研究
協力に関するMOU（覚書）を結び、強力に推進していこうと
しています。例えばカリフォルニア大学サンディエゴ校

（UCSD）は神戸大学とは異なる方式のハイブリッドシミュレー
ションを実施しており、南カリフォルニア大学はセミアクティブ
制御やモニタリングの研究経験があり、西南交通大学土木学
院とはコンクリート系のレジリエント構造に関する共同研究実
績がすでに蓄積されています。これらの機関とアウトプットを
共有し、レジリエント構造研究の国際的なリーダーシップを
形成していくことを目指しています。それによって、災害に強
い未来都市の創生を強力に推進していこうとしています。

5．まとめ

　最後になりましたが、KTC会員の方々・関係機関と、災害
に強い都市づくりの技術を共同で開発していくことができまし
たら、こんなに素晴らしいことはないと思います。今後、Win-
Winの関係になれるような活動を楽しみにしております。よろ
しくお願い申し上げます。

図４　レジリエント構造研究センターのタスク
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⃝出身校　筑波大学 大学院システム情報
工学研究科 博士後期課程 社会システム・
マネジメント専攻

⃝前任地（前職）　広島大学 大学院国際協力研究科 開発
科学専攻
⃝専門研究分野（テーマ）　土木計画学、地理情報科学、
空間統計学
⃝今後の抱負　国立環境研究所、広島大学を経て、2016
年4月1日付けで市民工学専攻の准教授に着任いたしました。
　私の専門分野は、土木計画学で、特にGIS（地理情報シ
ステム）を用いた社会経済データの統計的な分析や、そのた
めのモデル開発を得意としています。GISは、国土地理院に
よれば、「地理的位置を手がかりに、位置に関する情報を持っ
たデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的
に表示し、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術」と定
義されています。近年、途上国も含めて、多くの空間データ
が入手可能になってきており、データの空間的な側面に着目
することで、研究の可能性が大きく広がることが期待されます。

一方で、工学研究科では現在、学生にとってGISを学ぶ機会
は限られており、今後遠くないうちに、私の所属する研究室
の学生だけでなく、工学研究科の他の学生にもGISの面白さ
や有用性を伝える機会を持てればと思っています。
　研究に関しまして、私の直接の専門は、空間データに関す
る統計学である『空間統計学』と呼ばれる分野になります。
これまで、回帰分析におけるバイアスの除去やデータ内挿技
法の開発、経済理論と整合する実証モデルの開発などの研
究を行って参りました。今後は、空間統計学の手法を応用し
ながら、GISを用いたデータの作成・構築自体にも力をいれ
ていきたいと考えています。例えば、戦後の地価（路線価）デー
タや年齢階層別／市区町村別の人口データといった土木計
画上非常に重要なデータは、紙のまま神戸大学を含む全国
の図書館に眠っています。これらをGISのアーカイブとして利
用可能な形に蘇らせていくことは、土木計画上非常に重要な
課題です。
　最後に、工学研究科に温かく迎えてくださいましたKTCの
皆様、教職員の皆様、学生諸君に心より感謝を申し上げます。
工学研究科の教員として、教育・研究に精一杯尽力する所
存です。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

⃝出身校　東京工業大学大学院情報理工
学研究科情報環境学専攻（博士後期課程
修了（工学博士））

⃝前任地（前職）　名古屋大学大学院工学研究科機械理工
学専攻 助教
⃝専門研究分野（テーマ）　モデル予測制御、二足歩行ロボッ
ト、移動ロボット
⃝今後の抱負　2016年4月1日付で機械工学専攻設計生産
講座複雑系機械工学分野の准教授に着任致しました。
　研究に関しましては、人間と共存可能な高い環境認識能力
と運動能力を持つロボットの実現に向けて取り組んで参りま
す。具体的には、人間の居住環境内で作業を遂行できる人
型ロボットの実現を目指し、安全上特に重要な機構の一つで
ある転倒回避制御技術に注目して「転ばないロボット」の開
発を行って参ります。また、屋外環境においてロバストな環

境認識を行うロボットの実現を目指し、3Dレーザ測域センサ
などから得られる膨大な計測データから単純な幾何学情報を
抽出し、これをもとに地図生成や位置推定を行う枠組みの開
発を行って参ります。
　教育面では、学部生に対して現代制御理論の講義および
関連する演習を、院生に対してはよりアドバンストな制御理論
に関する講義を担当しております。制御理論は自動制御に絡
むあらゆる分野で縁の下の力持ちとして役立っている反面、
抽象度が高いために学習が難しいと認識されています。学生
になるべく視覚的なイメージを持ってもらうべく工夫を凝らし
ております。また、ロボティクスでは理論だけでなくそれを実
証する「実物」をみずから作り上げ、動かして見せる技術力
が求められます。講座に所属する院生にそのような力を培って
もらうべく、講座内で小規模な技術チャレンジを企画するなど
しております。

　微力ながら神戸大学の研究・教育のため尽力して参ります
ので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

新任教員の紹介

cccccccccccccccccccccccccccccccccccccc

工学研究科市民工学専攻　准教授

瀬谷　創

工学研究科機械工学専攻　准教授

田崎 勇一
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⃝出身校　慶應義塾大学大学院 理工学研
究科 総合デザイン工学専攻

⃝前任地（前職）　神戸大学 自然科学系先端融合研究環 
重点研究部　特命助教
⃝専門研究分野（テーマ）　大規模集積回路工学（ハードウェ
アセキュリティ、スマートセンサ）
⃝今後の抱負　2016年4月1日付けで神戸大学大学院システ
ム情報学研究科・情報科学専攻の准教授に着任いたしまし
た。専門の研究分野は、大規模集積（LSI）回路工学です。
本学に赴任するまでは、高速・低電力の短距離無線通信回
路に関する研究に従事していました。指数関数的に爆発的に
増加していたプロセッサ処理性能やメモリ容量に追従できるよ
うに、通信性能を毎年改善していくのは非常にエキサイティン
グな研究でしたが、当時は、情報を効率よく伝達することに
注力するあまり、伝達する情報そのものに深く目を向けること
は、特にありませんでした。3年前に本学研究環に着任し、
兼務させて頂いたシステム情報学研究科にて、諸先生方の多

様な情報科学研究の成果をお伺いし、情報の内容や属性と
その価値に対する興味を強く抱くようになりました。准教授着
任にあたり、これからは情報の価値を高めるハードウェア技術
の研究に邁進していきたいと考えております。近年、新聞や
ニュースでも取り上げられるようになってきているInternet of 
Things（IoT）やCyber Physical System（CPS）に代表
されるような次世代の超高度情報化社会では、センサを搭載
した無数のLSIデバイスが人間生活にあまねく浸透し、自律的
に情報を収集・ネットワーク上に集約することで、人間にとっ
て有益な情報を引き出す世界が到来すると言われています。
この中で、対象とする情報の内容や属性を理解してより高精
度・高純度の情報を計測するスマートセンサハードウェア技
術や、人間生活に浸透したデバイスがやり取りする情報のプ
ライバシーを価値として保護するためのハードウェアセキュリ
ティ技術の研究を行っていきたいと考えております。これらの
研究をシステム情報学研究科の学生と積極的に行っていくこ
とで、ハードとソフトの両面に強い人材の教育にも挑戦してい
きたいと考えております。今後ともご指導ください。どうぞよろ
しくお願いいたします。

システム情報学研究科情報科学専攻　准教授

三浦 典之
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⃝出身校　東京大学大学院工学系研究科
応用化学専攻

⃝前任地（前職）　分子科学研究所　理論・計算分子科学
研究領域　助教
⃝専門研究分野（テーマ）　分子電子状態理論
⃝今後の抱負　2016年4月1日付けでシステム情報学研究科
計算科学専攻に着任いたしました。学生時代より一貫して分
子系の電子状態計算と高性能計算実装の研究を行って参り
ました。電子状態計算では電子が分子中でどのように振る舞
うかを量子力学の基礎方程式に従って計算し、例えば化学
反応に必要なエネルギーや生成物などの予測を行います。化
学の問題を計算機上で解くという壮大な夢は、かつては正に
夢物語でしたが、その後の急速な計算機の発達と電子状態
計算手法の開発によって、今日では未知の分子の性質を「パ
ソコン」で解析するということが日常に行われています。一方、

生体分子系やナノマテリアルなど巨大分子系の解析が大きな
課題として残されています。特に量子系計算の大規模化は、
計算対象の空間的サイズに対して必要な計算資源が指数関
数的に増大するため、切れ味の良い近似による低スケーリン
グ化とやはり膨大な計算資源が必要になります。そのような
背景から学生時代には当時構想段階の京コンピュータを目標
に大規模分子系の計算手法開発を行い、次世代スーパーコ
ンピューティング・シンポジウムでの受賞など理論開発に関し
て一定の成果を上げました。 
　今後は現実の問題を解くための応用研究を展開します。特
に喫緊の課題であるエネルギー・環境問題へのアプローチと
して、二酸化炭素固定など卓越した物質変換を行う酵素活
性中心の触媒反応の分子機構の解析や、それを手本とした
人工光合成などの分子触媒の理論設計を推進したいと考えて
います。配属生にも社会の諸問題を解くための計算科学とい
う視点を持って研究を行えるよう指導したいと思っています。
以上のような抱負をもと本学の研究・教育に携わりたいと思っ
ております。どうぞよろしくお願い致します。 

cccccccccccccccccccccccccccccccccccccc

システム情報学研究科計算科学専攻　准教授

倉重 佑輝
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　神戸大学が日米連携強化大学の一校に指定する南カリフォ
ルニア大学（University of Southern California）との間で、1）
宇宙物理、 2）分子シミュレーション、 3）建築の3つのテーマ
に関する共同研究のキックオフを記念した学術シンポジウムを3
月31日（木）、神戸大学百年記念館六甲ホールで開催しました。

　南カリフォニア大学は、カリフォニア州で最初の私立大学
で、世界大学学術ランキング（Academic Ranking of 
World Universities，略称：ARWU）では49位、Times 
Higher Education社の世界大学ランキング2015-2016では
68位と、世界的な大学として有名です。特に、南カリフォニ
ア大学では、工学系であるViterbi School of Engineering
が大学の中心的なスクールとして活躍しています。この
Viterbi School of Engineeringと、工学研究科、システム
情報学研究科と計算科学教育センターの3部局と、本年2月
に部局間協定を締結いたしました。

　キックオフ・シンポジウムでは、小川真人副学長・研究担
当理事が、開会の挨拶の中で本シンポジウムを南カリフォル
ニア大学と本学との連携の第一歩と位置づけ、より強固な連
携基盤の確立に向けた今後の展開への期待を示しました。本
シンポジウムには、南カリフォニア大学から共同研究の担当者
である3名の教授による共同研究テーマに関する講演と、本
学教員の共同研究担当者による研究発表が行われました。
　南カリフォニア大学から招へいしました教授の一人目は、
Nakano教授です。彼は、Computer Scienceの教授である
とともに、Physics & AstronomyやChemical Engineering 

& Materials Science、そし
てAdvanced Computing 
and Simulationsの連携教
授でもあります。システム情
報学研究科の田中教授とと
もに分子シミュレーションの
共同研究を進めておられま
す。二人目の教授は、Civil 
a n d  E n v i r o n m e n t a l 
EngineeringのJohnson教
授で、工学研究科の藤谷教授と向井准教授と、振動台に関
する共同研究を進め、防災科学技術研究所 E - ディフェンス
とも連携した国際共同研究を目指しております。最後は、
Astronautics and Aerospace and Mechanical 
EngineeringのWang教授で、システム情報学研究科の臼井
教授と三宅准教授と、宇宙におけるプラズマ現象に関する共
同研究を推進しております。特に、小惑星探査の「はやぶさ2」
のデータ解析などを共通テーマとされております。

　シンポジウム
では、参加者か
ら各発表者に対
して多数の質問
が寄せられ、活
発な意見交換が
行われました。
また、シンポジ
ウムと前後して、
それぞれの研究
グループにおい

て、今後の共同研究のテーマや進め方について個別に議論を
深める会議が行われました。本シンポジウムの3つの共同研究
をベースに、本学他部局をも巻き込んだ、より大きな研究グ
ループでの共同研究に発展することが大いに期待されます。
　ここに、 南カリフォニア大 学と神 戸 大 学とのJoint 
Research Kick-off SymposiumへのKTCからのご支援に感
謝する次第です。

University of Southern California × Kobe University
Joint Research Kick-off Symposium報告

神戸大学名誉教授　賀谷　信幸

援助金報告

シンポジウム開場前での記念写真

会場での記念写真

小川副学長の開会の挨拶

中野教授による南カリフォニア大学の紹介

Wang教授の講演Johnson教授の講演
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主催：一般社団法人神戸大学工学振興会（KTC）・理学部同窓会就職支援委員会
年間計画アドバイザー：Professional Recruiters Club　鈴木美伸氏

理工系学生エンジニアのキャリアセミナー2016年度年間計画

5月	 17日　インターンシップ企業合同説明会
	 12:30〜13:30講演会　13:30〜説明会
	 会場：神大会館六甲ホール　参加者：210名
	 企業8社
	 13日　自己PR講座　M2,B4対象：面接講座
	 17:00〜19:00　会場：C2-101　参加者：10名
	 「研究テーマをうまく伝えられるために」
	 27日　自己PR講座　M2,B4対象：面接実践講座
	 17:00〜19:00　会場：C2-101　参加者：5名

6月	 24日　「マイナビによる理工系キャリアセミナー」
	 17：00〜　会場：C1-301講義室　参加者：95名

内容は全て、OB/OGとの座談会形式
10月	 7日　第1回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究1「食品」
	 14日　第2回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究2「化学」
	 21日　第3回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究3「医療・精密機器」

11月	 4日　KTC学内講演会　C3-302
	 講師：�㈱オリエンタルコンサルタンツグローバルインド現

地法人　取締役社長 阿部玲子様　
	 11日　第4回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究4「電機・機械」
	 18日　第5回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究5「ネット・通信」
	 25日　第6回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究6「自動車メーカー」

12月	 2日　第7回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究7「自動車関連」
	 9日　第8回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究8「総合建設業・住宅メーカー」

1月	 20日　第11回OBが語るエンジニアのキャリアセミナー
	 17:00〜19:00　会場：C2-101
	 業界研究9「総合商社・専門商社」

2月	 企業説明会実施

企業OB/OG参加による理工系就職ガイダンス
3月	 1・2・3日　きらりと光る優良企業
	 会場：神大会館六甲ホール
	 企業OB/OG参加による理工系就職ガイダンス
	 主催：KTC/理学部同窓会就職委員会
	 参加企業はhttps://www.ktc.or.jpから確認できます。

	 10日　Career　Meeting　神戸大学
	 会場：神大会館六甲ホール
	 企業OB/OG参加による理工系就職ガイダンス
	 コンテンツ提供：マイナビ

	 21・22日　神戸大学Job　Meeting
	 会場：神大会館六甲ホール
	 企業OB/OG参加による理工系就職ガイダンス
	 コンテンツ提供：神戸大学生協

部分はブース形式の企業ガイダンス

OB/OG訪問会 in Tokyo 開催

お問い合わせ連絡先
予約サイト：https://www.ktc.or.jp　「在学生の方」
（一社）神戸大学工学振興会事務局
TEL:078-871-6954・FAX:078-871-5722
Email:eng-ktc@edu.kobe-u.ac.jp

　毎年好評の「ＫＴＣ就職セミナー」は「OB が語るエンジニアのキャリアセミナー」として 10 月から開催している。
セミナーの計画、実行アドバイザーは、Professional Recruiters Club 鈴木美伸氏にお願いした。それに先立って、すで
にインターンシップ企業合同説明会と「就職とは―概論セミナー」を（株）マイナビ提供で行った。
　年間計画の締めくくりとして、「きらりと光る優良企業」と銘打って各分野の優良企業を神戸大学に招いて、ガイダン
スを開催している。

【H27 年度開催ガイダンス報告】
　・「きらりと光る優良企業」
　　開催日：28 年 3 月 8・9・10 日
　　会場：神戸大学百年記念館神大会館「六甲ホール」　参加企業：129 社　学生参加者数：1,156 名
　・（株）マイナビ　Career Meeting 　参加者数　125 名
　・大学生協　Job Guidance　　　　  参加者数　190 名
　これから就職活動に入る M1、 B3 の学生各位は、「自分は何がしたいのか？」「何ができるのか？」と自己分析をして、
やりたい仕事の業種を決めることが大事です。まず大企業を望むでしょうが、小さな企業でも日本を支えている世界のトッ
プ企業がたくさんあります。自分が生涯やりたい仕事をまず見極めてください。就活については神戸大学工学振興会（KTC）
がお手伝いしますので、何でもご相談ください。

【ご注意】セミナーに参加される方はできるだけ予約メールを入れてください。　　　　　　　　　　　　　　　（山本記）
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学部企画 　《工学部ホームカミングデイ》　参加自由
◆13:00～	 受付開始（工学部教室棟1階玄関）
◆13:30〜13:40	 冨山明男工学部長挨拶工学部活動紹介
	 （工学部本館2階D1-201多目的室）
◆13:40〜14:10	 講演：高田至郎神戸大学名誉教授
	 「平成28年熊本地震から学ぶ市民と企業・行政の防災準備」
	 （工学部本館2階D1-201多目的室）
◆14:15〜15:00	 キャンパスツアー（工学部キャンパス）
	 2グループ（A･B）のどちらかに参加
	 Ａ:「未来世紀都市学について」　小池淳司教授
	 Ｂ:�レスキューロボットコンテスト、学生フォーミュラ大会に

出場した学生チームの活動を紹介
◆15:15〜16:00	 学科キャンパスツアー《各学科》※1

	 学科の概要や最前線にある研究室の現場を学生も交えて紹介！
◆16:00〜17:30	 懇親会（工学部本館中庭）　参加費：3,000円

※1 キャンパスツアーの時間調整を行い、集合した学科からツアーに出発します。

◆当日、13:00～自由にご参加いただける野点（ＫＴＣ）と神戸大学生協による
　神戸大学グッズの販売をご用意しています。
◆詳しくは神戸大学ホームページをご覧ください。http://www.kobe-u.ac.jp/hcd/
　準備の都合上、参加ご希望の方は個人又はグループで事前に下記へご連絡下さい。
　〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1　神戸大学大学院工学研究科総務係
　TEL 078-803-6333

先端膜工学拠点

学生フォーミュラチーム

お茶席でのおもてなし
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第３7回神戸大学・六甲祭開催
•日　時：平成28年11月12日(土)・13日(日)　

•場　所：六甲台キャンパス全域 

•テーマ：「空前絶後の秋、到来」

　神戸大学六甲祭は、六甲台地区を中心に六甲祭を通して学生が連帯意識の萌芽を目標として、自主

的に盛りだくさんの催し物を考えています。神戸大学・六甲祭へぜひご来場下さい。

　六甲祭実行委員会のＨＰはhttp://home.kobe-u.com/rokkosai/

工学フォーラム　2016　開催案内
―「もの・こと・ひと・まち」―

開催日時：2016年11月28日（月）　13:00～19:30（18:00～19:30交流会）
会　　場：神戸商工会議所（神戸市中央区港島中町6丁目1番地）
工学フォーラム2016では、地域に根ざした産（産業界）・学（神戸大）・官（官公庁）・金（金融業界）
のコミュニティーづくりを目指します。地域企業と大学との双方向の情報交換・交流を深めることによっ
て、企業と大学の両者の技術力・研究力の発展とビジネスにつながる好循環を創出します。
今回の工学フォーラムのキーワードは、「もの・こと・ひと・まち」です。「もの」が「こと」によって新
しい価値を創出し、「ひと」が社会実装して、これまでにない新しい「まち」をつくるという想いが込め
られています。工学フォーラム2016で神戸大学が描く新しい産業の仕組みをぜひ体験してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工学研究科長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「工学フォーラム2016」組織委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨山明男
（主催団体）
神戸大学大学院 工学研究科、システム情報学研究科、神戸大学連携創造本部
（共催団体）
兵庫県、神戸市、(公財)神戸市産業振興財団、兵庫県立工業技術センター、(公財)新産業創造研究
機構、神戸商工会議所、(公社)兵庫工業会、(一社)神戸市機械金属工業会、神戸大学都市安全研究
センター、（公財)尼崎地域産業活性化機構、はりま産学交流会、(公財)ひょうご科学技術協会、(一財)
明石市産業振興財団、(一社)神戸大学工学振興会、ひょうご神戸プラットフォーム協議会、(一社)日
本建築構造技術者協会関西支部、兵庫県立福祉のまちづくり研究所、(公財)計算科学振興財団、
KOBE工学振興懇話会
（参加申込・お問い合わせ）
神戸大学大学院工学研究科工学フォーラム2016事務局
E-mail: eng-forum2016@office.kobe-u.ac.jp  電話：078-803-6332
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1．CVTのパイオニア、グローバルシェアNo.1のジヤトコ

　トランスミッション（変速機）は、エンジンからの動力を最
適なかたちでタイヤに伝えることで快適な走りを実現する自動
車に不可欠な機能部品です。ドライバーの操作で変速するMT

（Manual Transmission：マニュアルトランスミッション）と
自動的に変速するAT（Automatic Transmission：自動変
速機）があり、ATはさらに、4速、5速のように有段で変速
するステップATと無段階で変速するCVT（Continuously 
Variable Transmission：無段変速機）に分けられます。ト
ランスミッションは、その設計や制御ソフトのプログラミングに
よって、自動車の運動性能や燃費、環境性能を大きく左右し、
最近ではエンジンよりもトランスミッションのほうが車の性能に
対する影響度が大きいという見方も多くなっています。
　ジヤトコは、このクルマの「隠れた主役」ともいえるトラン
スミッションを開発・製造しており、なかでもCVTは当社の生
産台数の約8割を占め、グローバルなCVT市場に占めるシェ
アは41％で世界第1位、また、オートマチックトランスミッショ
ン（AT）のグローバルシェアは世界第2位というポジションに
います（図1）。2015年度の年間生産台数は526万台、売
上高7421億円、社員数は約14,000人です。1997年以来
CVTの累計生産台数は3000万台を超え、世界で唯一、軽
自動車用から3.5リッタークラスの大型車用までのCVTフルラ
インナップを提供するCVTのトップメーカーです。

2．�力強くスムーズな加速と優れた燃費性能を両立する

CVT

　CVTは、車速やエンジンの回転数に応じて変速比を無段
階に自動的に切り替える機能を備えたトランスミッションの総
称です。いわゆるATの一つではありますが、歯車の切り替え
により階段状に変速する従来型ATとは大きく異なります。自

動車で一般的にみられるCVTはベルト式CVTで、2組のプー
リをベルトでつないだ形で構成されています。2つのプーリは、
それぞれ入力側（エンジンからのトルクを伝える）と出力側（ト
ルクをタイヤに伝える）につながっていて、それぞれのプーリ
の溝の幅を変えることで、ベルトの入力側半径と出力側半径
が変化して変速します（図2）。

　最大の特長は、ステップATはギヤを切り替えて変速する
たびに回転数が変化し、エンジンの効率の良いゾーンをキー
プすることが難しいのに対し、CVTは無段階にスムーズに変
速できるので常にエンジン効率の良いゾーンをキープできる
ことです（図3）。これにより、通常走行時には良燃費を、
力強く走りたいシーンでは鋭い加速を実現できます。

　力強い発進加速と、中高速走行時の静粛性や低燃費、そ
の両方を実現するために、ステップATでは、多段化によって
レシオカバレッジ（変速比幅）を拡大しています。CVTの場合、
ベルトと２対のプーリによって変速するという基本構造のポテ
ンシャルが高いので、多段化によって部品点数が増えること
もありません。また、部品が少ない単純な構造であるため、
コストダウンをしやすいという点もCVTのメリットの一つです。
　ジヤトコはこれまでに、CVTの分野において数々の世界初
となる技術を実現してきました。いまや世界中でデファクトス

わ が 社 の 技 術  連載 

ジヤトコ株式会社 走行性能と環境性能を高い次元で両立する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤトコのトランスミッション

最高執行責任者　本田聖二（X⑫）

図1　ジヤトコのグローバルCVTシェアとATシェア

図2　CVTの変速原理説明

図3　ステップATとCVTの変速線イメージ



−36−

わが社の技術

タンダードとなっているトルクコンバータ付金属ベルト式
CVT、ベルトとプーリではなくパワーローラとディスクにより駆
動力を伝達する独自機構のトロイダルCVT、大排気量3.5リッ
タークラスベルトCVT、さらには画期的独自構造を備えた副
変速機付ベルトCVTの開発･量産化などです。
　当社のCVTの特長は、何と言ってもこれらの経験に裏付け
された開発力であり、それを実現するための、コンピュータに
よるユニット制御技術とモノづくり技術です。
次に、当社の技術とその商品をご紹介します。

3．�市場ニーズへの対応、有段ATのような変速を実現する

D-STEP制御

　CVTは無段階でなめらかに変速することが特徴ですが、特
に欧州のようにMTが主流である市場のお客さまの中には、有
段による変速の感覚を好む人が少なくありません。このような
お客さまの好みに合わせ、CVTをあたかも有段のATのように
変速させる制御を一部の車種で採用しています。加速感を重
視するときにはステップ制御変速を、通常の走行時には燃費
を重視したCVTの無段変速を、というようにアクセル開度や
走行状況に応じて自在に切り替える制御です（図4）。

4．CVTの動力伝達の要、高精度なプーリ加工技術

　CVT駆動時、ベルトを挟んでいるプーリには、大きな押付
力が働いています。そのため、CVTにおけるプーリは動力伝
達の要であり，平滑で精度の高い加工技術と、その強度確
保のための浸炭熱処理工法が必要です。特に、シーブ面お
よびボール・コロ溝部の硬化層は、一般部品より深くする必
要があり、ガス浸炭工法では、長時間の処理が必要でした。
そこで、ジヤトコでは処理時間を短縮し、生産性を上げ、か
つ品質を安定化する方法として、真空浸炭工法の開発を行い
ました。これにより、大幅な処理時間の短縮、品質の安定化、
炎を使わない安全な作業などの多くのメリットを実現しました。
　また、CVTはベルトとプーリの間の摩擦力で駆動力を伝達
するので、この摩擦係数が高いほどタイヤを駆動する力である
トルクを増大させることができ、加速性能が良くなります。さ
らに、摩擦係数が高くなることで、逆にプーリに対する押付力

は低減され、摩擦損失（フリクションロス）が低減することに
なり、結果として伝達効率向上につながります。一方で、プー
リディスク表面の摩耗を予防する必要があり、摩擦係数を高
くしつつ、摩耗を予防するという、一見相反する課題の解決
が必要とされていました。この課題をジヤトコは、当社が参画
したNEDOプロジェクトにおいて、独自のフィルムラッピングと
いう工法を用いることで、ミクロン単位の細かい溝を形成しつ
つ表面には一定の平坦部を設けて、摩擦係数μ向上に最適
な表面を作り出すことで解決し、その新技術は現在大型乗用
車用CVTのJatco CVT8に採用されています（図5）。

5．�「コロンブスの卵」を実用化、副変速機がひろげたCVT

の可能性、Jatco CVT7

　発進・加速時にはギヤ比をロー側へシフトし、力強い駆動
力を得たい。高速巡航時にはギヤ比をハイ側へシフトし、静
かで燃費の良い走りを実現したい。排気量が小さく非力なエ
ンジンであるほど、トランスミッションの果たす役割は大きく、
より広いレシオカバレッジ（変速比幅）が求められます。
CVTのレシオカバレッジを拡大するための一番簡単な方法は、
プーリの径を大きくすることです。しかしながら、この方法で
はトランスミッション全体が大きくなり限られたスペースに搭載
することができません。この両立をめざして無段変速である
CVTを2段に変速させるという「コロンブスの卵」的な発想で
実用化したのが、世界初の副変速機付きCVTであるJatco 
CVT7（以下、CVT7）です（図6）。
　「小型のCVTに、2段のステップAT（副変速機）を組み合
わせれば、レシオカバレッジを拡大できる」このアイデアが

図4　CVTのステップ制御変速（D-STEP）

図5　フィルムラッピングによるプーリ表面

図6　Jatco CVT7の特長
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CVT7のスタートポイントになりました。もともとCVTには、前
後進の切り替えに使われている遊星ギヤがあります。そのギヤ
に2段の変速要素を加えて副変速機として活用し、オリジナル
のCVTが持つローギヤからハイギヤへの変速だけでなく、走
行状態に応じて1速から2速にシフトします。このとき1→2速
への変速がドライバーにとって違和感（変速時の駆動力変動）
とならないように、プーリは変速前後のギヤ比変動を極力抑え
るようコントロールします。この2段変速をスムーズに行う高度
な制御が、副変速機付きCVTを成立させるための重要な技
術の1つです。長年にわたり専門メーカーとして蓄積した、制
御技術・ノウハウがあってこそ実用化できた商品なのです。
　小型軽量ながらワイドなレシオカバレッジをもつCVT7は、
燃費要求レベルが非常に高い軽自動車や、コンパクトカーに
最適なトランスミッションです。その搭載性の高さと相まって、
さまざまな自動車メーカーに採用され、ジヤトコのベストセラー
トランスミッションとなっています。

6．�1モーター2クラッチシステムを採用したハイブリッド車

用トランスミッション、Jatco CVT8 HYBRID

　同一車種にハイブリッドモデルを追加する場合、トランスミッ
ションのサイズ（特に全長）を維持することができれば、クル
マ側のレイアウト設計を大きく見直しせずに済みます。中・大
型車用に開発されたJatco CVT8からトルクコンバータを取り
のぞき、そのスペースに「駆動・回生用モーター」と、「エン
ジンとモーターをつなぐ乾式多板クラッチ」をコンパクトに収
めたのが、Jatco CVT8 HYBRID（以下、CVT8 HYBRID）
です。
　駆動・回生用モーターとエンジンの断続用のクラッチには、
油膜による引きずりトルクが大きくなる特性を持つ湿式クラッ
チではなく、乾式多板クラッチ（クラッチ１）を採用しました。
ハイブリッドシステムとしては、世界初です。CVT8 HYBRID
に先立って開発したFRハイブリッド車用トランスミッションで
は、乾式単板クラッチを採用しましたが、FF車の狭い搭載ス
ペースに適合するためにはコンパクトな構造を追求
する必要がありました。このCVT8 HYBRIDでは、
モーターとクラッチを単純に並べるのではなく、ドー
ナツ状になったモーターの空洞部分に乾式多板ク
ラッチを収めることで、軸方向の長さを抑えることに
成功しています。ベースユニットであるCVT8の場合
は、プーリの手前に配置されているもうひとつのク
ラッチが前後進の切り替えを担っていましたが、この
クラッチを発進用クラッチ（クラッチ2）としても活用
しています（図7）。
　しかしこの方法には新たな課題がありました。発
進時にクラッチを滑らせて必要駆動力を確保するた
め、長時間にわたってその状態が継続すれば、大

きな発熱量が発生し、クラッチ摩擦材表面温度が次第に上昇
してしまいます。CVT8 HYBRIDは、北米で販売するミディ
アムクラスのSUVなどへの搭載も視野に入れ、外部に専用の
電動オイルポンプを設けて冷却性能を高める工夫をしていま
す。発進用クラッチを必要に応じて効果的に冷却するシステ
ムを構成し、長時間の高負荷運転にも耐えられるタフなトラン
スミッションに仕上げました。

7．�厳しさを増す環境規制への対応としてのさらなる電動化

　図8は年次毎の各国のCO2排出基準（目標）です。これを
見ても分かるように排出基準は世界中で強化されており、ほと
んどの国や地域で2020年における排出基準が2000年比約
50%減となっています。さらに、その先の2030年に向かって
は排出基準がさらに厳しくなることが予想されており、これを
クリアするにはJatco CVT8 HYBRIDを始めとするさらなる車
両の電動化が必要不可欠となってきます。
　これまでジヤトコは無段変速機の性能向上によって乗用車
の燃費向上に貢献し、CO2の排出削減に寄与してきました。
来る電動化時代においてもわたしたちは、お客さまと社会の
ニーズにしっかりと応えていく必要があります。そこで当社は

図7　Jatco CVT8 HYBRIDの断面

図8　各国のCO2排出規制
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2012年に未来技術センターを発足し、電動化時代に備えた
変速機の開発をスタートしています。未来技術センターでは
来る電動化時代に必要となる変速機にはどのような性能が求
められているのかを、2030年をひとつのゴールとした時に、今、
目指すべきターゲットを設定し、開発を進めています。

8．�フレキシビリティの高さにより、将来技術への応用が期

待されるCVT

　CVTのフレキシビリティを活用した技術として、既に実現さ
れているナビゲーション協調制御では、カーブの深さや登坂、
降坂路などのMAP情報による変速指示で常に最適に駆動力
を調整することで、より安全に走ることが可能です。さらに
CVTは、各社が開発を進める自動運転にも適性が高いトラン
スミッションです。自動運転では乗員が違和感を感じるような

変速時の駆動力変動を皆無にすることが必要となり、CVTの
スムーズな変速がその実現に貢献していくことが期待されてい
ます。また、エネルギー回生技術においても、近い将来、フ
ライホイールによる機械的エネルギー回生が期待されていま
す。CVTは無段階にスムーズに変速させることで、フライホイー
ルへの駆動力の蓄積や出力がより無駄なく滑らかに出来るた
め、フライホイールシステムには、CVT技術が応用できるとさ
れています。
　運転性能、環境性能、快適性能など、自動車に求められ
るさまざまな性能は、世界のマーケットごとに異なり、また時
代とともに変化を続けます。また、自動車の進化とともに、ト
ランスミッションも進化を続けなければなりません。ジヤトコは
これからも、トランスミッションを更に進化させることを通じて、
モビリティと社会の発展に貢献していきます。

平成28年度機械クラブ六甲祭協賛講演会「機械工学先進研究」
日　　時：平成28年11月12日(土) 10:30～11:30(予定)
講演会場：神戸大学 六甲台本館 第I学舎(教室は未定)
講　　師：　向 井 敏 司　教授
題　　目：「生体内分解性デバイスの材料設計」
講演概要：
　チタン合金などの金属材料は長期間にわたり高強度を維持するため、事故や疾患により治療が必要となった生
体組織の支持および固定用のデバイスなどとして、医療現場で数多く使用されています。一方で、生体組織が修
復された後には人工デバイスは不要であり、CT撮像に支障を生じるだけではなく、場合によっては炎症の原因と
なってしまうことから、時間の経過と共に生体内で分解され、体外に排出される生体内分解性デバイスが最近注
目されています。
　我々の研究室では、生体必須元素であり、生体内分解性を示すマグネシウムに着目して、各デバイスへの適用
に向けた研究を実施しています。主に、骨固定用プレートシステム、組織拡張用ステント、軟組織固定用クリッ
プを対象として、必要とされる機能や機械的性質を付与するための材料設計や組織制御について紹介します。

実施担当：大学院工学研究科　機械工学専攻　教授　白瀬敬一
　　　　　（078-803-6139、shirase@mech.kobe-u.ac.jp）

KTC機関誌広告掲載募集中
KTC機関誌は３月（２６，０００部）・９月（６，０００部）発行
新入生・在校生（学部・修士）・卒業生、に配布しています。
仲介の単位クラブに、料金の半額を還付します。

全頁 １／２頁 １／４頁
表紙裏面 １００，０００円 ５０，０００円 ３０，０００円
そ の 他 　８０，０００円 ４０，０００円 ２５，０００円

お申し込み・お問い合わせはKTC事務局　進藤までお願いします。
Mail：shindou@people.kobe-u.ac.jp　TEL：078-871-6954・FAX：078-871-5722　へ
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　横井先輩は1930年の香川県生
まれ。工学部電気工学科の第一回
卒業生で、専攻課程修了後KDD

（現KDDI）に入社し、研究所時代
に衛星通信用大口径アンテナに関
する研究で工学博士（東工大）を
取得されています。その後も衛星通
信関連のアンテナと電波伝搬の研究で多くの成果を上げら
れ、また本社の伝送部長などのほか大阪支社長も務め、さら
に新発足した国際コミュニケーション基金の専務理事としてそ
の基礎を作られました。この間、神戸大、京都大、玉川大な
どの大学院で非常勤講師を兼務、KDD退職後は防衛大学校
教授としてご活躍。また65歳で防衛大学校を定年退官され
た後も75歳まで東京電機大で非常勤講師を務められました。
一方、学会活動としては、電子情報通信学会編集幹事、同
アンテナ伝播研究専門委員会委員長、電波研究連絡委員会
幹事、国内URSI（注1）-F委員会委員長などを務められました。
　このほか、趣味とはいうものの、画家、文人としても活躍し、
また「 短 檠 」と名 付 け たブ ログhttp://yokokuwan.
blogspot.comを通じてご自身の絵画やエッセイ、著書の紹
介、社会評論なども発信しておられます。
　横井先輩は技術と文化の両面で優れた才能を発揮され、
楽しみながら人生を送っておられる人生の先達と言えるでしょ
う。そんな横井先輩に神戸大学東京六甲クラブでお話を伺い
ました。
１）大学時代について

　教養課程は旧制姫路高校の学舎でした。当時の工学部は
西代に電気、機械、工業化学が、また鷹取に建築と土木の
各学科があり、前者は焼け跡に建てられた木造のバラック建
築、後者は工業学校の校舎を譲り受けたものでした。当時は
冷暖房の施設などなく、冬はオーバーを着たまま講義を受け、
またノートを取るために時々手をこすり合わせたのを思い出し
ます。
２）衛星通信の研究について

　1963年11月23日に行われた日米初の衛星通信実験では、
たまたま、ケネディ大統領暗殺のニュースが伝えられて大変
驚かされましたが、この実験成功が翌年の衛星による初の東
京オリンピック世界中継へつながったのです。

　これらの実験当初、ホー
ンリフレクター、バラボラ、
カセグレンといった三種三
様の大口径地球局アンテ
ナが米、英、日で作られ
ました。このとき、日本の
カセグレンアンテナは所定
の利得が出ていないので
はないかと問題にされ、そ
の解明に苦労しました。そ
して中高度衛星からの電
波を基準アンテナと同時
受信して地球局アンテナ
の利得を求めるとか、電
波星電波を受信しながら
その一次放射器の位置を
大きく動かすなど、創意工夫を凝らして利得改善を図り、世
界初の “円錐ホーン励振によるニアフィールドカセグレンアン
テナ” を実現しました。
　また、この実験によって確立された「電波星からの電波受
信で地球局アンテナの利得を測定する方法」は世界の標準
測定法となり、前島賞（注2）の受賞となりました。このアンテナ
はその後、コルゲートホーンとか誘電体装荷ホーン、鏡面修
正の新技術などが取り入れられ、世界最高の地球局アンテナ
として日本のメーカから各国に輸出されると共に、電波天文
の観測用としても野辺山や臼田で使用されました。
　このほか、横井先輩は衛星通信における大気減衰と降雨
減衰についても多くの研究をされました。郵政省電波技術諮
問委員会委員として審議に参画するとともに国際無線通信諮
問委員会にも日本代表として度々出席され、ここで、先に述
べた衛星通信用地球局に関する研究と衛星通信関連の電波
の研究結果が新レポート作成に大きく反映され、日本ITU（注3）

協会賞も受賞されました。さらにその後、衛星通信や地上通
信に使用される開口面アンテナとして最高の性能をもつオフ
セットグレゴリアンアンテナの開発で科学技術庁長官賞「功
労賞」や紫綬褒章も受彰されました。
３）中国との国交回復後における衛星通信の技術指導

　中国政府の郵電部や大連海運学院（現在の海事大学）な

横井 寛 氏（E①）に聞く
湯口　裕（E⑫）・宇野　健一（E⑫）

衛星通信地球局アンテナ
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先輩万歳

どからの依頼で度々、衛星通信技術の講演をされ、1987年
に同大学から名誉教授の称号を受けられました。また国際コ
ミュニケーション基金におられた頃、日中双方の学者で多方
面から情報社会を展望する公開討論会を1989年の5月に北
京で開催しました。その時の論文は「情報社会への道」―日・
中の学者が語る理想と現実―として、日本ではオーム社、中
国では新時代出版社からそれぞれ出版されています。
４）画家としての横井先輩

　お父様が日本画の絵師であった影響もあり、趣味として早
くから日本画を描かれていました。その一枚（120号）が防
衛大の幹部食堂前に飾られています。

５）文人としての横井先輩

　共著である何冊かの専門書のほか、単行本として「宇宙
通信よもやま話」（裳華房）、趣味で四国遍路をした時の紀行
文「準・歩き遍路のすすめ」（講談社のα新書）、特攻隊の
生き残りであった兄の遺稿をまとめた「五分間の決断」（特
殊潜航艇・蛟龍612号艇）横井順一の手記（美巧社）、また
郷土史を新しい視点で調べた「西行と崇徳上皇、その後の
静御前」（美巧社）、「伝承・静御前」（文芸社の文庫本）な
どを出版されています。

６）同期の仲間

　（横井先輩によると）最近は毎年、東京に集まっています。
関西からも来てくれます。紅一点の高橋さんを交えて楽しい

会話が弾みます。学生時代の写真は少ないのですが、これ
は六甲の奥池に遊びに行った時のもので、向かって前列左端
が横井先輩です。

７）後輩に一言　楽しみながら人生を送る秘訣は？

　歳を取っても人生の悩みや迷いは絶えませんが、楽しみな
がらの人生とは… “皆様に感謝しながら日 を々送る” というこ
とではないでないでしょうか？
８）インタビューを終えて

　素晴らしい先輩にお会いできて嬉しかった、すがすがしい
気持ちになったというのが実感です。今の私たち日本人に欠
けている大和心、武士道の精神を持って生きておられ、85歳
とはとても思えない若さを感じました。ＫＴＣ機関誌にもどしど
し投稿いただくことを期待しています。
　なお、ＫＴＣ、竹水会にて大変お世話になった高原先輩は
横井先輩と同期の仲間、この2月に逝去されたことは残念で
す。電気工学科第一回生の諸先輩には平島さん始め、まだ
まだ私たちに力を貸して下さる方が多くおられます。どうぞ健
康に気をつけられてこれからも我 を々ご指導ください。

（注1） URSI：国際電波科学連合
（注2） 前島賞：（公財）通信文化協会が、逓信事業の創始

者前島密の功績を記念して、情報通信及び放送の進
歩発展に著しい功績のあった人に贈呈している。

（注3）ITU：国際電気通信連合

彩游（120号、防衛大幹部食堂前に）

学生時代の仲間と

宇野、横井先輩、湯口
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KTC支援募金報告
（前号掲載以降分：平成28年8月2日現在）

ＫＴＣでは会員の皆様からの募金により、後輩諸君の育成や母校の発展のために、教育研究活動に対する種々の支援を
実施しています。
募金の賛同者を下表に掲載いたしました。
募金を戴きました各位のご尊名（敬称略）を列記し、お礼に変えさせて戴きます。誠に有難うございました。
尚、ご尊名の機関誌掲載を希望されない方々には領収書の発送とお礼状をお送りいたしております。
今後とも皆様方の暖かいご支援・ご協力を宜しくお願いいたします。

KTC理事長　鴻池 一季

　総額 ￥2,542,000　
個人会員 82名 732,000円

法人・団体・その他 1件 1,810,000円

Ｋ Ｔ Ｃ 活 動 報 告 ・ 会 員 動 向

不掲載
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会員動向

褒 　 　 　 賞
おめでとうございます

年月日	 学科・卒回	 氏名	 　　　　賞名
平成28年度	 名誉教授（M⑯）	 冨田　佳宏	 日本材料学会名誉会員
工学研究科HPから教員･学生各位の受賞の詳細をご覧になれます。http:www.office.kobe-u.ac.jp/eng-ofc/awards/

 平成27年度理事長賞　（一社）神戸大学工学振興会理事長が各学科長推薦により決定し、各単位クラブ総会において表彰されました。
建築学科	 ４年　黒田　知沙	 博士課程前期課程機械工学専攻	 ２年　長谷　貴之
市民工学科	 ４年　川上　　航	 博士課程前期課程応用学専攻	 ２年　舛森　祐太
電気電子工学科	 ４年　花房　佑樹	 情報知能工学科	 ４年　玉水　一柔
　� 　
■建築系教室受賞者
□神戸大学建築学業賞	 	 □神戸大学建築卒業設計賞
大　賞	 ４年　黒田　知沙	 大賞	 ４年　塚越　仁貴
木南賞	 ４年　田中　宏幸	 木南賞	 ４年　仲川　絵理、馬場　智美
優秀賞	 ４年　 大西　将弘、大平　康治、岡本真梨子	 優秀賞	 ４年　池田　明徳、谷　　大蔵
　	 唐木　拓己、平野　公大、藤本　奈美
　	 堀内　啓佑、吉末　理紗　　　　　　
　� 　
■暁木会	 	 ■応用化学会長賞
会長賞　　　　　市民工学科	 ４年　福田　和輝	 応用化学科	 ４年　松岡　　淳
修士論文優秀発表賞		  応用化学科	 ４年　日置　裕斗
博士課程前期課程市民工学専攻	 ２年　小池　雄大
博士課程前期課程市民工学専攻	 ２年　山西　琢文

■機械クラブ	
会長賞
博士課程後期課程機械工学専攻	 １年　村松　　瑛
国際活動奨励賞
博士課程前期課程機械工学専攻	 １年　船橋　駿斗	 博士課程前期課程機械工学専攻	 ２年　高須賀祐介
博士課程後期課程機械工学専攻	 ２年　石村　尚平

■竹水会優秀論文賞	 	 ■システム情報学研究科　研究科長表彰
博士課程前期課程電気電子工学専攻	 ２年　佐々木誠仁	 博士課程前期課程システム科学専攻	 ２年　升田　和伸
博士課程前期課程電気電子工学専攻	 ２年　鈩　　信吾	 博士課程前期課程情報科学専攻	 ２年　吉田　周平
博士課程前期課程電気電子工学専攻	 ２年　古谷　暢章	 博士課程前期課程計算科学専攻	 ２年　馬渕　　準

（順不同・敬称略）

不掲載
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コラム

　みなさんはトカラ（吐噶喇）列島をご存知でしょうか。日本
最後の秘境と言われています。トカラ列島は鹿児島県にあり、
世界遺産屋久島と奄美大島に挟まれた約十の島 を々総称して
トカラ列島と呼びます。十島村（としまむら）と言われています。
私は、かねてから一度この島々を訪れたいと思っていました。
なかなかいけない理由は、交通手段にあり、鹿児島港を起点
に奄美大島まで週に1～2便フェリーが往復するだけで、空路
はありません。その船も台風の多い地域ですから、欠航がよ
くあります。秘境といわれるゆえんはその辺にあるのかもしれ
ません。私はリタイアした今、自由気ままに半ば探検気分で
日本最後の秘境の島 を々訪れることにしました。行かれた方も
おられるかもしれませんが、ここでは私の体験として書かせて
いただきました。
　トカラ列島は、南西諸島のうちの南北160キロに点在する
島々で、北から口之島―中之島―平島―諏訪瀬島―悪石島
―小宝島―宝島の七つの島に600人余りが50～150人づつ
分かれて住んでいる。島民の足は基本的にはフェリーしかな
く、鹿児島港を深夜に出航し、早朝に口之島に寄港、そこか
ら続く六島に寄港したのち、奄美大島に向かう。そして、次
の日また島々に寄港しながら鹿児島港にもどる。船は全長
85.8mあり、多少の
波でも就航できると思
われるが、台風の際
の問題は寄港にある。
各港はこのフェリー専
用の港で、海がしけ
たときには着岸できな
い。
　トカラ列島の旅人は普通いくつかの島をめぐることを計画す
る。私は、まず鹿児島から南端の宝島を訪れ、一泊したのち
帰り便に乗って中之島に到着、三泊したのちまた行き便に乗っ
て諏訪之瀬島に向かう。そして一泊したのち鹿児島に帰ると
いう約一週間の旅程を立てた。
　フェリーは普通一週間に2便出るだけなので、有効活用し
てようやく三島を訪問することができる。各島には、民宿があっ
て、電話予約しておく。島に食堂はないので、宿泊は3食付
である。
［宝島］宝島には昼ごろに到着した。民宿のご主人が港に迎
えに来ていて、さっそく民宿に移動。すぐに奥さんがカレーの
昼食を出してくれた。デザートには島で採れた小ぶりのバナナ
が並ぶ。この日、ここに泊まるのは三人。私のほか奈良から
来たという旅の若者が一人、電力のメンテ作業の人が一人だ。
食事中にこの島の話を奥さんから聞く。宝島の見どころは2か
所。一つは観音堂と大鍾乳洞。奥が深いとのことだが、奥に

は入れない。もう一つはイギリス坂だ。集落の中ほどにある坂
だが、そこでイギリス人1名が殺された事件がある。1824年
にイギリス船が難破し、乗組員がここに上陸したが、その際
島民は食糧他を援助したという。そのときイギリス人はここに
牛がいるのを知りほしがったが、島民はことわった。そこで、
夜半イギリス人は盗みを企てたが失敗、一人が島民に殺され
たというのだ。残念な
歴史の一コマだ。た
だその事件がきっか
けでこの宝島は、か
のスティーブンソンの
名作「宝島」のモデ
ルになったとの話もあ
るが定かではない。
　島内を一周して民宿に戻った。ほどなく夕食をいただく。食
べながらご主人の愚痴が始まる。ご主人によると１か月ほど前、
大切な足のフェリーが座礁したとのこと、その場は乗組員の
機転で脱出できたが、後日１週間ほど修理が必要で、フェリー
の便が途絶えたのだという。食糧や日用品などすべてをこの
フェリーに頼っている島民にすればほんとに困った出来事で
あったと思う。ご主人は今の船長を辞めさせるべきだと言う。
確かに島民の暮らしや収入はフェリーに頼るところが多い。民
宿のご主人は、フェ
リーが到着するたび
に着岸の補助業務や
荷物の乗降業務をし
ており、それによって
いくらかの収入がある
という。いろいろな潤
いをフェリーがもたら
している。
　次の日は、朝早く帰り便のフェリーに乗り込んだ。次の目
的地の中之島を目指す。中之島は列島の中では一番大きく中
心になる。ここで、三泊を予定している。島に近づくとすでに
島民が迎えに来ている。
［中之島］民宿についてほどなく昼食をいただくと、さっそく
島内の探検を開始した。この島の名所はたくさんある。活火
山で噴煙を上げる御岳（979m）、歴史民俗資料館、天文台、
トカラ馬放牧場、温泉浴場などである。まずは中之島の施設
が並ぶ高台に足を運んだ。平原に着くや否や放牧場にたむろ
するトカラ馬が目に入る。全部で15頭ぐらいか、柵のすぐ近く

に数頭、遠くの方に
も10頭くらいがのび
のび休んでいる姿が
見える。彼らに仕事
はない。日本の数少
ない固有種として丁
重に飼育されている。
資料館や天文台は閉

トカラ列島への旅
澤井　伸之（S①）

コラムコラム

宝島に着岸したフェリーとしま

道端に実ったバナナ（中之島）

フェリーを出迎える島民

トカラ馬との語らい
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まっているので、馬にチョッカイをかけた。馬は最初こちらを
うかがっていたが、周辺のススキの葉っぱをちぎって与えると、
すぐに手元から葉を食べた。で、またちぎって持っていくとド
ンドン食べる。一頭からすぐに三頭に増えた。こうなるとこち
らは半分仕事になってくる。ススキは素手では取りにくいので、
私は別の刈りやすい草を取り始めた。すると、すぐに全員むこ
うを向いていやいやのポーズだ。ススキの葉が好物で、それ
以外は食べないのだ。しばらく続けたがお互い飽きてきて、ま
た馬はその辺に散らばっていった。ほのぼのとした時間を馬と
共有した。
　民宿に帰った後、温泉浴場に行く。島民にとって風呂はい
つもこの温泉浴場である。民宿の近くに2つも温泉場がある。
私は南の温泉場に行った。豪華さはないがまずまずの広さで
疲れを取るにはいい湯だ。何人か後から入ってきて私にシャ
ンプーなど親切に貸してくれた。
　民宿に戻り夕食をいただいていると、ご主人がやってきて
次のフェリーは台風で来ないという。この島の人たちは2～3
日先であれ、台風の予測はピッタリ当てる。来ないものは来
ない、そうするとこの島に6泊はすることになる。まあ、もとも
とこういうことは覚悟していたが、現実になった。リタイアして
いないと早々受け入れがたい予定変更だ。
　次の日は御岳に登ることにした。民宿のおばさんが弁当を
持たせてくれ、私は山に向かった。この山にはNHKの中継設
備があってほとんど頂上までいい道がついている。中継所か
らはなだらかな山道が続いた。さて、ほぼ頂上かと思ったとこ
ろで霧があたり一面立ち込めた。一歩前も見えずこのまま前
進するのは危険と、小さな窪みを見つけてそこで昼食にした。

休憩のうちに霧が晴
れてきたので再び山
頂に向かった。する
と、登山道は急に噴
火口の外輪の淵に出
た。一歩間違うと火
口に落ちてしまうとこ
ろだった。この火口の
中に、何かしら石を
固めた構造物が見え
る。 後で知ったが、
ここは戦争中弾薬の
原料の硫黄を取って
いたところだそうだ。
その火口の向こうにト
カラ列島と大海原が

見える絶景を味わった。
　民宿に帰るとご主人が、今日は村の「寄合い」で集会所
に村人が集って一杯やるという。私も参加して、そこで夕食を
とるように言われた。私は、温泉の後言われた集会所に行った。
もう50人以上の村人が集まっていて、ワイワイガヤガヤ楽しそ
うである。挨拶らしいものもないまま、一杯飲みの会が始まる。

私も村人の輪に入る。村人の中に温泉で親切にしてくれた人
がいた。小学校の校長先生だった。また、資料館の館長が
いたので、明日会館を見せていただくお願いをした。私がこ
の村に住むことはできるかと聞くと、OKとの返事。実は、ここ
には内地からのいわゆるIターンの人たちが多い。校長先生は
大阪から、館長は埼玉からの移住者だった。ただ、移住の
条件があり子供を持った家族であることが前提のようだ。実
際には私の移住は難しいようだ。村人とも仲良くなれ、そのう
ち子供たちも一緒に踊りの輪ができる。仲に入って見よう見ま
ねで踊ってしまった。
　次の日、まだ台風は来ないので民俗資料館に行った。館
長が待っていてくれて、展示物を１時間以上かけて案内して
くれた。トカラ列島の様 な々情報を仕入れることができた。
　帰り道、後ろから来た軽トラに声をかけられた。民宿までお
くってやるという。好意を断るわけにいかず、荷台に乗せても
らった。みんな優しい限りだ。
　台風が過ぎ、フェリーの来る日になった。私は次の訪問地
の諏訪之瀬島に行く。島の民宿に電話すると、ご主人はどう
ぞと言ってくれた。台風による急の日程変更にも気軽に応じて
くれた。
［諏訪之瀬島］港にご主人が迎えに来てくれ、民宿に着く。
個人宅の大きさ程度だが、7～8人が泊まっている。私は仏
壇のある部屋に案内された。隣の部屋から「私はどこで寝るの」
というおばあさんの声が聞こえる。おばあさんには申し訳ない。
私は昼食の後、島内探検を開始した。ご主人が案内してくれ
るという。ワゴン車に乗って、港から放牧地や廃墟と化した滑
走路などを案内してくれた。ここにはかつてレジャーセンター
の構想があり、空路も準備されるはずだったが、とん挫してし
まっていた。ひととおり案内してもらった後、ここの活火山の
登山口で降ろしてもらう。登山を終えて帰ってくると、頭や服
にいつのまにか火山灰が積もっている。実はフェリーが座礁し
たのは、この島の港でのこと、いつの間にか港に火山灰が降
り積もり、浅くなっていたため座礁したのだ。今、民宿に泊まっ
ている人は港の火山灰を取り除くための作業者だった。
　次の日は、いよいよトカラ列島を離れる日だと思って早起き
した。隣の部屋で物音がする。おばあさんが仏壇を拝むため
に私が起きるのを待っていた。
　長い2週間ほどの旅が終わる。フェリーの中で、初日宝島
で一緒だった若者と再会する。私は中之島で、彼は口之島で
1週間を過ごしていて、お互い旅の土産話を披露しあった。
　話は尽きず、鹿児島について2人でビール片手に夕食を取
りながら、長かった旅行とこれからの旅行計画など話し合っ
た。
　私は、この旅行で二つ学んだ。一つは尖閣諸島など問題
になっているが、離島を維持していくために多くの苦労と村人
の協力の上に成り立っているということ、もう一つは村人や旅
人など人とのつながりは何でもないところからできていくものだ
ということ。私は、旅を通じた人との出会いを今後とも大切に
して行きたい。以上

御岳山頂から火口を望む（かすかに口之島が見える）

御岳山頂での記念写真（筆者）



−45−

コラム

海外で居場所を失った人々
　山崎豊子著「沈まぬ太
陽」のアフリカ編に、ケニ
アのナイロビで双子の黒人
の幼子を抱え、乞食同然
で暮らす日本人女性の話
がでてくる。現地で知り
合って結婚した夫に逃げ
られた。日本に帰りたいが、
子供のことを考えると躊躇
する。航空会社の駐在員
である主人公が見るにみかね、ウガンダでワイシャツを生産す
る日本企業に職を世話し、彼女を助ける。海外にいると、理
由は様々だが居場所を無くした日本人に時々出会う。以下は
中国での体験である。
　1981年、福州市でテレビを生産するため、現地の宿舎に
数名の出向者と共に滞在していた。ある日、粗末な身なりの
日本人女性が訪ねて来た。「最近こちらに日本人が滞在して
いると聞き、失礼を顧みずお願いがあってやって来ました。一
つは、日本のタバコを一箱、人民元で売って頂きたい。主人
が日本のタバコが忘れられないというものですから。もう一つ
は、この手紙を日本に帰られた時、投函してもらえないでしょ
うか」。長年不通の親の住所という。
　我々は兌換券しか使えなかったのでタバコはあげ、手紙は
引き受けた。事情を聞くと、日本で中国人と結婚。程なく
1958年の大躍進で希望に燃え、二人で中国に渡った。とこ
ろがこの政策は無残な失敗。1965年に始まった文革では、
日本からの帰国者はスパイ扱いされ農村に下放。最近やっと
福州に戻り、中国はもうこりごりという。その後、親と連絡が
取れ、家族で日本に無事帰国したそうだ。
　福建省から工場に派遣された通訳は、50代で台湾人の元
日本人。日本で中学を卒業後、日本軍に入り中国で終戦。
現地で中国共産党に入党し朝鮮戦争に従軍。帰還後、省政
府に勤務したという。彼の家を訪ねた時、タンスから紫の風
呂敷に大切に包まれた御真影を取り出された。驚きのあまり、
挨拶の仕様がなく、しばし無言で写真を見つめていた。彼の
親との連絡も我々が引き受けた。
　中国では戦争や政変で、自分の居場所を失った人を間近
に見て、胸の痛む思いをしたものだ。

（朝日カルチャーセンター・横浜）

ペルーで卵かけ御飯
　2006年秋、学生時代の友人と4人で11日間、南米旅行を
した。イグアスの滝やマチュピチュのあと最後にナスカの地上
絵を見るため、ペルーのリマから観光バスでパンアメリカン・

ハイウエイを南へ300㎞走っ
た。この時、ガイドの西方さ
んからフジモリ元ペルー大統
領の治績や訴追原因の話を
聞いた。
　彼は日系三世のペルー人
で年齢は50代半ば。丁寧な
昔風の日本語を話す。疾走するバスの窓外は右手に太平洋、
左手に荒涼たる砂漠が続く。南から北上するフンボルト寒流
で海水が蒸発せず雨が降らないからだ。
　途中で砂漠に、人気のない掘っ立て小屋が点在しているの
が目に入る。「奥地で開発された天然ガスがパイプラインでこ
こまで運ばれ、輸出するため近々港ができる予定です。砂漠
は無主の土地なので、小屋を建て占有権争いをしています。
フジモリ大統領が軍隊を使って山賊を退治したお陰で、奥地
で天然ガスの開発が可能になりました」。
　さらに走ると、砂漠にビニールハウス状の細長い建造物が
何列も見える。「あれは養鶏所です。ハウスの半分は天井を
取り払い太陽熱で殺菌中です。一年毎に殺菌済みの鶏舎に
移るので衛生的です。砂漠の養鶏は大統領が提唱され、現
在ではペルーの主要産業になっています」。
　案内の最後に西方さんはこう語った。「彼はペルー経済を
再建し、麻薬組織や左翼ゲリラを壊滅させ治安維持に成功し
ました。しかし、南米大統領会議で、南米の開発促進のため
に合衆国構想を提案したのがアメリカの逆鱗に触れ、ＣＩＡに
あらぬ噂を広められ追い落とされたのです」。
　帰国日の昼食はリマの日本レストランで、温かい御飯に生
玉子が付いていた。店主が「砂漠の養鶏所で今朝とれたの
で新鮮かつ安全です」という。いささか羊の肉料理に飽きて
いた頃なので、未だ、チリに拘束中のフジモリさんに思いをは
せつつ、地球の裏側で、思わぬ玉子かけ御飯をおいしく食べた。

（朝日カルチャーセンター・横浜）

東欧から来た女性
　イギリスのボルトンに自動
車用電子制御機器の工場を
設立したメンバーが、年に
一度集まり、懇親会を開い
ている。2011年の会で、こ
んな話を聞いた。当時、営
業を担当していたポーランド女性のキンガ・レグが、2009年
にパリで殺された。現在もインターネットに記事があるという。
　帰って早速調べてみた。確かに出ている。大写しの写真も
あり、紛れもなく彼女だ。「大金持ちの女性（36歳）、パリの
一流ホテルの浴槽で、全裸で惨殺される」とある。あまりに
も猟奇的な記事にびっくり。
　1997年の工場設立後間もなく、ポーランドの日系自動車会
社のエンジン工場と取引が始まり、現地の言葉が話せる営業
担当者が必要になった。応募してきたのがすらりと背が高く、

「文章教室」三題　⑧
宮本　明（E⑫）

御真影

ペルーの砂漠に見る養鶏所

ポーランド風景
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若い美人の彼女だった。ランカシャー大学の国際貿易修士課
程を修了し26歳という。1999年1月に採用が決まり、総務部
長に案内されて私の部屋に挨拶に来た。「ハジメマシテ。キン
ガ、トモウシマス。ヨロシク、オネガイシマス」と日本語で挨
拶されて驚いた。仕事はよくでき、顧客の評判もよく、安心し
ていた。ところが、わずか一年半で突然「お金持ちになりた
いから、辞めます」と言って来た。
　彼女が19歳の時、鉄のカーテンが破れてポーランドに自由
化が始まった。故郷の町がイギリスのプレストンと姉妹関係を
結んだ縁で、この町の大学に入学。卒業後、同市役所の幹

部と結婚するが二年で別れる。直後、我々の会社に入りわず
かで辞め、プレストンの農産物供給会社に移る。ここで父親
の農場で作ったトマトの輸入と販売を行う。2006年に供給会
社の社長（64歳）と結婚。彼にも父の農場に投資させ、規
模拡大とポーランドのＥＵ加盟を追い風に急激に販売を伸ば
す。ところが、わずか一年で夫を捨て、社交界で知った遊び
人の男（40歳）に走る。金銭問題をこじらせ殺される。
　東欧の若者が突然の自由化で、華やかな資本主義社会に
幻惑されて招いた悲劇と、地元紙は評していた。

（朝日カルチャーセンター・横浜）

4444444444444444444444444444444444444444444444444444444444

　 紺碧の空に溶け込むがごとく
　 彼方見つめる目は澄みわたる
　 褐色の肌を纏った軍神アテナ
　 同胞を導き給へ光の射す方へ

車中、不思議な広告との出会い２
　今、両開き横に掲げられた京都産業大学の広告と向き合っ
ている。クラブ活動と思われる場面設定。1人の女性がホッケー
のような運動具を持ち、前方を見据えている。そのまなざしの
真剣さにやや気おくれしながら、この図像の真意を探る。画
面の上部は澄み切った青空。下部は灰色の雲。「困難を克服
しながら希望の光をつかめ」というメッセージが伝わってくる
ようだ。共同体の大義を現した作品。ヘーゲルの「美学講義」
によれば、これは古典的な芸術作品に分類される。彼方を指
す阪南団地の大高の学生の彫刻（機関誌№82、P60参照）
と同じだ。もちろんよく調べていくと、これはホッケーではなく
ラクロスという競技であって、女性はその選手である、という
ように次第に個の要素が強調されてくるのだが、予備知識の
ない状態でこの図像をぼうっと眺めていると、あくまでこれは
共同体の大義を現した作品なのである。
　共同体の大義。ヘーゲルのいう共同体はギリシア時代のア

テネ市民を指していた。国家、村、会社。さまざまな共同体。
自分は何のためにそこに属しているのか。その答えが共同体
の大義であろう。大学という共同体。それは他の共同体と違い、
卒業後も精神の中に生き続ける。例えばこの冊子を手にした
時。そういう意味でこの目の前の広告は、芸術作品としての
側面を併せ持ちつつ、大学という共同体への勧誘を呼びかけ
るものとして説得力のあるものになっている。
　女子大の広告では少し事
情が異なる。大学の宣伝な
ので将来の夢を実現させる
ための資格や専門知識を学
んでいく、といった内容に
なっているのだが、画面の
中央に登場する女性は、清
楚な身なりでかすかに微笑
み、どことなく聖母子像のマ
リアを思わせる。それは、近
い将来の家庭の主婦として
のふさわしい教養を身につけ、夫の立身出世を支える「良妻
賢母」のイメージであろう。そこでは共同体の大義から核家
族と呼ばれる、個への移行であり、「美学講義」によれば、
ロマン主義的な表現になっている。

歌謡曲における大学生像
　歌謡曲に大学生が登場するのは、管見の限りでは、ペギー
葉山の「学生時代」であろう。ここでは「つたのからまるチャ
ペル」や「テニスコート」、「ノートとインクのにおいのする図
書館」といった大学の諸施設が間接的に礼賛の対象になり、
大学側の施設管理者としてはうれしい限りだ。この作品がで
きた1964年は大学の進学率も高くなく、高校も含めた「学生
時代」にしたということのようだが、詩の中身は規律空間内で
の高校生活とは明らかに違い、キャンパスライフを謳歌してい
る。曲の登場人物も、女生徒とあこがれの女の先輩という設
定になっていて、歌謡曲の基本パターンである男女ではなく
女同士であるところが、高畠華宵（たかばたけかしょう：戦
前から戦後にかけて活躍した挿絵画家）の作品に通じるとこ

大学生という文化経験　―大学生の表象―
仲　一（C�）
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ろがあり、どこかスリリングな味付けがされている。一方、そ
れと正反対なのが高石ともやの「受験生ブルース」。陽気な
メロディー、おどけた調子の歌詞の底流には、かなり強いメッ
セージが溶け込み、それは曲の後半の「どこがいいのか大学
生」の地点で横溢する。歌謡曲の大学生像も学生運動の影
響を受けている。
　学生運動時代の歌謡曲で忘れてはならないのは、ユーミン
の作品「いちご白書をもう一度」である。ここでは「いちご白
書」というきわめてイデオロギー性の高いキーワードを掲げな
がらも、学生時代の思い出を回顧する内容になっている。イ
デオロギーは男女の物語を構成する舞台装置へと後景に退
き、政治的主張の伴ったフォークソングからニューミュージッ
クと呼ばれる商業主義に舵を切った瞬間とも言えるだろう。
　同時代の作品でかまやつひろしの「我がよき友よ」の「下
駄を鳴らして奴が来る　腰に手ぬぐいぶらさげて」の如き旧
制高校を彷彿させる大学生像は、この頃でもすでにノスタル
ジックな色調を帯び始めていた。一方、ガロの「学生街の喫
茶店」では、大学生と喫茶店の文化現象が歌われている。「窓
の外　街路樹が美しい」のような情景描写も見られ、同じ男
女の恋愛場面でも薄っぺらな作品にならないような配慮が見
られる。
　さらに時代は下り、80年代の沖田浩之の「Ｅ気持ち」では、
キャンパスライフイコールセックスライフという、まことにけしか
らぬ内容である。しかし、この曲もよく聞いてみると、セックス
ライフという若者がとっつきやすい主題を表向き提示してお
き、実のところ権力への反抗、反体制主義の醸成を目論むよ
うな、イデオロギーの残滓の臭いを嗅ぎ取ることが出来る。

学生運動と大学生
　時は1968年。公団住宅8階の自宅の白黒テレビ18インチブ
ラウン管には、安田講堂に放水する機動隊の映像が映し出さ
れていた。
　「ああ。もったいないねぇ、はじめくん。この中には大事な
御本（貴重な文献類のこと）があったのよ。」
　当時3歳になっていた自分に、母は言い聞かせてくれた。
大学生のイメージに初めて出会った瞬間だった。それ以降、
大学生＝ゲバゲバ＝学生運動、という図式が刷り込まれてし
まった。家族で平安神宮に初詣に行ったときに通りかかった
京大熊野寮の荒廃ぶりを見るたびに、戦前に岡崎で育ち、イ
ンクラインから流れてきた渦巻く疎水に飛び込んで泳いでいた
三高の学生を見てきた母は、いつも嘆いていたものだった。
そしてこう付け加えるのを忘れなかった。
　「疎水をつくったのは田辺朔郎、京大の先生だよ。その京
大がこの体たらくぶり。罰当たりめ。」
　学生運動の実物に初めて出会ったのは、共通一次の試験
会場であった。1983年。世間では浅間山荘事件の記憶も薄
らぎ、学生運動も下火になっていた頃であったが、ここ大阪
市立大学の構内は熱気にあふれていた。あちこちに立て看板
が目につき、アディダスのヤッケに白のヘルメット、マスク姿

の学生が訪れる受験生にビラを配っていた。「安保粉砕！」「石
川青年を救え！」のスローガンが目立っていた。

有閑階級としての大学生
　学生運動の大学生像からやや遅れて登場したのが、有閑
階級としての大学生像だった。ここでも母の言葉がきっかけと
なっている。
　「甲南大学なんて行くもんじゃないよ。あそこの学生はベン
ベン（ＢＭＷのこと）に乗ってナンパにうつつをぬかす金持ち
の行くところだよ。」
　竹村民郎著作集「阪神モダニズム再考」によれば、船場
の裕福な商人が都内の煤煙をはなれた居住地として芦屋、夙
川一帯に移り住み、当時自然以外なにもなかったところに、
子女の教育をと篤志家たちと平生釟三郎というリーダーのもと
に設立されたのが甲南大学のルーツとされている。然らば文
化人としての伝統が受け継がれていることが考えられ、「甲南
ボーイ」という言葉には、単なる贅沢な大学生を表象してい
るのではなく、どこか貴族に似たようなものが付与されている。

大学生とファッション
　大学生とファッションは相性がいいようだ。ウェブレンの「有
閑階級の理論」で主張されている、みせびらかしの消費（顕
示的消費とされている）の格好の舞台は大学であろう。通学
の道中、大学内と見せびらかしの機会は多い。ところが最近
は高校生も私服、厚化粧の傾向があり、女子高生と女子大
生との境界はあいまいになる恐れがある。例えば遠足の場面。
以前は制服で隊列を組んでの行動であったが、こういったのは

「軍隊式」で生徒の自主性を阻害する、戦前教育への回帰だ、
との論調が幅をきかすようになったせいか、私服で自由行動
に近い高校が増えているようだ。ターミナルでこういった集団
に出くわすと、大学生か高校生かの判別が難しい。こうなると
不思議なもので、小熊英二氏の著書「1968」の表紙にある、
これから始まる闘争に備えヘルメットのあごひもを結ぼうとして
いる、あどけないその横顔に、何か神聖なものさえ感じてしま
うのだ。

市役所のロビーにて
　初夏の日のことだった。市役所の建築指導課での打ち合わ
せが終わり、高層エレベーターで１階に降りた。ロビーの片
隅にある「人権コーナー」へ目が行った。識字学級について
の展示がされていた。パネルが並んでいた。ある1人の女性
の話が、1枚のパネルに物語風の短い文章と、その時の場面
の淡いタッチの水彩画で表現されていた。パネルを順番に見
ていくと紙芝居のように女性の人生の変遷を辿れるようになっ
ていた。水彩画に引き込まれるように、ゆっくりと歩を進めた。

海の向こうの半島からこの地区に住むことになった
近くの小川でたにしなどを採って生計をたてていた
学校には行けなかった
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結婚後1人の子供を授かった
ある日子供が高熱を出し病院に連れて行った
ところが病院の案内が読めず子供は死んでしまった
年月が経ち生活も安定してきた
気が付けば60才を超えていた
知人の勧めで識字学級のあることを知った
この歳で学校に行くことに初めは躊躇した
しかし勇気を出していくことにした
簡単な文字が書けるようになった

　最後のパネルの前に立った時、激しく心を動かされた。いや、
揺さぶられたと言ってもよい。女性は失われた過去の異議申
し立てをしている訳ではなく、ただみんなと学ぶことの楽しさ
や文章の書けることの喜びを率直に表現しているようであっ
た。それと引き換え、両親に恵まれ、何一つ不足なく大学ま
で行かせてもらった自分は、いったい何をしてきたのだろうか。
　パネルから視線を下げた。机に積まれている黄色い表紙の
冊子。表紙の中央にはパネルの女性と思しき人物がペン画で
描かれている。残された時間を表象している老眼鏡付近の皺

や曲がった背中。しかし
それとは対照的に、まな
ざし、口元、指先の力
強く表現された描線。そ
してきつく握られた鉛筆
がノートに文字を刻んで
いる。識字学級の人た
ちの文集だった。手に取った。原稿用紙のます目にたどたど
しい文字で書かれた文章。あくまで素朴な内容だった。しか
し…、最近はエッセイとかを書いているが…、この原稿用紙
には遠く及ぶまい。
　買い求めた文集を大切にかばんに入れ、市役所を出た。
足元を見ながら考えた。先ほどの自責の念を引き起こした何
か或る者の存在は、大学生という文化経験の賜物だろうか。
草のにおいに頭を上げた。いざなうようにそよ風に揺れている、
図書館へと続く街路樹。その向うには新しく建てられた三角の
屋根の高層の市営住宅が、紺碧の空に近づこうとしているよ
うに起立している。正午の強い日差しがこれらに陰影をつけ、
水彩画の続きを見ているようであった。

4444444444444444444444444444444444444444444444444444444444

　50年前に日本で最初に出来た名神高速道路は時速100km
を想定して造られ、供用された。当時、クルマは時速100km
で走るとエンジン音がかなり大きくなりクルマが振動した。友
人がふざけて110kmで飛ばすとうなり声を上げ、燃料計の針
が見るみるうちに下がることに驚いた。空気抵抗が速度の２
乗に比例することを実感したことを思い出した。高速走行は油
を喰うのだ。
　世界の高速道路の制限速度は欧米の先進国と韓国など
120～130km/hが多い。75~80マイル/hである。カナダ、オー
ストラリア、ロシアは110km/h。よく知られているようにドイツ
のアウトバーンは制限がない、というのは小型乗用車のはなし
で、今は、トラックは80km/h、バスは100km/hに、坂道や
分岐路の手前などでも制限されているようだ。無制限で走れ
る区間も総延長1万３千キロのアウトバーンの半分位になって
いるようだ。
　かつて、オイルショックの時にドイツはアウトバーンを
100km/hに制限した。その結果事故死が3割減った。アメリ
カでも同じように65マイル/h(約104 km/h)にしたところ事故
死はやはり3割減った。オイルショックが終わって、ドイツは
元通り無制限に戻したが、アメリカは事故が減る事実を重視
して戻さなかった、ということだ。自由を至上とするアメリカと、
規則で縛るのが好きなドイツということが知られているように思
うが、事実は意外である。

　エコドライブの要点は、１にスピード、２に余分なものを載
せない、ということだ。アイドリングストップ、ふんわりアクセ
ルなど急な加減速を少なくする、速度控え目など。（財）エネ
ルギーセンターのデータによると、車の空気抵抗は窓を全開
で走ると10.6％増すという。上にスキー板を載せたり、ルーフ
ボックスを載せて走ると40～25％増すという。エコ走行では
タイヤの空気圧も大事でスノータイヤのように地面との接着性
がよい、空気の減ったタイヤは燃費が悪い。このことは自転
車で実感できる。

　宇宙から地球を眺めてみたい、というのは私だけでなく多
数が願望している。その願望を叶えられた人は170万年の人
類の歴史のなかで100人余りしかいない。
　標題は、立花　隆氏の名著で、1885年初版、私の手元
にある文庫本は2006年1月発行の31刷目である。司馬遼太
郎と氏の対談｢宗教と日本人｣で興味を持ち、読んだ。
　宇宙に行き、外から地球を見るという実体験は人を変えず
にはいられない、ようだ。圧倒的な命の輝き、ミラクルとしか
言いようのない美しさ、声も出ないどころか、ドラスティックな
宗教的な目覚め、神の啓示といったもの ‐ 内面的な変容体験
‐ を、多くの宇宙飛行からの帰還者が述べている。国境も見
えないし、民族も国家と言う意識も吹っ飛んで、人類を超え
て生命と言う意識が呼び起こされる、という。そして、船外
活動で真空の宇宙に出るのは、窓越しの景色として地球を「見
る｣のと、眼の前にある地球を物体として「感じる」のとがま
るで違うように、リアリティが違うらしい。すべての人々、すべ

藤本　勝（Ｃ⑯）
高速道路の法定制限速度とエコ走行

宇宙からの帰還
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ての命、すべての景色、すべての出来事は、眼の前で起きた
球体 ‐ 地球で起きたことなのだと、地球と一対一で対峙しな
がら実感する、という（野口聡一、2005.7ディスカバリーに
搭乗して船外活動を体験）。
　今は地球上で産業革命以後に顕著となったネーション、ス
テートあるいは民族という意識が充満しているが、地球を脱し
て外からそれを眺めると、宇宙の唯一のオアシスとしての地球
をとらえる意識が自然と、かつ、強烈に湧いてくる、という。
これこそがわれわれ地球の未来にとって必要な意識だと思う
のである。
いま、世界の主要国のトップを宇宙体験に送るべきではない
だろうか。世界の政治リーダーは宇宙体験者でないと選ばれ
ないというルールが必要ではないかと愚考する。

正岡子規が病床で考えた｢介護｣
　｢病気の介抱に精神的と形式的との二様がある。精神的の
介抱というのは看護人が同情をもって病人を介抱することであ
る。形式的介抱というのは病人をうまく取り扱うことで、例え
ば薬を飲ませるとか、包帯を取り替えるとか、背をさするとか、
足を按摩するとか、着物や布団の具合を善く直してやるとか、

そのほか浣腸沐浴は言うまでもなく、始終病人の身体の心持
ちよきように傍らから注意してやることである｣ ‐「病床六尺」
より。‐ 104歳で現役の医師日野原重明氏より披歴された現代
仮名遣い文。

（＊注記【同情：他人の身の上になって、その感情を共にす
ること。特に他人の不幸や苦悩を自分のことのように思いやっ
ていたわること。おもいやり。‐ 国語辞典より】なお、同情に
は憐れみというニュアンスで抵抗感を抱く向きもあるようだ。
本来の意味は上記。英語でsympathy、共感の意では
empathy。単に気の毒だと同情するのはfeel pity on 
somebody。 相手に手をさしのべたくなるという意味ではtake

（or have）pity on ~と表現するらしい。相手が同情を有難
いと肯定的にとらえるか、憐れみを受けたくないと抵抗がある
かによって意味合いが違ってくる、ようだ。翻って、自分が同
情してほしいか、そうでないかによって、意味を肯定的にとら
えたり、否定的にとらえたりするようだ。）
　超高齢社会になって、｢死に場所難民が数百万人｣と言わ
れる我が国で、消費税アップもそのためだったと思うが、安く
ない介護保険料を源泉徴収されているが、どんな介護が待っ
ているのか。ということは、今は考えたくない。

西代記念碑の修復報告

　2016年3月に開学記念碑の防塵処理を行いました。工学部玄関北側に設置されてある旧神戸高等工
業学校初代校長廣田精一氏の教育理念［ＳＰＡＲＳＡＭ］碑文と同様の方法で行ったもので、しばらく
はきれいな状態が維持できるものと期待しています。
　近くにある震災復興共同再建ビル「アルス御屋敷通」の玄関ホールに設置されている西代学舎のアー
チモニュメント説明版も修理が完了したところであり、機会があればぜひご確認いただきたい。なお、修
復費用については、会員の皆様からの寄付金で行っており、ご協力いただいた方にはこの場を借りてお
礼申し上げます。寄付がまだの方は、受付しますので、ご協力いただきますようお願いいたします。今ま
での主な経緯は以下のとおり。

機　関　誌 対　　象 内　　容 備　　考

№ 19 1984.3 表紙写真 開学記念碑 水笠公園に新設、お披露目 1984.3 水笠公園に設置

1995.1.7 阪神淡路大震災発生 震災復興区画整理のため、公園が
廃止され、一時保管

1999.8 アーチモニュメント 西代学舎アーチモニュメント設置 「西代ビル」取り壊し、「アルス御
屋敷通」共同再建

№ 59 2004.9 表紙写真 開学記念碑 震災復興 2004.5.19 ポケットパークに移転

№ 79 2014.9 表紙写真 開学記念碑 防草処理完了 花が生育しすぎて見えないため

№ 82 2016.3 表紙写真 アーチモニュメント 説明版修理 文字の一部が消えて読めないため

№ 83 2016.9 表紙写真 開学記念碑 防塵処理 表面を強化プラスティック処理
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　建築学科／建築学専攻では木南会の後援を頂き、「神戸
建築学」と題した講演会を継続的に開催しています。
　第39回目は馬場正尊氏を講師としてお迎えしました。
　以下に講演の概要をご報告します。

　馬場正尊氏：建築家・OpenA代表／東京R不動産ディ
レクター、東北芸術工科大学教授。1968年佐賀県生まれ。
1994年早稲田大学大学院修士課程修了。博報堂で博覧
会やショールームの企画などに従事。その後、早稲田大学
大学院博士課程に進み、雑誌『A』の編集長を経て、
2003年OpenA Ltd.を設立。建築設計、都市計画、執筆
などを行う。同時期に「東京R不動産」を始める。2008
年より東北芸術工科大学 准教授、2016年より同教授。
建築の近作として「TABLOID」（2010）、「観月橋団地」

（2012）、「道頓堀角座」（2013）など。近著は『RePUBLIC 
公 共 空 間のリノベーション』(学 芸出版 社、2013）、

『PUBLIC DESIGN 新しい公共空間のつくりかた』（学芸
出版社、2015）、『エリアリノベーション 変化の構造とロー
カライズ』（学芸出版社、2016）

　都市は現在ある分岐点に立っています。戦後、高度経済
成長や人口の増大の中で生み出された日本で作られた建築物
の多くは国や大企業の均質な資本によって生み出された均質
な建築物です。それら均質な建物は日本に均質な都市風景を
もたらしました。経済成長も落ち着き、人口が減少へと転じた

現在、それらの建築物には老朽化や空き家が目立つようになっ
てきています。
　近代の建築手法として、建築家や施主が計画し、ゼネコン
や工務店がそれを建造する、そして最終的に使い手に渡ると
いうプロセスが存在しました。現代、そしてこれからの建築手
法のプロセスは近代までの流れに逆行すると思われます。そ
れは建築に対して、大工やアーティスト、住民など多種多様
な介入が生じることによって、使い手側が計画、建造にいた
るまで建築に参加していくのではないでしょうか。
　既存の古い建造物にはリノベーションという手を加えてゆ
く。すると建築は月日とともに物語を持ちます。元の住人や従
業員といった使用者が紡ぎだしてきた物語は建築にさらなる
深みをもたらし、建築は使用者に寄り添います。そしてリノベー
ションされるとき、その物語は完全には潰えず、どこかその形
を残しながら新しい物語を紡いでいきます。新たな使い手、
つまり「工作的な人々」は空間を、彼ら自身の行動や生活に
合わせて再編成、再構成していきます。既存の空間の中に新
しい違和感を構成しつつも、前の使い手の熱をどこかに残し
て彼らは住み継いでいく。そうしたことが連なることで、これか
らの街の風景は変わっていきます。このような新しいプロセス
で構成される都市を「工作的な都市」と呼んでみたいと思い
ます。計画の概念が通用しなくなった時、それらをパッチワー
ク状に張り合わせ、いつの間にかできあがる都市。それは統
一的なイメージはなく、多様性が容認されるいい意味でいい
加減な風景。これが次代の街の姿かもしれません。

………………………………………………………………
　この「神戸建築学」は、2015年度から年2回の講演会と
なり、教職員だけでなく学生有志が主体的に運営に携わって
います。彼らは今回も事前に勉強会を行ない、当日配布のレ
ジュメを作成し、講演会を単に聴くだけのものでなく、アカデ
ミックな議論の場をつくり出してくれています。
　当日は木南会会員の方はもちろん、一般の方も来場頂き、
参加者は250人を数え、百年記念館六甲ホールが満席となり

 木南会 
◎神戸建築学第39回講演会『計画的都市から工
作的都市へ』

単 位 ク ラ ブ 報告
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ました。今回ご参加頂きましたみなさま、ご後援頂きました木
南会のみなさまに感謝申し上げます。
　これからの神戸建築学へのみなさまのご参加をお待ちして
おります。
中江　研（建築学専攻准教授／2015-16年度木南会事務
局次長／A㊴）

■木南会役員（2015-2016年度）
役職 氏名 回生 所属

会長 上山　卓 A ㉘ コー・プラン

副会長
小南　正雄 A ㉘ 兵庫県
三木　太志 En ③ 神戸市

顧問 三輪　康一 A ㉓ 神戸大学

会計監査員
竹田　茂 A ㉘ 兵庫県
熊田　典彦 A ㉕ 日本 ERI ㈱

事務局長 末包　伸吾 A ㉞ 神戸大学

事務局次長
畠　　仁志 A ㊳ 兵庫県
小林　賢一 A ㉟ 神戸市
中江　研 A ㊴ 神戸大学

事務局員

中林　幹夫 AC5 兵庫県
田路　清嗣 AC6 兵庫県
山田　篤 AC5 神戸市
奥村　直土 AC7 神戸市
山口　秀文 AC1 神戸大学

　旧建築24回生は、同窓会50周年を平成10年に開催して以
来、遠隔地からの参加が困難なことから、神戸周辺の有志が

「会いたい…」との要望により、毎年4月24日に「神戸元町、
牡丹園」（27・28年度は六甲苑）にて、級友の健在・情報
を交換して、四方山話に時の経つのも忘れて、六甲の美酒を
交わしながら賑やかな昼食会を催してきました。
　会を重ねる毎に、高齢と共に参加者が減って寂しくなって
きました。
　27年度には、一人での参加は往復の道中が心配なことか
ら、奥様・家族の同伴を提案しました。
　昨年、今年の奥様・家族との同伴にて開催しました昼食会
では、多様な話題は華やかで盛り上がり、楽しい一時となり
ました。
　年々、歳を重ねる毎に参加者が減り、続けて欲しいとの要
望がありますが、来年からの継続の名案を探っています。
　養生中の寺谷氏・他諸兄の健康と再会の日を祈ります。

（増川・真砂（A24））

後列　真砂　川下夫人　結城令嬢　真砂夫人　増川夫人
前列　川下　藤原　結城　足立　増川（敬称略）

「会いたい・今、会おう」ＫＴＣ・Ａ２４　昼食会

（１）平成27年度竹水会総会（議事録抜粋）
日時：2016年3月25日（金）14:00～15:10
場所：神戸大学瀧川記念学術交流会館2F会議室
出席者：11名
１．事業報告
　・�会費未納者への納入お願い文を発送（1120通）
　・�学生のための工場見学会実施 ‐ 2015年9月28日
　場所：古野電気（西宮市）、参加学生：11名
　・学生へ学会出張旅費補助：20件
　・竹水会優秀論文賞：3件
２．2015年度決算報告
　・�収支赤字となり、竹水基金から赤字分約40万円を取り崩

すことが承認された。
３．2016年度活動計画
　・総会、新入会員歓迎会の開催

　・学生へ学会出張旅費補助、優秀論文賞表彰。
　・学生のための工場見学会を実施。
４．2016年度予算
　・収入、支出とも135万円（前年度より30万円減）
５．総会で出された意見
◆役員は各回理事の掌握が必要。各回理事に理事としての
自覚を持ってもらう必要がある。各回理事とコンタクトを取り、
話がつけば、各回の名簿を配布してはどうか。
◆研究室によっては、LINEやFacebookで連絡を取り合って
いる。
◆以前は、卒業式の日に行う新入会員歓迎会に現役OBの参
加が多かった。最近は非常に少ない。
◆新入会員歓迎会で参加者から1000円くらいの参加費を徴
収してはどうか。
◆卒業後15年位経つと同窓会のありがたみがわかる。
◆実際、自分が何年分の年会費を払っているかわからない。

 竹水会 
【竹水会活動報告】

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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個人が納入状況を知る方法はないのか。
６．2016年度の役員
会長　　　　　古澤一雄　Ｅ㉔
副会長　　　　田中初一　Ｅ⑫
副会長　　　　宇野健一　Ｅ⑫
副会長　　　　野村和男　Ｄ④
会計幹事　　　原田幸弘　Ｅ�
会計幹事　　　黒木修隆　Ｄ⑱
広報幹事　　　藤井　稔　Ｅ㉟　兼会計監査
幹事長　　　　中井光雄　Ｅ㉙　兼会計監査
副幹事長　　　松尾至生　Ｄ⑨
幹事　　　　　高城昌弘　Ｅ⑨
幹事　　　　　木谷晃夫　Ｅ⑩
幹事　　　　　津和章雅　Ｅ⑪
幹事　　　　　北浦弘美　Ｅ⑫
幹事　　　　　河原伸吉　Ｅ⑭
幹事　　　　　太田有三　Ｅ⑳
幹事　　　　　横山洋一　Ｅ⑳
幹事　　　　　赤尾祐太郎Ｅ㉓
幹事　　　　　内橋聖明　Ｅ㉕
幹事　　　　　中村修二　Ｅ㉕
顧問　　　　　平島一郎　Ｅ①
顧問　　　　　坂井洋毅　Ｅ⑧
東京支部長　　中川順三　Ｄ③
東京支部幹事　今井博行　Ｅ⑳
東京支部顧問　弓場敏嗣　Ｅ⑫
東京支部顧問　宗村俊明　Ｅ⑭
東京支部顧問　中村　成　Ｅ⑯
詳しくは、下の竹水会のホームページをご覧ください。
http://home.kobe-u.com/chikusuikai/

（２）新入会員歓迎会

日時：2016年3月25日（金）15:30～17:30（総会後）
場所：神戸大学瀧川記念学術交流会館
参加者：189人
　　　（学部生89人、院生65人、教職員24名、OB11名）
　年々参加者が増え、今年は会場が新卒業生で一杯になり、
学生同士、教員、先輩との間で話の花が咲きました。

（３）OB講演会
　電気電子工学専攻から竹水会に対し、H28年度第2ク
ウォータ（旧前期後半）の授業の1コマに、主に学部1年生
を対象にOBによる講演会の開催を要請され実施した。
第1回　2016年6月14日（火）3限目13:20～14:50
テーマ：「先人に学ぶ」、講師：横山洋一Ｅ⑳
第2回　2016年7月19日（火）3限目13:20～14:50
テーマ：「先輩に学ぶ」
講師：中村憲史E�、斎藤優太E�

（４）第４回学生のための工場見学会（予定）
日時：9月29日（木）11:30～17:30（六甲駅発着）
場所：次の2か所（貸切バスで移動）
①ダイキン工業㈱淀川製作所内
　テクノロジー・イノベーションセンター（摂津市）
②アサヒビール吹田工場（吹田市）
対象：学部1回生から大学院2回生の全学年。
　（就職活動とは無関係で、学生の社会勉強が目的）
定員：20名（自由応募）　　　　　　　　　　　　　以上

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

◆「平成27年度 機械クラブ総会・講演会」報告

開催日：平成28年3月25日（金）、開催場所：兵庫県私学
会館、参加者数：総会38名、講演会60名

【１】総会（16：00～17：00）
　昨年の総会以降亡くなられた方々のご冥福を祈るため黙祷
を捧げたのち、平田総務部会長の開会宣言に続き、冨田会
長に議長を委嘱し開会した。
１．会長挨拶
　冒頭冨田会長より、会長就任2年を経過し、この間役員、
会員各位の支援で今日に至り感謝する。

　任期としては2年であるが、先の副会
長会議にて会長をもう一期継続せよと
の推挙を頂き、本日の総会にてご承認
をいただきたいとの提案があり、全会一
致で承認された。
　KTCMの母校への支援として先生方
はもとより、学生の海外での発表、課
外活動として「学生フォーミュラチーム」「ロボット研究会」
への支援を行った。KTCMの使命として、社会人としての未
来の姿を想像することを可能にすること、に加え、先輩諸兄
の活躍する姿を通して学生に自信と誇りを持ってもらうこと、

 機械クラブ 

冨田会長
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も重要である。今後の発展を望むべく、まずは目標を立てて、
具体的に示すことで、多くの会員に興味を持ってもらい、まず
は案内に対して返事を頂くことで活動をご理解頂き、長い目
で見た時に参加に繋がっていくと信じ継続していく。宜しくご
支援、ご鞭撻のほどお願い申し上げます。との挨拶をいただ
いた。
２．報告事項

（当日の配布資料など詳細は、機械クラブホームページをご
覧下さい。http://home.kobe-u.com/ktcm/）
　１号議案　平成27年度活動実績
　�　資料に基づいて平田総務部会長より「平成27年度活動

実績及び平成28年度活動計画」が報告され、全会一致
で承認された。

　２号議案　平成27年会計報告および監査報告
　�　資料に基づいて副島財務部会長から"収入"と"支出"の主

な項目についての内容と金額が報告された。特に、前期繰
越金を当該年度収入と複数年納入による前払金に分けて
報告があった。それに対し、野村監事から「厳正、かつ
慎重に監査を行った結果、正確・適正な会計処理が行わ
れていることを確認できた」との監査結果が報告され全会
一致で承認された。

３．審議事項
　３号議案　会則の改定
　�　資料に基づいて平田総務部会長より、先の副会長会議

において審議した「会の名称変更：神戸大学KTC機械ク
ラブ→神戸大学機械クラブ」および会則の現状にそぐわな
い部分の是正を含む改正案が提案され、以下の修正を含
め全会一致で承認された。

　�修正提案　第8条の神戸大学工学振興会を（一社）神戸
大学工学振興会に改める（島　一雄顧問）

　�なお、従来KTCMを使ってきたが今後どうしたらよいか指
針を出してほしいとの要望がM①山村理事よりあった。

　４号議案　平成28年度組織・人事
　�　冨田会長から役員一覧表を基に説明があり、特に異議な

く承認された。座談会部会長はM⑧ 坂口 忠司氏からM⑰ 
常次 正和氏に交代、監事はM⑫ 野村 稔郎氏からM⑰ 
柄谷 祐司氏に交代する。M② 宇野 正氏、M⑩ 寺井 直
行氏、M⑫ 野村 稔郎氏、M⑫ 松場 恒夫氏が退任される。
新任はM� 西田 勇氏（講演会部会）。

　５号議案　平成28年予算
　�　資料に基づいて、副島財務部会長から平成28年の予算

について説明があった。収入面では納入者350名（昨年
度比＋117名）により、1,406千円を計上し、支出面では
座談会の2回／年開催、振込み用紙を納入者名簿と一体
化することで予算増となる旨の説明があった。審議の結果、
全会一致で承認された。なお、会の名称変更に伴う口座

名義変更手続きは9月振込に間に合うよう8月頃に行う予
定。

４．各種表彰
　今年度の各種表彰が冨田 会長より報告された。
機械クラブ賞　阪上 隆英 氏（機械工学専攻教授）
　　　　　　　佐藤 隆太 氏（機械工学専攻准教授）
KTC理事長賞　長谷 貴之 氏（博士課程前期課程2年）
機械クラブ会長賞　村松 瑛 氏（博士課程後期課程1年）
機械クラブ国際活動奨励賞　高須賀 裕介 氏、石村 尚平 氏

（博士課程前期課程2年）、船橋 駿斗 氏（博士課程前期課
程1年）
５．KTC活動報告
　西下俊明理事から、28年度総会、講演会の案内があった。
5月20日の定時社員総会への多数の参加をお願いする。講演
会は、講演題目：地震・火山列島に暮らすということ、講師：
神戸大学海洋底探査センター長 巽 好幸氏（2010年 TBS 
の情熱大陸、最近は NHK の E テレにも出演）である。
　就職活動サポートについてのKTCの実績報告があった。
６．機械工学専攻の近況 
　磯野吉正専攻長から、学科構成、
教員の充実、クォーター制導入に伴う
カリキュラムの見直しについて説明を頂
いた。特にクォーター制については国
立大学を取巻く厳しい環境を全国国立
大学改革（機能強化）に関わることと
して詳細に説明頂いた。

【２】講演会（17：40～18：30）
　深見特許事務所 国際特許部 部長 
佐々木 眞人 氏（P⑲）を講師に招き、
演題「グローバル特許」にてご講演頂
いた。講演概要は、別途機械クラブだ
より第10号で報告する。

◆クラブ精密 平成28年度（第29回）総会報告

　昭和62年10月24日舞子ビラで行われた「恩師鳴瀧良之助
先生を囲む会」（参加者91名）の席上「名称をクラブ精密と
し年１回総会実施 ‐ 最後の一兵まで ‐ 」を、故杉谷正廣会長

（P1）、代表幹事 島　一雄（P5)、残り10クラスから1名ずつ
の幹事を決め発足した。精密機械科は、昭和16年12月卒か
ら昭和26年3月卒まで12クラス 636名卒業生の絶版学科由
団結力強固。KTC第81号42頁に作表通り順調に会員高齢
化に耐えながら会友・KTC事務局に支えられながら第28回を
クリアすることができました。
　第29回総会は、平成28年5月31日最近民活で話題になっ
ている神戸空港見学を実施しました。（平成11年9月埋立着

磯野 専攻長

佐々木 眞人 氏
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工、平成18年2月18日開港、年間300万人が利用する空港で、
札幌・茨城・東京・長崎・鹿児島・沖縄と結ぶ国内13位
の利用者が神戸三宮から18分の利便性の高い空港として使
用されている。）
　当日は行事日和に恵まれ、空港施設の全貌に接することが
出来、参加者一同満足、ポートピアホテル「聚景園」から航
空機の発着を見ながらの懇親会。脚力の弱った仲間にも配慮
した行事と一同に喜ばれる。
　卆寿を越えた代表幹事の現況では、来年度第30回記念大
会を企画実行できそうです。ここまで来たら記念大会を無事・
盛会裏に、実施したいものとパワーリハビリに励んでいます。

「100歳に聞けば100歳短か過ぎ」

クラブ精密神戸空港見学概要

＊クラブ精密の現況（平成28年7月5日現在）
　卒業者数636名、死亡者数399名、生存者数237名

クラブ精密代表幹事　島　一雄（P5）

◆「機械工学科Ｍ⑧同窓会」

　4月6日（水）ホテル日航姫路にて、18名が出席し、M⑧
同窓会を開催しました。昨年、平成の大修理を終え、この1
年間で280万人が訪れた姫路城を、花見をしながら楽しむ企
画でした。会は昨年12月にご逝去された赤川浩爾名誉教授
のご冥福をお祈りしたあと、坂口忠司名誉教授の瑞宝中綬章
受章のスピーチから、姫路生まれ、姫路育ちの桜井氏のレク
チャー「姫路の思い出」等々大変盛り上がりました。
　最後に、姫路分校時代の白陵寮歌「白陵歌」を斉唱、1
年後の再会を約束し、閉会しました。

並村　功、池渕俊介、西田勝亮（M⑧）

 機械クラブだより‐第10号‐　掲載内容
ａ．会長ご挨拶
ｂ．機械工学専攻構成
ｃ．平成27年度総会講演会 概要
ｄ．平成27年度新入会員歓迎会 開催報告
ｅ．平成28年度機械クラブ第１回理事・代表会 議事録
ｆ．「赤川浩爾先生を偲ぶ会」開催報告
ｇ．赤川先生追悼文集について
ｈ．クラス会報告（松本研M⑬⑭⑮会, M⑯, M⑰）
ｉ．第4回基幹座談会開催報告
ｊ．寄稿文集「思い出の架け橋」寄稿文リスト
ｋ．KTCMゴルフ同好会開催報告（第165回、第166回）
ｌ．平成28年度「先輩は語る」講演会 開催報告
ｍ．機械クラブ会費納入状況

■H28年度機械クラブ役員

機械クラブ（P）（M）
名誉会長　谷井 昭雄（PⅡ）
会　　長　冨田 佳宏（M⑯）
副 会 長　光田 芳弘（M⑫）、常次 正和（M⑰）
　　　　　副島 宗矩（M⑱）、平田 明男（M⑱）
　　　　　前塚　洋（M㉗）、尾野　守（M㉚）
　　　　　白瀬 敬一（M㉚,M教授）
　　　　　浅野　等（M㊱,M准教授）
顧　　問　島　一雄（P5）、井上 理文（M②）
　　　　　山登 英臣（M⑤）、永島 忠男（M⑨）
　　　　　藪　忠司（M⑫）
特別会員代表　磯野 吉正（機械工学専攻長）
学内幹事　白瀬 敬一
理　　事　岡　宣夫（M⑬）、國光 秀昭（M⑱）

クラブ精密 第29回総会（平成28年）寄せ書き

ポートピアホテル「聚景園」にて

ホテル日航姫路にて
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　暁木会では、総会と懇親会を大学の卒業式に日程をあわ
せて湊川神社の楠公会館にて例年開催しております。
　平成27年度総会は、例年通りに新入会員96名と対面形式
の配席により、来賓紹介、会長挨拶、5議案の審議、新役
員紹介、大学近況報告、支部活動報告、ＫＴＣ報告が行わ
れました。その後、新入会員の紹介、優秀学生5名の表彰が
ありました。杉山裕樹様（C99）により、新会員に向けて、

「神戸大学の先輩が、何か力になってもらえると思います」と

励ましの言葉が述べられました。
　また、新会員代表の挨拶は【市民工学教室表彰】を受賞
した奥村亮太様から、「先生、両親や仲間への感謝」と若者
らしい挨拶でありました。懇親会では、来賓挨拶・乾杯を川
谷　健名誉教授（C⑬）に、中締めを中村五郎様（C②）
により行われました。
　尚、総会時の写真については暁木会のホームページにカ
ラー版も掲載しております。
　暁木会HPも是非ご覧くださいませ。
日　時：平成28年3月25日
　　　　総　会18:00～19:20
　　　　懇親会19:30～21:00
会　場：湊川神社　楠公会館
出席者：ご来賓（名誉教授、教官）26名、会員52名、
　　　　卒業生・修了生96名（合計174名）
議　事：１．会務報告、２．会計報告、３．監査報告、
　　　　４．役員改選、５．予算案
次　第：

　・大学近況報告、支部活動報告、KTC報告
　・暁木会会長賞：福田和輝様
　・KTC理事長賞：川上　航様
　・市民工学教室賞：奥村亮太様
　・修士論文優秀賞：小池雄大様、山西琢文様

�回生 同窓会報告

　卒業35周年の同窓会を去る9月12日大阪第一ホテルで開
催しました。35周年といえば、そろそろ会社の卒業も迫ってお
り、今後の自分の道を考えさせられる時期でもあります。そう
した時期に、また、大学時代の友達と語り合い、それぞれが
エネルギーを充てんできたのではないかと思います。
　当日集まれたのは、卒業生27名と若 し々い先生方4名（櫻
井・川谷・北村・沖村）でしたが、欠席者のうち海外在住
を含めた9名の方から送って頂いた写真とメッセージを紹介し
ました。体型や風貌は変わり果てていても、どこかに面影は
残っているもので、思い出話に花が咲くとともに、悲しいかな、
会場のあちこちで生活習慣病や健康診断の思わしくない結果

 暁木会 
平成２7年度　暁木会総会について

尾原前暁木会会長挨拶

新会員の自己紹介

新会員代表挨拶（奥村亮太様）

華やかな新会員達

華やかな新会員達

単位クラブ報告／暁木会
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の自慢大会も開かれていたようです。先生のご挨拶で、「会
社を卒業してからの人生も研鑽を積み重ねることで切り開か
れるものです。」とエールを送って頂きました。
　さすが土木工学科の卒業生の同窓会と感じさせられたの
は、東日本大震災の復旧工事現場に勤務あるいはその経験
を持っている3名の方からのメッセージでした。あいにく出席
頂けなかったのですが、揃って「東北地方を応援し続けてく
ださい。」と訴えておられました。この年代になると現場を離
れている者も多かったと思いますが、土木工学が社会を支え
る学問であり、そうした仕事を続けてきたことを再確認できた
と思います。
　皆さん名残惜しかったのでしょう。当日参加した卒業生のほ
とんどが２次会にも参加し、新地には珍しい女性が2人しかい
ないすし詰めの高級クラブ？を貸切り、深夜まで大いに盛り上
がりました。楽しいひと時はすぐに過ぎ、40周年を楽しみにと
いうことで散会しました。

(久ノ坪　宏司（C㉗））

平成28年度　暁木一水会開催予定

第137回　5月11日（水）18:00
　平成28年度兵庫県・神戸市・大阪府の主要施策講演会
第138回　8月3日   （水）18:00～講演会予定
第139回　11月2日 （水）13:00～見学会予定
第140回　2月1日   （水）18:00～講演会予定
平成28年度　各支部等活動予定

　東京支部総会　　6月3日（金）
　広島支部総会　　8月5日（金）予定
　東海支部総会　　9月7日（水）予定
　岡山支部総会　　10月16日（日）予定
　大阪あかつき会　例会　10月21日（金）予定

■Ｈ28年度暁木会役員

暁木会（C）
会　　長　　　　大門 芳一（C㉘）
副 会 長　　　　寺谷　毅（C㉝）、濱村 吉昭（C㉝）
常任幹事（会計）　芦田　渉（C㊸）、福田 雅人（C㊵）
　　　　　　　　松尾　幸治（C97）
常任幹事（総務）　北田敬広（C98）、石原　純（C㊸）
　　　　　　　　能勢正義（C㊷）
常任幹事（広報）　小川 修隆（C院28）、小川 清貴（C㊷）
　　　　　　　　奥村 孝幸（C97）
KTC理事長　　　　鴻池 一季（C㉒）
KTC常務理事　　　　水池 由博（C⑳）
K T C 理 事　　　　岩田 修三（C㉒）、宇田 隆彦（C㉜）
K T C 監 事　　　　池野 誓男（C⑫）
大学代表　　　　橋本 国太郎（C准教授）

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

　去る3月25日（金）に神戸大学アカデミア館1階学生食堂
会議室において平成27年度応用化学クラブ総会が開催され
ました。
①出席者（敬称略）
役員：�岡本泰男（会長）、藤村保夫（副会長、次期会長）、

安藤哲朗（副会長）、西野　孝（常任幹事）、市橋
祐一（常任幹事）、岡　英明（常任幹事）、羽田一弘（常
任幹事）、松本拓也（会計）、勝田知尚（会計監査）、
長谷川俊弘（東京支部幹事）、土田史明（次期副会
長）、水畑　穣（次期会計）

会員：�山本和弘（KTC理事）、鈴木　洋（専攻長）、大村
直人（教授）、山地秀樹（教授）、西山　覚（教授）、
伊熊敏郎（X-4）

②議事
　・平成27年度応用化学クラブ事業報告
　・平成27年度決算報告並びに会計監査報告
　・平成28年度事業計画（案）
　・平成28年度予算（案）
　・平成28年度応用化学クラブ役員・KTC役員（案）
　定刻の15時30分に岡本会長が議長に選任され、総会の
開会が宣せられた。平成27年度の事業報告ならびに決算報
告・会計監査報告がなされ、出席者全員から異議なく、承
認された。続いて平成28年度の事業計画（案）並びに予算

（案）の説明がなされ、出席者全員により承認された。最後
に平成28年度の応用化学クラブ役員・KTC役員について就
任を確認し、すべての議題の審議が終了した。

 応用化学クラブ 
平成27年度応用化学クラブ総会

単位クラブ報告／暁木会／応用化学クラブ
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　平成28年6月24日、工化、化工の同期で定期開催してい
る同窓会の企画委員会を幹事メンバーで開催しました。まだ
現役で活躍されているメンバーも多く、出席者は4名（左から
清水、上野、藤村、土田各氏）と少なめでしたが、来年開
催の同窓会を和歌山方面で5月20-21日に開催することを決
定。事前に会員にはメール他で意見を伺っていましたので、
重要課題は即決。本会は次々回の同窓会を東京オリンピック
見学に照準を合わせるという長期戦略で参加者の合意ができ
ています。
　この日の幹事会は、イギリスのEU離脱が決定した日でした
が、同期の工化、化工は分離することなく、継続して老後（？）
を共に楽しもうと誓って散会となりました。

（藤村保夫　Ch㉔）

■H28年度応用化学クラブ役員

今年度の応化クラブ役員メンバーです。
ご協力よろしくお願いいたします。

応用化学クラブ（Ch）（X）（CX）
会　　長　藤村 保夫（Ch㉔）
副 会 長　安藤 哲朗（X⑧）、土田 史明（Cｈ㉔）
常任幹事　西野　孝（Ch㉚CX教授）
　　　　　市橋 祐一（CX准教授）、岡　英明（Ch⑱）
　　　　　羽田 一弘（Ch㉔）
会　　計　水畑　穣（Ch㉟CX教授）
会計監査　勝田 知尚（CX准教授）
東京支部
支 部 長　水川 悟司（X⑭）
東京支部幹事　杉浦 正志（X⑭）、長谷川 俊弘（X⑭）
　　　　　竹本 彰広（Ch㉙）
事 務 局　松本 拓也（CX14CX助教）

　例年どおり総会を大学の卒業式の日程にあわせて開催し、
総会終了後に新入会員の歓迎会をアカデミア館1階の学生食
堂において開催した。
　市橋先生の司会のもと、藤村会長の挨拶で始まり、鈴木
専攻長のご祝辞、応用化学科第21回卒業生代表の松岡　
淳さんの謝辞と続いた。その後第12回KTC理事長賞が大学
院修了生の舛森裕太さんに、第12回応用化学クラブ会長賞

が学部卒業生の松岡　淳さん、日置裕斗さんの二名に授与
された。
　続いて、3月に神戸大学を去られる松尾成信　准教授およ
び三崎雅裕　特命助教に花束が贈呈された。そして、安藤
副会長の乾杯の音頭で歓談に移り、これまでお世話になった
先生方への感謝の言葉や別れを惜しむ言葉があちこちで聞こ
え、和気藹 と々食し、杯を傾けた。時間が尽きない中、土田
副会長の閉会の字で歓迎会の幕を閉じた。

平成27年度新入会員歓迎会

Ch�、X⑧合同同窓会幹事会

単位クラブ報告／応用化学クラブ
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　平成28年3月25日に開催されたCSクラブ総会において、今
年度の活動として「総会・卒業記念パーティの開催」、「小さ
な同窓会支援事業」、「ＣＳクラブニュースの発行」、及び昨
年度決算と今年度予算が承認されました。また、優秀学生の
表彰を行いました。
　総会で改選されました平成28年度ＣＳクラブ新役員は右記
の5名です。どうぞ宜しくお願いいたします。

会長　　　　　尾波　宰三　　In⑭
副会長　　　　冨田　克彦　　S②
東京支部長　　藤岡　昭　　　In⑩
事務局　　　　中本　裕之　　CS2
　　　　　　　和泉　慎太郎　CS12

 CS クラブ 
平成28年度ＣＳクラブの活動について

　2016年3月25日の18時30分より、神戸商工貿易センタービ
ルの24階にあります「ステラコート」にてCSクラブ（旧称：則
水会・システムクラブ・情報知能工学科同窓会）総会兼情報
知能工学科卒業パーティを執り行いました。
　今回の参加人数は学生96名、同窓会員8名、教職員25名
の計129名となり、盛況のうちに終えることが出来ました。

平成28年度ＣＳクラブ総会　兼
平成27年度卒業パーティ報告

　CSクラブ（則水会・システムクラブ・情報知能工学科同窓会）
では、小さな同窓会の支援を行っています。恩師の招待費用、
ゴルフやボーリング大会の景品など支援の形は問いません。
小さな同窓会を催す際には、ぜひ、同窓会にご一報ください。
今年度は現時点でまだ申込が来ておりません。是非ご活用い
ただきたく、皆様の申込をお待ちしています。
　会の参加者が10人以上なら20,000円、20人以上なら
40,000円を支援します。ただし、予算に限りがありますので、
支援は申請順とし、予算の限度額に達した時点で本年度の

支援を終了します。
　・支援の審査、承認は役員会で行います
　・支援を受けた会には報告記事を投稿して頂きます
　・報告記事は、ホームページ、ニュースに掲載します

　様式は特にありませんので、申請は以下の宛先まで気軽に
お申し込み下さい。
　　〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1
　　神戸大学大学院システム情報学研究科
　　事務室気付　ＣＳクラブ
　　E-mail : cs-club@kobe-u.com

「小さな同窓会」支援活動について

　去る2016年3月12日（土）、まだ少し肌寒いながらも春を
感じさせるうららかな日に、JR芦屋駅にほど近いホテル竹園に
て「藤井　進先生を囲む会」が開催されました。このように大々
的に藤井研究室で集まるのは平成18年に行われた藤井先生
の退職記念祝賀会以来、約10年ぶりの開催でした。システ
ム工学科の卒業生同士で東京にて飲み会を行ったときに

「久々に藤井先生にお会いしたい」との声が上がったのがきっ
かけで実現したこの企画。正式な名簿が手元にない中、KTC
にご協力いただき情報の配信を行ったり、連絡が取れる方々
に情報の拡散をお願いしたりしながら集まった人数が藤井先

生を含めて22名でした。
　当日は1976年卒業の藤井研究室の1回生の方が最年長、

「藤井　進先生を囲む会」開催のご報告

単位クラブ報告／CSクラブ
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　情報知能5回の指尾です。去る3月13日（日）、CS21講座
の卒業生のうち東京近辺在住者同士の交流を目的とした同窓
会「CS21 Drop-in Party」を実施しましたので、ご報告致
します。この企画は、3月の学会シーズンに東京に来られる貝
原先生を囲む会として始まり、今回で4回目になります。そろ
そろ東京の卒業生の間でも定着しつつある・・と嬉しいなと思っ
ている頃です。今回は、（たった4回ではありますが・・）同
窓会を続けてきて良かった事、しみじみ感じた事についてご
報告致します。
　まず良かったことについて。貝原先生からのご報告で、貝
原先生が大学に移られてから、今年でちょうど20年になるこ
とを伺いました。20年間の節目ということで、幅広い卒業生
に声をかけながら、お祝いなどができると良いなと思いました。

（そして、それを口実にお酒を飲みたいな・・と。）
　良かった点はもう一つあります。私が助教としてCS21に在
籍していたのが2007年度末まででした。2010年以降の卒業
生については、正直顔も名前も知りません。今年卒業される
学生さんまでで7年分になりますが、毎年新しいメンバーが同

窓会に参加してくれ、少しずつですが東京での知り合いと呼
べる人達が増えてきました。世代も違えば、働いている会社も、
与えられる仕事もそれぞれに異なりますが、CS21という共通
点を持った仲間同士、ざっくばらんにお互いの業務のやりが
いや辛さについて話し合うことができるのが良いですね。若い
人たちと話すと、私自身も同じような経験があったなぁ・…と
感じながら、おじさんコメントを出したりして楽しんでいました。
　最後に、しみじみと感じた事。それは時間の経過です。私
も今年で38歳、職場でも技術者からマネージャーになり、新
しい働き方に悪戦苦闘しています。助教としてCS21に在籍し
ていた頃に巣立っていった卒業生たちもそろそろ30代半ばを
迎え、家庭を持ち、会社での責任も求められる立場になって
いる頃です。そのためか、今年はこの世代の参加者が昨年よ
りも大幅に減ってしまいました。寂しさを感じる一方で、みな
さんが様々な場面で活躍している事を想像すると、次に会う
機会が非常に楽しみだと感じるようになりました。軽い気持ち
で始めた同窓会ですが、忙しい中、たとえ何年かに一度しか
参加できない状況でも、きちんと帰ってくる場を持ち続けるこ
とが私の役割かなと思っています。CSクラブには、毎年同窓
会の補助をして頂き、大変感謝しております。

（指尾　健太郎（CS5））

CS21 Drop-in Party 2016

2004年卒業の方が最年少で、バラエティに富んだ集まりにな
りました。初めて顔を合わせる方も多い中、一人一人の挨拶
の後はしばし歓談。大学で働いているメンバーのご厚意で、
1講座の研究室に未だに眠るアルバムや日記の一部を持ち込
んでいただき、パラパラとめくりながら懐かしい思い出話に花
を咲かせました。
　最後は藤井先生のお話をしっかりじっくり堪能して短い時
間でしたが会を終えました。またこのような会を持ちたいね、

というお話しがあちこちで話されていて、今後のつながりにも
期待が持てる会でした。
　最後になりましたが、元気にご参加くださった藤井先生、
様々な方に情報を回して動いてくださった熊本悦子先生、こ
の会のきっかけの声をあげてくださった淺田克暢氏、不慣れ
な幹事を支えてくださったご参加の皆様、そしてギリギリの申
請にも関わらずご支援いただきましたCSクラブへ厚く御礼申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　（田村 夏子（S⑱））

単位クラブ報告／CSクラブ
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選出する代議員数40名、補欠代議員12名

代議員（名） 補欠代議員（名）

① 木南会 7 2

② 暁木会 5 2

③ 竹水会 7 2

④ 機械クラブ 8 2

⑤ 応用化学クラブ 7 2

⑥ CSクラブ 6 2

合　計 40 12

次期代議員任期
　2017年５月総会終了時～2019年総会

立候補の届け出
　立候補の資格
　2017年1月31日現在の正会員資格者

届出
　立候補するものは、各単位クラブ選挙管理委員会に
　郵送又はメールにより立候補を届け出る

届出の期間
　2017年1月10（火）～2017年1月31日（火）
　郵送の場合は上記期間中に選挙管理委員会に必着

選挙広報
立候補者名は2017年3月1日（水）発行の機関誌84号及
びKTCホームページの「選挙広報」に発表

補欠代議員
代議員の員数を欠くこととなるときに備えて、代議員選挙
と同時に、補欠の代議員を選挙する
各単位クラブの補欠代議員の定員は2名とする

補欠代議員の順位
補欠の順位は得票数の多い順とする
得票数が同数、あるいは無投票当選の場合は、補欠の順
位は抽選によって決定する

投票
2017年4月1日締切
詳細は選挙広報に示す

開票及び結果の公示
開票は各単位クラブ選挙管理委員会が行う
開票結果はＫＴＣホームページ及び2017年9月1日（金）
発行の機関誌85号に発表する

選挙管理委員会
　第３回の選挙管理委員会は一旦解散し新たに設ける
　選挙管理委員を3名選出する

第4回代議員選挙の告示

定款（第8条）及び代議員選挙規則に基づき、次期代議員の選挙を実施する

届出内容

① メールの場合は件名に「代議員選挙立候補の件」と明記
② 文頭に「私はこの度代議員選挙に立候補するので届けます」記入する
　 文頭に「私はこの度代議員選挙の補欠に立候補するので届けます」記入する

③ 住所　氏名
④ 電話番号
⑤ 卒回

届出の宛先及び選挙管理委員会（H28年度）

単位クラブ
届出先Mail 連絡先電話 選挙管理委員長 選挙管理委員 選挙管理委員

届 出 郵 送 先

木南会
ktc@mba.nifty.com 078-871-6954 上山　　卓 小南　正雄 中嶋　知之
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　（一社）神戸大学工学振興会「木南会選挙管理委員会」

竹水会
furusawafamilyplus@yahoo.co.jp 078-871-6954 古澤　一雄 中井　光雄 松尾　至生
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　（一社）神戸大学工学振興会「竹水会」

機械クラブ
ktcm@kobe-u.com 078-803-6152 平田　明男 山村　　裕 常次　正和
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻事務室内「機械クラブ選挙管理委員会」

暁木会
ktc@mba.nifty.com 078-871-6954 大門　芳一 寺谷　　毅 濱村　吉昭
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　（一社）神戸大学工学振興会「暁木会選挙管理委員会」

応用化学クラブ
yasuo_fujimura@gg.nitto.co.jp 078-871-6954 藤村　保夫 西野　　孝 市橋　祐一
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　（一社）神戸大学工学振興会「応用化学クラブ選挙管理委員会」

CSクラブ
cs-club@kobe-u.com 078-803-6257 尾波　宰三 冨田　克彦 吉岡　秀典
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　（一社）神戸大学工学振興会「CSクラブ」



【編集後記】
　一昨年の学内講演会で茂木健一郎氏が、いま世界の科学者が最も人類にとっての驚異と考えているのが核兵
器や原発などではなく、人工知能だと言われていたのは記憶に新しいですが、先日もあるWEB記事で10年は先に
なると予測されていたのに囲碁でもAIがプロ棋士に勝利したとありました。深層学習といわれる学習法を得たAIの
進歩は凄まじいらしいです。GoogleではAIにイラストを描かせたり、東大では歌詞に合わせた音楽を自動作曲さ
せたそうで、いずれも人間には思いつかないようなジャンルの誕生と言われています。
　今回はWeb主体の機関誌になりますが、学長取材記事をはじめ興味深い記事が豊富ですので、是非読んでい
ただきたいと思います。� （機関誌編集委員長　宮　康弘）

【『神戸膜』で世界を救おう】
日本では考えられないが、現在、世界の８億人以上の人が安全な水が飲めない状態で、金持ちのシンガポー
ルなどは海水淡水化で賄っている。その技術の最先端を行くのが日本だが、技術の進化は目覚ましいのでうかう
かできない。2007年、神戸大学に先端膜工学研究センターができ、センター長の松山先生が頑張っておられるが、
6/28に毎日放送（MBS）「ちちんぷいぷい」に出演され、『神戸膜』と名付けられた低エネルギー駆動の膜を開
発中とのこと。2025年には100兆円の市場規模となる水ビジネスに勝ち残れるように、応援しましょう。環境問題
の二酸化炭素分離最先端膜も開発中とのこと。� （KTC理事　山本　和弘）

【神戸大学工学振興会 機関誌編集委員】

委員長	 宮　　康弘　S①
副委員長	 山本　和弘　Ch③
委員	 浅田　勇人　Ａ助教	 岸田　明子　Ａ助教	 黒木　修隆　D⑱	 浅野　　等　M㊱
	 山岡　高士　M⑲	 江口　　隆　M㉒	 小川　修隆　C院28	 四辻　裕文　C助教
	 北山雄己哉　CX13	 中本　裕之　CS2	 和泉慎太郎　CS12
事務局	 水池　由博　Ｍ⑳（常務理事）	 進藤　清子
� ※　　　　は学内教員
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平成28年度学内講演会ご案内
一般社団法人神戸大学工学振興会

日時：Ｈ28年11月4日（金）　15：10～16：40
会場：神戸大学　工学研究科内C3-302講義室　神戸市灘区六甲台町
講師：阿部玲子氏（C院24）
演題：『発展途上国における日本人エンジニアの挑戦 ～インド・メトロ事業を例に取って～』

講師プロフィール
1987年：山口大学工学部建設工学科　卒業
1989年：神戸大学工学研究科土木工学専攻　修士課程修了
2014年：山口大学　工学博士
1989年～1995年：㈱鴻池組に入社し、本社技術部にて地下構造設計および地盤解析業務に従事
1995年～1998年：ノルウェー工科大学修士課程修了後にノルウェーのノースケープトンネルプロジェクトにて研修
2000年～2004年：台湾新幹線事業に従事
2004年～2006年：㈱パシフィックコンサルタンツに転職し、中国遺棄化学兵器処理事業に従事
2006年：カタールナショナルマスタープランプロジェクトに従事
2007年～2015年：�インド国においてデリー及びバンガロールメトロ事業、ウクライナ国キエフメトロ事業、インドネシア国ジャカルタメ

トロ事業に従事（2008年に㈱パシフィックコンサルタントインターナショナルから㈱オリエンタルコンサルタンツに
事業譲渡）

2014年～：インド現地法人取締役社長　就任
2016年～：インド国アーメダバードメトロ　プロジェクトマネージャーとして従事

講演概要

世界経済のグローバル化に伴い、建設業界でもグローバル化が叫ばれている。特に発展途上国においての大型建設プロジェクトに
おける受注では、国際競争が繰り広げられている。私は海外プロジェクトに携わって15年が経過し、ノルウェー、台湾、中国、カター
ル、ウクライナ、インドネシアそしてインドの事業を手がけてきた。2007年からはコンサルタントとしてインドの地下鉄プロジェクト
に従事しており、2014年からはインド現地法人の社長に就任し、2015年はインドネシアで安全管理プロジェクトを手掛け、2016
年からはインド・アーメダバードメトロにおいて地下鉄プロジェクトのTOPとしてプロジェクト運営している。インドにおいては大型
建設プロジェクトに女性のプロジェクトマネージャーが就任するのは初めてでもある。このインドの地下鉄プロジェクトを中心に、日
本人エンジニアとして発展途上国の建設プロジェクトへどう貢献していくか、海外コンサルタントに求められている役割とは何か、発
展途上国において安全管理と環境向上のためにどう取り組んで行くのか等、よもやま話を交えながら講演させていただくこととする。

平成28年度KTC東京支部総会の開催案内
KTC東京支部長　中川 順三（D③）

標記総会を下記の通り開催いたします。総会に先立ち講演会が併催されます。
今年の支部総会には神戸大学から武田　廣学長がご出席になり、神戸大学の現状と展望等、ご講演を頂きます。東京地区在
住のKTC会員各位、お誘い合わせの上、多数の方々のご参加をお待ちしております。尚、詳細は９月の支部幹事会にて決定し、
各単位クラブより別途ご案内申し上げます。
1. 日　時：平成28年10月26日（水）16:00〜20:30（15:30～講演会受付、18:00～総会受付）
2. 場　所：神戸大学東京六甲クラブ　東京都千代田区丸の内3-1-1　TEL 03-3211-2916・FAX03-3211-3147
　　　　　 帝劇（帝国劇場）ビル 地下2階（地下鉄日比谷駅・有楽町駅B3出口すぐ、JR有楽町駅西側５分）
3. 次　第：1）講演会：16:00〜18:15 （講演会受付 15:30〜）

講演（1）KOBE工学サミット in Tokyo：16:10〜17:00 
「吸音材料のおはなし－音を吸収するしくみのいろいろ」
講師：工学研究科建築学専攻　教授　阪上公博氏（En⑧）

講演（2）KOBE工学サミット in Tokyo：17:05〜17:55 
「MEMS技術によるマイクロ・ナノ工学の展開（仮題）」
講師：工学研究科機械工学専攻教授　磯野吉正氏

講演（3）神戸大学学長　武田　廣氏：18:00〜18:30
「神戸大学の現状と展望について」

2）KTC東京支部総会・懇親会：18:35〜20:30
4. 連絡先：森田 篤（C㉟）　電話：03-5276-5166　E-mail：moritaa@jcity.maeda.co.jp

お問い合わせ：（一社）神戸大学工学振興会　事務局　TEL 078-871-6954・FAX 078-871-5722
〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学工学部内　E-mail:ktc@mba.nifty.com講演会（無料）の
事前の申込みは不要です。懇親会（学生無料）に参加ご希望の方は事務局へお申し込みをお願いいたします。

講演会終了後、懇親会を開催いたします。
時間：17:00〜18:30　　会場：AMEC3　　会費：1,000円（学生無料）


